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序
章

このガイドについて

このガイドでは、
Webサーバと
Webサービスの設定および管理方法
と、オープンソースの
Webテクノロジーの使用方法について説明し
ます。


Mac

OS

X
Serverバージョン
10.5 には、複数の
Web テクノロジーで構成される
Web サービス
が含まれています。
Web サービスは、アップルのサーバハードウェアにあらかじめインストー
ルされていて、
Web テクノロジーを確立および管理するための柔軟性のある統合環境が用意さ
れています。

バージョン
10.5の新機能

Mac

OS

X
Server
v10.5 では、
Webサービスを次のように拡張しています：

Â 新規および強化された
Apache
2.2
Â グループによる
Wikiおよびブログ

Â「サーバ管理」での容易な証明書管理

Â 従来型（フォワード）プロキシおよびバックエンド（リバース）プロキシの制御

Â



Ruby
on
Railsまたは
WebObjectアプリケーションを簡単に展開できるようにするバックエン
ド・プロキシ・バランサ。

このガイドの構成
このガイドには、次の章が含まれます：

Â 第 
1
章「
Webテクノロジーの概要」では、サーバの構成、
Webサイトの設定、および専用の

Webコンポーネントの主要な概念と基本的な情報を説明します。

Â 第 
2
章「
Webサービスを操作する」では、
Web サーバをはじめて設定する方法や、
Web設定
と
Webコンポーネントを管理する方法について説明します。

Â 第 
3
章「
Webサイトを作成する／管理する」では、
Webサイトを設定および管理するための
手順について説明します。

Â 第 
4
章「
Wikiおよびブログを作成する／管理する」では、「サーバ管理」を使用して
Wikiおよ
びブログを設定および管理する方法について説明します。

Â 第 
5
章「
WebMailを構成する／管理する」では、
Webサーバで
WebMailを有効にして使用す
る方法について説明します。
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Â 第 
6
章「
WebObjectsおよびオープン・ソース・アプリケーションを操作する」では、

WebObjectsおよびオープンソースのコンポーネントの
Apache、
Tomcat、
MySQL の概要と
操作手順について説明します。

Â 第 
7
章「
Webモジュールを管理する」では、
Mac

OS

X
Server に付属するモジュールの概要
と、それらをインストールして有効にし、表示する方法について説明します。

Â 第 
8
章「
Webサービスの問題を解決する」では、
Webテクノロジーと
Webサイトに関する問
題の解決方法について説明します。

さらに「用語集」には、このマニュアルで使用されている用語の定義が記載されています。

参考：アップルではソフトウェアの新しいバージョンやアップデートを頻繁にリリースするた
め、このガイドに示されている図は、画面の表示と異なる場合があります。

このガイドの使いかた
次のリストは、このガイドを使用するためのヒントです：

Â ガイド全体を読んでください。後のセクションには、前のセクションで説明された情報や推奨

事項に基づいて構成されている場合があります。

Â このガイドの指示は必ず、実際に展開する前に非運用環境でテストしてください。この非運用

環境は、できる限り、コンピュータが実際に展開される環境をシミュレートしたものである必

要があります。

オンスクリーンヘルプを使用する

Mac

OS

X
Serverの管理中に、作業の指示が画面の「ヘルプビューア」に表示されます。ヘルプ
は、サーバまたは管理用コンピュータで表示できます。（管理用コンピュータとは、
Mac

OS

X
Server管理ソフトウェアがインストールされている
Mac

OS

Xコンピュータのことです。）


Leopard
Serverの詳細構成に関するヘルプを表示するには：
m 「サーバ管理」または「ワークグループマネージャ」を開き、以下を実行します：

Â「ヘルプ」メニューを使用して、実行する作業を探します。

Â「ヘルプ」＞「サーバ管理ヘルプ」または「ヘルプ」＞「ワークグループマネージャ」と選択

して、ヘルプトピックを参照、探します。

オンスクリーンヘルプの指示は、「サーバ管理」および、次の「
Mac

OS

X
Server 管理ガイド」
で説明する、その他の高度な管理ガイドに記載されているものです。

最新のサーバのヘルプトピックを表示するには：
m サーバまたは管理用コンピュータは必ず、ヘルプの表示中にはインターネットに接続されている

ようにします。
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「ヘルプビューア」は、サーバの最新のヘルプトピックをインターネットから自動的に取得して

キャッシュします。インターネットに接続されていないときは、「ヘルプビューア」は、キャッ

シュされているヘルプトピックを表示します。


Mac

OS

X
Server管理ガイド
「お使いになる前に」では、
Mac

OS

X
Server の標準構成とワークグループ構成のインストール
と設定について説明します。詳細構成の計画、インストール、設定、および一般的なサーバ管理

については、「サーバ管理」で説明します。次のリストにある追加のガイドでは、高度な計画、設
定、および個々のサービスの管理について説明します。これらのガイドは、次の
Mac

OS

X
Server
の製品ドキュメントの
Webサイトから
PDF形式で入手できます：


www.apple.com/jp/server/documentation

ガイド名 ガイドの内容：

「お使いになる前に」および
「Mac OS X Server ワークシート」


Mac

OS

X
Serverをインストールし、はじめて設定する方法について説明
します。

コマンドライン管理（Command-
Line Administration）


UNIXコマンドラインツールと構成ファイルを使用して、
Mac
OS
X

Serverのインストール、設定、および管理を行う方法について説明
します。

ファイルサービスの管理
 AFP、
NFS、
FTP、および
SMBの各プロトコルを使用して、選択したサー
バボリュームまたはフォルダをサーバのクライアント間で共有する方法に

ついて説明します。

iCal サービスの管理
 iCal共有カレンダーサービスを設定し、管理する方法について説明します。

iChat サービスの管理
 iChat インスタントメッセージングサービスを設定し、管理する方法につ
いて説明します。

Mac OS X Security
Configuration

企業および政府機関のユーザの必要に応じて、
Mac

OS

Xコンピュータ
（クライアント）のセキュリティを高める方法について説明します。

Mac OS X Server Security
Configuration

企業および政府機関のユーザの必要に応じて、
Mac

OS

X
Serverおよびそ
れをインストールしたコンピュータのセキュリティを高める方法について

説明します。

メールサービスの管理 サーバ上の
IMAP、
POP、および
SMTPの各メールサービスを設定し、管
理する方法について説明します。

ネットワークサービスの管理
 DHCP、
DNS、
VPN、
NTP、
IPファイアウォール、
NAT、および
RADIUS
の各サービスをサーバ上で設定、構成、および管理する方法について説明
します。

Open Directoryの管理 ディレクトリおよび認証のサービスの設定および管理を行い、クライアン
トがディレクトリサービスにアクセスできるよう構成する方法について説

明します。

Podcast プロデューサーの管理
 Podcastプロデューサーサービスの設定と管理を行い、
Podcastの記録、
処理、および配信を行う方法について説明します。

プリントサービスの管理 共有プリンタを管理する方法と、共有プリンタに関連付けられたキューと

プリントジョブを管理する方法について説明します。

QuickTimeのストリーミングおよ
びブロードキャストの管理


QuickTimeコンテンツをキャプチャし、エンコードする方法について説明
します。また、
QuickTime
Streaming サービスの設定および管理を行い、
メディアストリームのライブ配信またはオンデマンド配信を行う方法につ

いて説明します。

http://www.apple.com/jp/server/documentation/
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PDFガイドを画面上で表示する

PDF版のガイドを画面上で参照しているときに、以下の操作を行うことができます：

Â ブックマークを表示してガイドの概要を確認したり、ブックマークをクリックして対応するセ

クションにジャンプできます。

Â 語句を検索して、それらが書類のどこにあるかのリストを表示できます。そのいずれかの場所

をクリックすると、そのページが表示されます。

Â 相互参照をクリックすると、参照先のセクションへジャンプできます。
Webリンクをクリック
すると、ブラウザでその
Web サイトにアクセスできます。


PDFガイドをプリントする
ガイドをプリントしたい場合は、以下のようにすれば用紙やインクを節約できます：

Â 表紙をプリントしなければ、インクやトナーを節約できます。

Â グレイまたは白黒でプリントするオプションを「プリント」ダイアログのパネルで探すこと

で、カラープリンタのカラーインクを節約できます。

Â プリントする書類の量を減らして用紙を節約するために、
1枚の用紙に複数のページをプリン
トできます。「プリント」ダイアログで、「拡大縮小」を
115% に変更してください（「お使い
になる前に」の場合は
 155%）。次に、ポップアップメニューから「レイアウト」を選択しま
す。プリンタが両面印刷に対応している場合は、「両面」オプションのいずれかを選択します。

対応していない場合は、「ページ数／枚」ポップアップメニューから「
2」を選択します。「境
界線」メニューから「極細線」を選択することもできます。（バージョン
10.4以前の
Mac

OS

X
を使用している場合は、「拡大縮小」設定は「ページ設定」ダイアログにあり、「レイアウト」

設定は「プリント」ダイアログにあります。）

サーバ管理 サーバソフトウェアの高度なインストールおよび設定を行い、複数のサー

ビスまたはサーバ全体に適用されるオプションを管理する方法について説
明します。

システムイメージおよびソフトウェ
ア・アップデートの管理


NetBoot、
NetInstall、およびソフトウェア・アップデートを使用して、
オペレーティングシステム、およびクライアントコンピュータで使用する

その他のソフトウェアの管理を自動化する方法について説明します。

アップグレードおよび移行 以前のバージョンの
Mac

OS

X
Serverまたは
Windows
NTでのデータお
よびサービスの設定を使用する方法について説明します。

ユーザの管理 ユーザアカウント、グループ、およびコンピュータを作成し、管理する方

法について説明します。また、
Mac

OS

Xクライアントの管理された環境
設定を設定する方法について説明します。

Webテクノロジーの管理
 Web、ブログ、
WebMail、
Wiki、
MySQL、
PHP、
Ruby
on
Rails、および

WebDAVなどの
Webテクノロジーを設定し、管理する方法について説明
します。

Xgrid の管理とハイパフォーマンス
コンピューティング


Xserveシステムおよび
Macコンピュータの計算クラスタを設定し、管理
する方法について説明します。

Mac OS X Server用語集 サーバおよび記憶装置製品で使用される用語の意味について説明します。

ガイド名 ガイドの内容：
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両面に印刷しない場合でも、プリントするページを拡大することをお勧めします。
PDF のページ
サイズは標準的なプリンタ用紙より小さいためです。「ページ設定」または「プリント」ダイア

ログで、「拡大縮小」を
 115% に変更してみてください（「お使いになる前に」の場合は
 155%。
ページが
CDサイズです）。

製品ドキュメントのアップデート版を入手する
アップルでは必要に応じて、改訂されたヘルプページや新しい版のガイドを公開しています。改

訂されたヘルプページによっては、最新版のガイドの内容がアップデートされています。

Â サーバアプリケーションのオンスクリーンヘルプの新しいトピックを表示するには、サーバま

たは管理用コンピュータがインターネットに接続されていることを確認し、アプリケーション

のヘルプのメインページにある「最新のヘルプトピック」または「最新情報を入手する」をク

リックします。

Â



PDF形式のガイドの最新版をダウンロードするには、
Mac

OS

X
Serverの製品ドキュメントの

Webサイトにアクセスします：

www.apple.com/jp/server/documentation

その他の情報
さらに詳しい情報が必要な場合は、次の資料を参照してください：

Â 添付書類ファイル（Read Me 書類）
— 重要なアップデートや特別な情報を記載しています。

この書類はサーバディスクにあります。

Â Mac OS X ServerのWebサイト（
www.apple.com/jp/server/macosx）
—製品およびテクノ
ロジーに関する詳細情報が掲載されています。

Â Mac OS X Server のサポートWebサイト（
www.apple.com/jp/support/macosxserver）
—
アップルのサポート部門から寄せられた数多くの記事を利用できます。

Â Apple Discussions Webサイト（
discussions.info.apple.co.jp）
—質問、知識、およびアド

バイスをほかの管理者と共有できる場です。

Â アップルのメーリングリストWebサイト（
www.lists.apple.com）
—メーリングリストに加入
して、メールを使ってほかの管理者と意見の交換ができます。

http://www.apple.com/jp/server/documentation/
http://www.apple.com/jp/server/macosx/
http://www.apple.com/jp/server/macosx/
http://www.apple.com/jp/support/macosxserver/
http://www.apple.com/jp/support/macosxserver/
http://discussions.info.apple.co.jp/
http://discussions.info.apple.co.jp/
http://www.lists.apple.com/
http://www.lists.apple.com/
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Webテクノロジーの概要

この章では、サービスやサイトを設定する前に、
Web テクノロジー
の概要とその主要なコンポーネントについて説明します。


Webサービスは、
Apache
Webサーバ、
Web サイト開発、およびアプリケーションサーバと多
くのオープンソースのコンポーネントの統合を構成および管理するための一連のツールで複雑

に構成されています。操作を進める前に、システムの複雑さを理解しておくことをお勧めします。


Webテクノロジーの概要

Web テクノロジーでは、統合されたインターネットサーバソリューションを提供します。
Web
テクノロジー（このガイドでは
Web サービスとも呼んでいます）は簡単に設定および管理でき
るので、経験豊富な
Web管理者でなくても、複数の
Webサイトを設置し、
Webサーバの構成
と監視を行うことができます。


Web サービスには、オープンソースの
HTTP
Web サーバである
Apache が使用されています。

Web サーバとは、サイトに保存された
HTML
Web ページの要求に応答するサーバのことです。
オープンソースのソフトウェアは、ソースコードを表示および変更して、変更を加えたり改良す

ることができます。そのため、
Apacheは今日、インターネットで広く使用され、最も普及して
いる
Web サーバの
1つです。


Web管理者は「サーバ管理」を使って
Webサービスを管理できるので、詳細設定や構成ファイ
ルについての知識は必要ありません。
Apacheを熟知している
Web管理者であれば、
Apache の
高度な機能を使って
Webテクノロジーを管理できます。


Mac
OS
X
Serverの
Webサービスは
Apacheをベースにしているので、高度な機能を追加する
にはプラグインモジュールを使います。
Apacheモジュールでは、
SOAP（
Simple
Object
Access
Protocol）、
Java、および
CGI言語（
Pythonなど）のサポートを追加できます。

主要な
Web機能

Webサービスは、次の主要コンポーネント（
Web テクノロジー）で構成され、柔軟性と拡張性
に優れたサーバ環境を実現します。

Â



Apache
Webサーバ

Â



WebDAV
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Â




CGI への対応
Â



SSLへの対応

Â



SSI（
Server
Side
Includes）を使った動的コンテンツ

Â ブログおよび
RSSへの対応


Apache
Webサーバ

Apacheは、オープンソースの
HTTP
Webサーバで、「サーバ管理」を使って構成します。


Apacheは、モジュール化されています。デフォルトで使用可能になっているモジュールセット
は、ほとんどの環境で使用できます。「サーバ管理」は、オプションのモジュールをいくつか制

御します。
Apacheに詳しいユーザの場合は、モジュールを追加したり、モジュールを取り除い
たり、サーバコードを変更することもできます。モジュールについて詳しくは、
99
ページの
「
Apache
Webモジュールの概要」を参照してください。


Apache
v1.3は、以前のバージョンの
Mac
OS
X
Serverにインストールされています。新規イン
ストールを実行する場合は、
Apache
2 を使用してください。
Mac

OS

X
Server
v10.5 では、

Apache
1から
Apache
2へ自動的に移行できる機能が用意されています。


WebDAV




WebDAV（
Web-based
Distributed
Authoring
and
Versioning）は、
Webサイトのコンテンツ
を更新するときに、特に便利なコンポーネントです。
WebDAV を使ってサーバにアクセスする
権限を持つユーザは、サーバのファイルを開いて、その内容を変更または追加し、その修正を保

存できます。
Mac

OS

X のユーザは、
WebDAV ボリュームをマウントして、「
Finder」からシー
ムレスにアクセスできます。


WebDAV を使用してファイルを共有する方法について詳しくは、
55
ページの「
WevDAVを使用
してファイルを共有する」を参照してください。


CGIへの対応

CGI（
Common
Gateway
Interface）スクリプティングを利用して、サーバとクライアントの間
で対話することができます。たとえば、
CGI スクリプトを利用して、
Web サイトに提供されてい
る製品を注文したり、情報の要求に対して応答を送信できます。


CGI スクリプトは、
Perlや
Python など、いくつかのスクリプト言語を使って記述できます。
CGI
スクリプトのデフォルトの場所は「
/ ライブラリ
/WebServer/CGI-Executable」フォルダです。

警告：
Apache
1から
Apache
2への変換スクリプトには、特にセキュリティ関連の設定に関
して悪影響があるおそれがあり、アップグレード時のセキュリティに影響を及ぼす可能性があ

ります。
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SSLへの対応

Webサービスは、
SSL（
Secure
Sockets
Layer）にも対応しています。
SSLは、クライアントと
サーバとの間で転送される情報を暗号化するプロトコルです。
SSLはデジタル証明書と連携して
機能します。デジタル証明書は、暗号化された安全な情報交換を確立することによって、サーバ

の証明済みの識別情報を提供します。


SSI（
Server
Side
Includes）を使った動的コンテンツ

SSI（
Server
Side
Includes）は、サイト内の複数のページで同じコンテンツを使用するための機
能を提供します。また、
SSI を使って、サーバからスクリプトを実行したり、特定のデータをペー
ジに挿入することもできます。この機能を利用すると、コンテンツのアップデートも簡単です。

1カ所の情報を修正するだけで、多くのページの情報がアップデートされます。


SSIについて詳しくは、
52
ページの「
SSI（
Server
Side
Includes）を許可する」を参照してください。

ブログおよび
RSSへの対応

Webサーバ上で、各
Webサイトのオプションとしてブログを運営できます。このブログは、
RSS
および
Atom
XML規格に準拠しており、
Open
Directory 認証に対応しています。ブログのユー
ザは、テンプレートやスタイルシートを操作するために、いくつかの技術から選択できます。

重要：ブログサービスの
SACL（サービスアクセス制御リスト）を変更するには、
Web インター
フェイスではなくサーバインターフェイスを使う必要があります。 


SACLを使用してブログのアクセス制御を設定する方法については、
76
ページの「ユーザにブロ
グの
SACLアクセス権を設定する」を参照してください。

設定する前に
このセクションでは、
Web サーバをはじめて設定するときに必要な情報を示します。経験豊富
な
Web 管理者の方も、このセクションをお読みください。これまでと違った機能や動作が説明
されている可能性があります。


Apache のバージョンを選択する
新規インストールでは、
Apache
v2.2.4がインストールされます。アップグレードインストール
は
v1.3から行えますが、準備ができていれば
v2.2.4に移行できます。


Web サーバを構成する
「サーバ管理」を使用して、
Webサーバのほとんどの機能を設定します。経験豊富な
Apache 管
理者で、「サーバ管理」には含まれていない
Apache
Web サーバの機能を使用する必要がある場
合は、関連する構成ファイルを変更します。

ただし、アップルでは、
Apacheの構成ファイルの変更に関する技術サポートは提供していませ
ん。ファイルを変更する場合は、必ず最初にバックアップコピーを作成してください。このよう

にすることで、問題が発生したときには、そのコピーを使って構成を元に戻します。
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セキュリティで保護されたトランザクションを提供する
サーバ上のトランザクションをセキュリティ保護するときは、
SSL保護を設定する必要がありま
す。
SSLを使うと、認証された情報を暗号化して、インターネット経由で送信できます。たとえ
ば、
Web サイトでクレジットカードのトランザクションを認証する場合に、サイトで送受信す
る情報を
SSLを使って保護することができます。

重要：
SSLを使用する
Webサイトでは、パフォーマンスキャッシュは使用できません。

セキュリティで保護されたトランザクションを設定する方法については、
43
ページの「
SSL
（
Secure
Sockets
Layer）を有効にする」を参照してください。


Web サイトを設定する

Webサイトを開設する前に、次の作業を行う必要があります。

Â ドメイン名をドメイン名管理機関に登録します

Â サーバに
Webサイト用のフォルダを作成します

Â 作成したフォルダに、ユーザが接続したときに表示されるデフォルトのページを作成します

Â クライアントがサイト名を指定することによって
Web サイトにアクセスできるようにする場
合は、
DNSが正しく構成されていることを確認します

サイトの準備ができたら、「サーバ管理」を使って公開（使用可能に）します。
Webサービスの
「サイト」パネルでは、新しいサイトを追加したり、開設した各サイトのさまざまな設定を選択

したりすることができます。


WebDAV を使用してファイルを共有する方法について詳しくは、
49
ページの「
Webサイトの管
理」を参照してください。

複数の
Webサイトを運用する

Webサーバでは、複数の
Webサイトを同時に運用できます。サイト間でドメイン名、
IPアドレ
ス、またはポートを共有するように構成することもできます。ドメイン名、
IPアドレス、および
ポートを一意に組み合わせることによって、各サイトを個別に識別できます。

使用するドメイン名は、
InterNICなどのドメイン名管理機関に登録する必要があります。登録し
ていないと、そのドメイン名に関連付けられている
Web サイトはインターネットで見ることが
できません。（追加登録名ごとに登録料がかかります。）

複数のサイトを使用する場合について詳しくは、
56
ページの「
1 台のサーバで複数のサイトを管
理する」を参照してください。


WebDAV について詳しくは、
19
ページの「
WebDAV を理解する」を参照してください。


MIMEの形式について詳しくは、
20
ページの「
MIME（
Multipurpose
Internet
Mail
Extension）
を理解する」を参照してください。
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WebDAVを理解する

WebDAVを使って
Webサイトでライブオーサリングを提供する場合は、保護領域を作成し、ユー
ザのアクセス権を設定する必要があります。運用している各サイトを複数の保護領域に分割し、そ

れぞれに、ブラウズまたはオーサリングのアクセス権を持つユーザとグループを設定できます。


WebDAVのアクセス権を設定する
サーバで実行する
Apache プロセスは、
Web サイトのファイルとフォルダにアクセスする必要
があります。このアクセス権を割り当てるために、
Mac

OS

X
Serverによって、「
www」という
名前のユーザと「
www」という名前のグループが、サーバの「ユーザとグループ」のリストに
追加されます。
Webページを提供する
Apacheプロセスは、
wwwユーザ、および
wwwグルー
プのメンバーとして稼動します。

ユーザがサイトに接続したときに、サーバがファイルをブラウザに転送できるようにするため

に、
wwwグループには、
Web サイト内のファイルへの読み出しのアクセス権を与える必要があ
ります。
Apacheプロセスは、
wwwの有効なユーザ
IDとグループ
IDを使って実行され、
WebDAV
保護領域内および「
/var/run/davlocks/」フォルダ内のファイルとディレクトリへのアクセス権
を必要とします。


WebDAVのセキュリティを理解する

Mac

OS

X

Server
v10.5 の
WebDAVを使って、
Webサーバをファイルサーバとして使用できま
す。クライアントは、複数の場所でさまざまな種類のコンピュータを使用していても、ブラウザ

を使ってサーバ上のファイルにアクセスして共有することができます。
WebDAVを使用してファ
イルを共有する方法について詳しくは、
55
ページの「
WevDAVを使用してファイルを共有する」
を参照してください。

また、
WebDAVを使用すると、ユーザは、サイトが稼動中でも
Webサイトのファイルをアップ
デートできます。
WebDAVを使用する場合、
Web サーバは、ユーザがアップデートするサイト
内のファイルとフォルダに対して書き込みのアクセス権を持っている必要があります。

これらの
WebDAVの機能
—ブラウザからファイルサーバにアクセスできる機能と、
Webサイト
をアップデートする機能
—は、サーバ上で複数のサイトを実行している場合は、セキュリティ上

重要な問題になります。あるサイトの所有者が別のサイトを変更することが可能になるためです。

この問題は、「サーバ管理」の「ファイル共有」パネルを使ってサイト内のファイルに適切なア

クセス権を設定することで回避できます。
Mac

OS

X
Server では、
Apacheプロセスが含まれる、
あらかじめ定義された
www グループが使用されます。
www グループには、
Web サイト上の
ファイルへの読み出し／書き込みのアクセス権を与える必要があります。また、これらのファイ

ルの読み出し／書き込みのアクセス権をその
Web サイトの管理者（オーナー）に与え、全員に
はなし（アクセス権なし）を与える必要があります。詳しくは、「ファイルサービスの管理」を
参照してください。
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保護領域を定義する
保護領域（通常はフォルダ、またはファイルシステム）を定義すると、保護領域に設定したアク

セス権はそのフォルダの内容すべてに適用されます。既存の保護領域内のフォルダに新しい保護

領域を定義した場合、新しい保護領域のアクセス権は、そのフォルダとその内容のみに適用され

ます。保護領域の作成とアクセス権の設定について詳しくは、
40
ページの「保護領域を使用し
てアクセスを制御する」を参照してください。

参考：割り当てられたユーザまたはグループに設定されたアクセス権が、ユーザ「すべて」に割
り当てられているアクセス権よりも少ない場合、リフレッシュ時にそのユーザまたはグループが

削除されます。これは、特定のユーザまたはグループに割り当てられたアクセスが「すべて」に

設定されているよりもアクセス権が少ない場合は、そのアクセスよりも「すべて」に割り当てら

れているアクセスが優先されるためです。

アクセス権は、より高い方が常に優先されます。つまり、割り当てられたユーザおよびグループ

のアクセス権よりも「すべて」に割り当てられたアクセス権が優先すると判断される場合、アク

セス権が少ないユーザおよびグループのリストは、リフレッシュ時に「保護領域」パネルに保存

されません。リフレッシュすると、それらの名前が「保護領域」パネルの右側のリストに表示さ

れなくなります。また短時間ですが、ユーザ「すべて」の表示がユーザがいないことを示す表示

に変わります。


MIME（
Multipurpose
Internet
Mail
Extension）を理解する

MIME（
Multipurpose
Internet
Mail
Extension）とは、特定の特性を持つファイルを
Webブラ
ウザが要求したときの動作を指定する、インターネットの規格です。
Webサーバの応答は、ファ
イルの拡張子に基づいて選択できます。選択できる応答は、
Web サーバにインストールしたモ
ジュールによって異なります。ファイル拡張子とそれに関連付けられている応答との組み合わせ

を、MIMEタイプマッピングと呼びます。


MIMEの拡張子
拡張子は、ファイル内のデータのタイプを表します。以下に例を示します。

Â



txtは、テキストファイルです

Â



cgiは、
CGI（
Common
Gateway
Interface）ファイルです

Â



gifは、
GIF（画像）ファイルです

Â



phpは、
WebMailなどに使用する「
PHP:
Hypertext
Preprocessor」（
HTML埋め込み型のスク
リプト）です

Â




tiffは、
TIFF（画像）ファイルです


Mac
OS
X
Serverには、
MIMEタイプの拡張子のデフォルトのセットが用意されています。この
セットには、
Apacheと共に提供される
mime.typesファイルに含まれるすべての拡張子と、い
くつかの追加の拡張子が含まれています。必要な拡張子がリストにない場合、または拡張子の動

作が希望の動作とは異なる場合は、「サーバ管理」を使って、セットに拡張子を追加したり、拡

張子の動作を変更することができます。
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参考：
MIMEの拡張子は、構成ファイルを編集して追加または変更しないでください。


Web サーバの応答（コンテンツハンドラ）
ファイルが要求されると、
Web サーバはファイルの拡張子によって指定される応答を使用して
ファイルを処理します。応答は、コンテンツハンドラとも呼ばれ、処理または
MIMEタイプを返
します。可能な応答には、以下のものがあります：

Â



MIMEタイプでファイルを返す（返したいマッピングを入力します）

Â



send-as-is（ファイルをそのままの状態で送信します）

Â



cgi-script（指定した
CGI スクリプトを実行します）

Â



imap-file（
IMAPメールメッセージを生成します）

Â



mac-binary（
MacBinaryフォーマットで圧縮されたファイルをダウンロードします）


MIMEタイプマッピングは、「
text/plain」のように、スラッシュで
2つのサブフィールドに分け
て示します。


Mac
OS
X
Server には、
MIME タイプのデフォルトのマッピングのリストが用意されています。
「サーバ管理」を使って、これらを編集したり、新しく追加したりできます。

応答として
MIMEタイプを指定すると、サーバは、要求されたデータのタイプを識別し、指定さ
れた応答を送ります。たとえば、拡張子に「
jpg」の付いたファイルをブラウザが要求し、「
jpg」
に関連付けられた
MIME タイプマッピングが「
image/jpeg」である場合、サーバは、画像ファ
イルを送る必要があり、画像フォーマットが
JPEG であることを知ることができます。サーバは、
要求されたデータを提供する以外は何もする必要がありません。

動作は、別の方法で処理されます。拡張子に動作をマップすると、サーバは、プログラムまたは

スクリプトを実行し、その結果を要求元のブラウザに提供します。たとえば、拡張子に「
cgi」の
付いたファイルをブラウザが要求し、「
cgi」に関連付けられた応答が「
cgi-script」という動作で
ある場合、サーバは、スクリプトを実行し、その結果のデータを要求元のブラウザに返します。
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Webサービスを操作する

この章では、「サーバ管理」を使用して、
Webサービスを設定したり、

Web設定や
Webコンポーネントを管理したりする方法について説明
します。


Mac

OS

X
Server は、最新のオープンソースのインターネットサービスと標準に準拠したイン
ターネットサービスを組み合わせ、完全で使いやすい
Web ホスティングソリューションを提供
します。組織の要求に応じて
Webサービスを構成したり
Webコンポーネントを設定したりする
には、「サーバ管理」を使用します。

設定の概要
ここでは、
Web サービスを設定するための基本的な手順の概要について説明します。

手順 
1：「設定する前に」を読む
ネットワークで
Webサービスを設定する前に考慮する必要のある事項については、
17
ページの
「設定する前に」を参照してください。

手順 
2：
Web サービスを有効にする
構成する前に、
Webサービスを有効にする必要があります。
24
ページの「
Web サービスを有効
にする」を参照してください。

手順 
3：
Web の一般の設定を行う
「一般」設定を構成して、接続を設定し、
Tomcat を有効にします。
24
ページの「一般設定を行
う」を参照してください。

手順 
4：
Web の
MIME タイプを構成する
「
MIMEタイプ」を使うと、ブラウザが特定のファイルタイプを要求したときに、
Web サーバが
どのように応答するかを設定できます。
25
ページの「
MIME タイプの設定を行う」を参照して
ください。

手順 
5：
Web のプロキシ設定を行う
プロキシ設定を使うと、
Web サーバに対して要求を送受信するプロキシを有効にできます。

27
ページの「プロキシの設定を行う」を参照してください。

手順 
6：
Web モジュールを構成する
モジュール設定を使って、
Web サーバで利用可能にする
Webモジュールを選択または選択解除
します。
28
ページの「モジュールの設定を行う」を参照してください。
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手順 
7：
Web サービスを構成する

Webサービスの設定を使って、グループの
Wiki、ブログ、
Webカレンダー、および
Webベー
スのメーリングリストのアーカイブで共有される共通設定を行います。
29
ページの「
Webサー
ビスの設定を行う」を参照してください。

手順 
8：
Web サービスを開始する

Webサービスを構成したら、サービスを開始して使用できるようにします。
29
ページの「
Web
サービスを開始する」を参照してください。


Webサービスを有効にする

Web設定を構成するには、「サーバ管理」で
Web サービスを有効にする必要があります。


Webサービスを有効にするには： 

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 「設定」をクリックしてから、「サービス」をクリックします。


3 「
Web」チェックボックスを選択します。


4 「保存」をクリックします。


Webサービスを設定する

Web サービスの設定を変更するときは、「サーバ管理」を使用します。以下のセクションでは、

Webサービスの構成および開始に必要な作業について説明します。

「サーバ管理」の
Webサービスの「設定」パネルでは、設定が
5つに分かれています：
Â「一般」：

Webサービスの接続および予備サーバを設定します。

Â「
MIMEタイプ」：

MIME（
multipurpose
internet
mail
extension）タイプとコンテンツハンド
ラを設定します。

Â「プロキシ」：
Webサーバのプロキシ設定を構成します。

Â「モジュール」：

Webサービスで利用可能な
Webモジュールを選択します。

Â「
Web サービス」：

どのサイトでも運用される
Webサービスに共通の設定を構成します。

以下のセクションでは、これらの設定を構成する方法について説明し、最後のセクションでは、

完了時に
Webサービスを開始する方法について説明します。

一般設定を行う

Webサービスの「一般」設定パネルを使って、
Webサーバの接続設定の構成、予備サーバの設
定、
Tomcatの有効化または無効化を行います。


Webサーバの接続の設定について詳しくは、
32
ページの「パフォーマンスを調整する」を参照
してください。


Webサービスの「一般」設定を構成するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。
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2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「設定」をクリックしてから、「一般」をクリックします。


5 同時接続の最大数を入力します。

デフォルトの設定は
1024接続です。

これは、
Webサーバへのアクセスが許可される同時接続数です。 


6 接続タイムアウトを秒数で入力します。

デフォルトの設定は
300秒です。

これは、
Webサーバへの接続がタイムアウトするまでの時間です。ユーザが
Webページを閲覧
していてもサイトと対話していない場合に、タイムアウトが発生します。 


7 予備サーバの最小数と最大数を入力します。

予備サーバの設定により、アイドル状態の予備サーバプロセスの作成が制限されます。

予備サーバの最大数では、アイドル状態の予備サーバが最大数を超えると、それ以上予備サーバ

が追加されなくなります

予備サーバの最小数では、必要な予備サーバが最小数を下回ると、予備サーバが
1秒ごとに
1 台
ずつ追加されます。


8 開始するサーバの数を入力します。

これは、起動時に作成される予備サーバの数です。


9 サイトで持続的な接続を許可する場合は、「持続的な接続を許可する」チェックボックスを選択

し、持続的な接続の設定を行います。

持続的な接続の最大数を設定します。デフォルトの設定は
500接続です。

「持続的な接続のタイムアウト」の長さを秒数で設定します。デフォルトの設定は
15秒です。


10 「
Tomcatを許可」チェックボックスを選択して、
Tomcatを有効にします。


11 「保存」をクリックします。


MIMEタイプの設定を行う

MIME とは、特定の特性を持つファイルを
Web ブラウザが要求したときの動作を指定する、イ
ンターネットの規格です。「サーバ管理」の「
MIME タイプ」パネルでは、ブラウザが特定のファ
イルタイプを要求したときに、
Webサーバがどのように応答するかを設定できます。

コンテンツハンドラも同じような機能を持ち、拡張子を使ってファイルの処理方法を判断しま
す。ファイルの拡張子は、ファイル内のデータのタイプを表します。ファイル拡張子とそれに関

連付けられている応答との対応付け（
text/plain、
text/richtext など）を、
MIME タイプマッピ
ングまたはコンテンツ・ハンドラ・マッピングと呼びます。
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Web サーバは、送信された情報を記述するために、
MIME タイプを応答としてブラウザに取り
込みます。
Web ブラウザは、その
MIME 環境設定のリストを使って、送信された情報の処理方
法を判断します。


Webサーバのデフォルトの 
MIME タイプは、
text/html です。つまり、ファイルに
HTMLテキ
ストが含まれます。


Web サーバは、一般的な
MIME タイプとコンテンツハンドラを処理するように設定されていま
す。
MIME タイプとコンテンツハンドラのマッピングを追加、編集、または削除できます。「サー
バ管理」では、これらのファイルは「
MIMEタイプ」リストと「コンテンツハンドラ」リストに
表示されます。
2つのリストの項目を編集したり、リストに対して項目を追加または削除したり
できます。

「
MIMEタイプ」設定を構成するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「設定」をクリックしてから、「
MIME タイプ」をクリックします。


5




MIMEタイプのマッピングを追加、削除、または編集します。

「追加」（＋）ボタンをクリックして、マッピングを「
MIMEタイプ」リストに追加します。それ
ぞれの名前をスラッシュで区切って入力します。次に「拡張子」リストの「新規」をダブルク

リックし、拡張子名を入力します。「追加」（＋）ボタンまたは「削除」（－）ボタン（「拡張子」

リストの横）を使って、「拡張子」リストで拡張子を追加または削除します。次に「
OK」をク
リックします。


MIMEタイプのマッピングを削除するには、「
MIMEタイプ」リストでマッピングを選び、「削除」
（－）ボタンをクリックします。


MIMEタイプのマッピングを編集するには、「
MIMEタイプ」リストでマッピングを選び、「編集」
（
/）ボタンをクリックします。マッピングを変更したら、「
OK」をクリックします。


6 コンテンツハンドラのマッピングを追加、削除、または編集します。

「追加」（＋）ボタンをクリックして、マッピングを「コンテンツハンドラ」リストに追加します。

名前を入力します。次に「拡張子」リストの「新規」をダブルクリックし、拡張子名を入力しま

す。「追加」（＋）ボタンまたは「削除」（－）ボタン（「拡張子」リストの横）を使って、「拡張
子」リストで拡張子を追加または削除します。次に「
OK」をクリックします。

コンテンツハンドラのマッピングを削除するには、「コンテンツハンドラ」リストでマッピング

を選び、「削除」（－）ボタンをクリックします。

コンテンツハンドラのマッピングを編集するには、「コンテンツハンドラ」リストでマッピング

を選び、「編集」（
/）ボタンをクリックします。マッピングを変更したら、「
OK」をクリックします。

参考：
CGI（
Common
Gateway
Interface）スクリプトが関連付けられているハンドラを追加ま
たは編集する場合は、「サイト」パネルの「オプション」パネルで、
CGI をサイトで実行できる
ように設定されていることを確認してください。
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7 「保存」をクリックします。

プロキシの設定を行う
「
Webサービス」の「プロキシ」設定パネルを使って、フォワードプロキシを構成します。フォ
ワードプロキシは、
Web サーバとクライアントブラウザの間に置かれ、クライアントとサーバ
間で情報の要求を受け渡します。クライアントは、ほかのサイトへのアクセスでフォワードプロ

キシを使うように構成する必要があります。

フォワードプロキシは、一般にファイアウォールで制限されている内部のクライアントコン

ピュータに対してインターネットアクセスを提供するために使われます。フォワードプロキシを

使用すると、ユーザは、頻繁に使用されるファイルをローカルサーバで確認できます。また、内

部のクライアントが特定のサイトにアクセスするのをブロックするときやパフォーマンスを向

上させるときに使えます。

フォワードプロキシを使うことで、応答速度を上げ、ネットワークトラフィックを減らすことも

できます。プロキシによって、最近アクセスされたファイルが、
Web サーバ上のキャッシュに
保存されます。ブラウザは、離れた場所にあるサーバからファイルを取得する前に、キャッシュ

を確認します。

セキュリティを強化するには、このフォワードプロキシを設定して、サーバへのアクセスを制限

する必要があります。外部の
Webサイトと内部の
Webサイトを運用している場合には、特にそ
の必要性が高くなります。
Web サーバをプロキシとして設定している場合、好ましくないサイ
トをサーバにキャッシュしないように設定できます。

重要：クライアントコンピュータでこの機能を利用するには、ブラウザの環境設定で、
Webサー
バをプロキシサーバとして指定する必要があります。

フォワードプロキシを設定する場合は、プロキシ用の
Web サイトを作成して、有効にする必要
があります。プロキシサイトのアクセスログは、無効にするか、ほかのサイトのアクセスログと

は別のファイルに記録することをお勧めします。プロキシサイトでポート
80を使用する必要は
ありませんが、ブラウザがデフォルトのポート
80を使用している場合には、
Webクライアント
の設定が簡単になります。


Mac

OS

X

Server
v10.5 では、フォワードプロキシとリバースプロキシが用意されています。リ
バースプロキシは、
Web サービスの「サイト」パネルで構成します。リバースプロキシの設定
について詳しくは、
47
ページの「リバースプロキシを設定する」を参照してください。


Webサービスのフォワードプロキシ設定を構成するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「設定」をクリックしてから、「プロキシ」をクリックします。


5 「フォワードプロキシを許可」チェックボックスを選択します。

フォワードプロキシサーバが有効である場合には、サーバ上の各サイトをプロキシとして使用で

きます。
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6 「プロキシへのアクセスを制御する」チェックボックスを選択してアクセスを制限し、「許可され
たドメイン」フィールドにアクセスが許可されるドメイン名を入力します。


Web サーバをプロキシとして使用できるユーザを制限する場合は、通常はアクセスを特定のド
メインに制限します。そのドメイン内のユーザだけが、アクセス権を得ます。


7 「キャッシュフォルダ」フィールドに、キャッシュフォルダのパス名を入力します。

「ブラウズ」ボタンをクリックして、使用したいフォルダを参照することもできます。

リモートサーバを管理している場合、「ブラウズ」ボタンを使うには、ファイルサービスがリモー

トサーバで実行中である必要があります。

フォルダの場所をデフォルトから変更する場合は、「
Finder」で新しいフォルダを選択する必要
があります。「ファイル」＞「情報を見る」と選択し、所有者とグループを
wwwに変更します。


8 ディスクキャッシュの目標サイズとキャッシュを空にする間隔を設定します。

（キャッシュがこのサイズに達すると、キャッシュフォルダから最も古いファイルが削除されます。）


9 ブロックするホストを追加するには、「追加」（＋）ボタンをクリックして、そのホストの
URL を
入力します。

ブロックするすべてのホストの名前を追加します。


Web サイトのリストを読み込みたい場合は、リストをブロックされるホストのリストにドラッ
グします。リストはテキストファイルでなければなりません。また、ホスト名をカンマまたはタ

ブで区切る（
csv 文字列および
tsv文字列とも呼ばれます）必要があります。ファイルの最後の
エントリーは、改行／行送りで終わっていなければなりません。これらの文字以外で終わってい

る場合は、最後のエントリーであることが認識されません。


10 「保存」をクリックします。

モジュールの設定を行う

Webサービスの「モジュール」設定パネルを使って、サーバで使用する
Webモジュールを構成
します。


Mac

OS

X
Serverの
Webサービスはモジュール化されています。つまり、管理者はサービスに
追加する
Webテクノロジーを柔軟に設定できるということです。 
Webモジュールについて詳し
くは、
99
ページの「
Web モジュールを操作する」を参照してください。


Webサービスのモジュール設定を構成するには： 

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「設定」をクリックしてから、「モジュール」をクリックします。


5 サーバで使用したい各モジュールの横にある「使用可能」チェックボックスを選択します。

モジュールを追加、変更、または削除する方法については、
99
ページの「
Web モジュールを操
作する」を参照してください。


6 「保存」をクリックします。
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Web サービスの設定を行う

Web サービスの「
Web サービス」設定パネルを使って、すべてのサイトで運用される共通の

Webサーバ設定を構成します。


Webサービスには、グループの
Wiki、ブログ、
Web カレンダー、および
Web ベースのメーリ
ングリストのアーカイブがあります。これらのサービスは、運用する
Web サイトごとに個別に
有効にできます。

サーバの
Webサービス設定を構成するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「設定」をクリックしてから、「
Webサービス」をクリックします。


5 「データストア」フィールドに、
Web サービスで情報が保存されるフォルダを入力します。

デフォルトのフォルダは、「
/ライブラリ
/Collaboration/」です。「選択」をクリックして、別の
フォルダをブラウズします。


6 「添付ファイルの最大サイズ」フィールドに、
Web サービスに添付可能なファイルの最大サイズ
を入力します。

デフォルトのファイルサイズは
50MBです。


7 「
Wikiとブログのデフォルトのテーマ」ポップアップメニューから、
Wikiで使用するテーマを選
択します。

テーマは、
Wikiやブログの外観を制御します。テーマによって、
Wikiおよびブログの要素の色、
サイズ、場所、およびその他の属性が決まります。各テーマは、スタイルシートを使って実装さ

れます。デフォルトのテーマは
Wiki またはブログを最初に作成するときに使用されますが、ブ
ログのオーナーはいつでもテーマを変更できます。詳しくは、
71
ページの「
Wiki のテーマおよ
びレイアウトをカスタマイズする」を参照してください。


8 「保存」をクリックします。


Webサービスを開始する
「サーバ管理」から
Web サービスを開始します。
Web サービスの構成を変更して変更内容を保
存すると、
Web サーバが再起動され、変更内容が
httpd プロセスによって認識されるようにな
ります。


Webサービスを開始するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「
Webを開始」（「サーバ」リストの下にあります）をクリックします。






30 第
2章    
Web サービスを操作する







サービスは、停止するまで稼動し続け、サーバが再起動されるたびに再開されます。

コマンドラインから

Webサービスは、「ターミナル」で serveradminコマンドを使って開始することもできます。詳
しくは、「コマンドライン管理（Command-Line Administration）」の
Web サービスの章を参
照してください。


Webサービスを管理する
このセクションでは、サーバで
Web サービスを設定した後で行う日常の作業について説明しま
す。初期設定については、
24
ページの「
Webサービスを設定する」を参照してください。


Webサイトの管理について詳しくは、
49
ページの「
Webサイトの管理」を参照してください。


Web サービスの状況を確認する

Webサービスの状況を確認するときは、「サーバ管理」を使用します。


Webサービスの状況を表示するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 サービスが稼動しているかどうかとその開始日時、
Apache サーバのバージョン、
1秒当たりの要
求数、サーバのスループットなどの情報を表示するには、「概要」をクリックします。


5 アクセスログとエラーログを確認するには、「ログ」をクリックします。

表示するログを選択するには、リストでログを選択します。対応するログが下に表示されます。


6 接続中のユーザやスループットのグラフを表示するには、「グラフ」をクリックします。

ポップアップメニューを使って、表示するグラフ、およびグラフ化するデータの期間を選択し

ます。


7




Webサイトのリストを表示するには、「サイト」をクリックします。

ドメイン名、アドレス、ポート、およびサイトが有効かどうかがリストに表示されます。

コマンドラインから
「ターミナル」で ps または topコマンドを使用して、
Web サービスの状況を確認できます。ま
た、 cat または tail コマンドを使用して「
/ ライブラリ
 /Logs/wikid/」または「
/var/log/
apache2/」フォルダ内のログファイルを表示する方法もあります。詳しくは、「コマンドライン
管理（Command-Line Administration）」のファイルサービスの章を参照してください。
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Web サービスのログを表示する

Web サービスのエラーログとアクセスログ（有効に設定している場合）を表示するには、「サーバ
管理」を使用します。
Mac
OS
X
Serverの
Webサービスでは、標準の
Apacheログフォーマット
が使用されるので、他社製のログ分析ツールを使用してログデータを解析することもできます。

ログを表示するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「ログ」をクリックし、次にログのリストからログを選択してアクセスログかエラーログを選び
ます。

特定のエントリーを探すには、右下にある「フィルタ」フィールドを使います。

コマンドラインから
「ターミナル」で catまたは tail コマンドを使用して、「
/ライブラリ
/Logs/wikid/」または
「
/var/log/apache2/」フォルダ内の
Webサービスのログを表示する方法もあります。詳しくは、
「コマンドライン管理（Command-Line Administration）」の
Web サービスの章を参照してく
ださい。


Web のグラフを表示する
「サーバ管理」を使用して、
Webサービスのグラフを表示します。


Webのグラフを表示するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 接続中のユーザやスループットのグラフを表示するには、「グラフ」をクリックします。

表示するグラフ、およびグラフ化するデータの期間を選択するには、ポップアップメニューを使

います。


5 グラフのデータをアップデートするには、「サーバ」リストの下にある「リフレッシュ」ボタン

をクリックします。


Web サービスを停止する
「サーバ管理」を使って、
Webサービスを停止します。これによりすべてのユーザの接続が解除
されるため、接続していたユーザは、開いているファイルに対して行った未保存の変更を失う可

能性があります。


Webサービスを停止するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。
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3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「
Webを停止」（「サーバ」リストの下にあります）をクリックします。

コマンドラインから

Web サービスは、「ターミナル」で serveradmin コマンドを使ってただちに停止することもで

きます。詳しくは、「コマンドライン管理（Command-Line Administration）」の
Web サービ
スの章を参照してください。

パフォーマンスを調整する
ユーザがサーバに接続している時間を制限できます。また、そのサーバ上の
Web サイトに同時
に接続できるユーザ数を指定することもできます。


Web サーバの同時接続を設定する

Web サーバに対する同時接続数を指定できます。接続の最大数に達すると、それ以後の要求に
対しては、サーバがビジー状態であることを示すメッセージが返されます。

同時接続とは、同時に接続している
HTTPクライアントのことです。ブラウザでは、多くの場合、

1 つの
Web ページの複数の個所を同時に要求します。これらの各要求は、個別に接続を作成し
ます。その結果、サイトに複数の要素を持つページが複数含まれ、多くのユーザが同時にサーバ

に接続しようとした場合、同時接続数が非常に大きくなることがあります。


Webサーバへの最大接続数を設定するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「設定」をクリックしてから、「一般」をクリックします。


5 「同時接続の最大数」フィールドに値を入力します。

同時接続の最大数の範囲は
1～
1024 です。デフォルト値は
500 ですが、サーバのパフォーマン
スの高さによって、値を大きくしたり小さくしたりできます。


6 接続タイムアウトを秒数で入力します。

デフォルトの設定は
300秒です。

これは、
Webサーバへの接続がタイムアウトするまでの時間です。ユーザが
Webページを閲覧
していてもサイトと対話していない場合に、タイムアウトが発生します。 


7 予備サーバの最小数と最大数を入力します。

予備サーバの設定により、アイドル状態の予備サーバプロセスの作成が制限されます。
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予備サーバの最大数では、アイドル状態の予備サーバが最大数を超えると、それ以上予備サーバ

が追加されなくなります。

予備サーバの最小数では、必要な予備サーバが最小数を下回ると、予備サーバが
1秒ごとに
1 台
ずつ追加されます。


8 開始するサーバの数を入力します。

これは、起動時に作成される予備サーバの数です。


9 「保存」をクリックします。


Web サーバの持続的な接続を設定する

1台のクライアントコンピュータから複数の要求があったときに、要求ごとに接続を閉じること
なく応答するように設定できます。繰り返し接続を開いたり閉じたりするのは、効率的でない上、

パフォーマンスが低下します。

ほとんどの場合、ブラウザがサーバへの持続的な接続を要求した場合、ブラウザがその接続を閉

じるまでサーバはその接続を開いたままにします。このブラウザは、情報を転送していないとき

でも、接続を使用し続けます。
Apacheのドキュメントでは、持続的な接続はキープアライブ接
続と呼ばれます。

持続的な接続の数を増やすことができます。許可される接続数を増やすと、「サーバでの処理が

混み合っています」メッセージがほかのユーザに送信されにくくなります。

重要：持続的な接続には、パフォーマンスキャッシュとの互換性はありません。

持続的な接続数を設定するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「設定」をクリックしてから、「一般」をクリックします。


5 「持続的な接続を許可する」が選択されていない場合は選択します。


6 「持続的な接続の最大数」フィールドに値を入力します。

持続的な接続の最大数の範囲は
1～
2048です。


7 「保存」をクリックします。

変更を保存すると、
Webサービスが再起動します。

接続タイムアウトの間隔を設定する
使用停止中のサーバの接続が切断されるまでの時間を指定できます。
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接続タイムアウトの間隔を設定するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「設定」をクリックしてから、「一般」をクリックします。


5 「持続的な接続のタイムアウト」フィールドに値を入力して、各要求の最大間隔を指定します。こ
の時間が経過すると、
Webサーバによってセッションが切断されます。

接続タイムアウトの範囲は
0～
9999 秒です。


6 「保存」をクリックします。
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Webサイトを作成する／管理する

この章では、
Webサーバで運用される
Webサイトを作成および管理
する方法を説明します。


Webサービスを構成して
Web サーバを実行したら、
Web サイトを作成できます。サーバで
Web
サイトを作成および変更するには、「サーバ管理」を使用します。
Web サイトを作成すると、さ
まざまな形式の
Webコンテンツを提供するために使用するフレームワークが確立されます。


Webサイトの設定の概要
ここでは、
Web サイトを設定するための基本的な手順の概要について説明します。

手順 
1：
Web サーバを構成する
デフォルトの構成は、
1つの
Webサイトを運用するほとんどの 
Web サーバで、そのまま使用す
ることができます。
Webサービスと
Webサイトの基本的な機能はすべて、「サーバ管理」で構
成できます。詳しくは、第 
2
章「
Webサービスを操作する」を参照してください。

詳細な構成オプションについては、第 
6
章「
WebObjectsおよびオープン・ソース・アプリケー
ションを操作する」を参照してください。

ユーザの
Webサイトを運用するときは、少なくとも
1 つの
Web サイトを構成する必要があり
ます。

手順 
2：
Web フォルダを設定する
サーバソフトウェアをインストールすると、ファイルシステムの「
/ ライブラリ
 /WebServer/
Documents/」にフォルダが作成されます。
Web フォルダには、
Webサイトを通じて利用でき
るようにする項目を保存します。
Web フォルダにサブフォルダを作成して情報を整理すること
ができます。一般に、追加でバーチャルホストを作成する場合は、そのようにすることをお勧め

します。

また、登録ユーザのホームフォルダにはそれぞれ、「サイト」フォルダが作成されます。

登録ユーザの「サイト」フォルダに保管されたグラフィックスまたは
HTMLページは、

http://server.example.com/~username/から提供されます。

詳しくは、
37
ページの「
Webフォルダを設定する」を参照してください。
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手順 
3：
Web サイトにアクセス権を割り当てる

Apache プロセスから
Web ページを提供するには、ファイルへの読み出しアクセス権と、フォ
ルダへの読み出し／実行アクセス権が必要です。（フォルダの実行アクセス権とは、そのフォル

ダに格納されているファイルとフォルダの名前を読み取る権限のことです。）

これらの
Apacheプロセスは、
wwwユーザとして実行されます。
www ユーザは、

Mac

OS

X

Server をインストールしたときに、
Apache に作成される特殊なユーザです。
www
ユーザは、
wwwグループのメンバーであり、このため、
Apacheプロセスから
Webサイトのコ
ンテンツにアクセスするには、
www ユーザがそれらのファイルとフォルダを読み取れる必要が
あります。

ユーザがサイトに接続したときに
Web サイト内のファイルをブラウザに転送できるように、

wwwグループにはこれらのファイルに対して少なくとも読み出し専用アクセス権を設定する必
要があります。これは、すべての親フォルダにも適用されます。つまり、
Web コンテンツが含
まれるフォルダ、およびそのフォルダが含まれるフォルダは、
wwwユーザまたは
wwwグルー
プが読み取り可能で検索可能である必要があります。

次の操作を行うと、アクセス権を与えることができます。

Â ファイルとフォルダの所有権（ユーザまたはグループ）に関係なく、全員がそれらを読み取り

および検索できるようにする

Â



wwwグループをファイルとフォルダの所有者にし、所有者がそれらを読み取りおよび検索で
きるようにする

Â



wwwグループをファイルとフォルダの所有者にし、
wwwグループがそれらを読み取りおよび
検索できるようにする

Â 所有権およびグループ設定に関係なく、全員（ワールド）がファイルとフォルダを読み取りお

よび検索できるようにする（デフォルト。）

アクセス権の割り当てについて詳しくは、「ファイルサービスの管理」を参照してください。

手順 
4：
Web サイトを作成する
「サーバ管理」を使用して、
Webサイトを作成します。サイトを作成したら、ネットワーク環境
および
Web 要件の設定を行います。詳しくは、
38
ページの「
Web サイトを作成する」を参照
してください。

手順 
5：デフォルトのページを設定する
ユーザが
Webサイトに接続すると、デフォルトのページが表示されます。ソフトウェアをイン
ストールした初期の状態では、「
Documents」フォルダ内の「
index.html」ファイルがデフォル
トのページになります。このファイルを自分の
Web サイトの最初のページと置き換えて、
「
index.html」という名前を付けます。

このファイルに別の名前を付ける場合は、デフォルトのインデックスファイルのリストにその

ファイル名を追加し、「サーバ管理」のサイト設定ウインドウにある「一般」パネルでそのファ

イル名をリストの一番上に移動させます。デフォルトのインデックスファイル名を指定する方法

については、
39
ページの「デフォルトの
Webページを設定する」を参照してください。

手順 
6：（オプション）
Web サイトの
Apacheオプションを構成する 

Apache
Webオプションを構成するには、「サイト」の「オプション」パネルを使用します。詳
しくは、
39
ページの「
Web サイトの
Apacheオプションを構成する」を参照してください。
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手順 
7：（オプション）
Web サイトのアクセスを制御するために保護領域を作成する

Webサイト内の場所やフォルダへのアクセスを制御するために、保護領域を作成できます。「サ
イト」の「保護領域」パネルを使用して、
Web サイトの保護領域を構成します。詳しくは、

40
ページの「保護領域を使用してアクセスを制御する」を参照してください。

手順 
8：
Web サイトでアクセスログとエラーログを有効にする
「サイト」パネルの「ログ」パネルを使用して、
Webサイトのアクセスログとエラーログを有効
にします。詳しくは、
42
ページの「
Webサイトのアクセスログとエラーログを有効にする」を
参照してください。

手順 
9：（オプション）
SSLを有効にする
「サイト」パネルの「セキュリティ」パネルを使用して、
Webサイトの
SSL を有効にします。詳
しくは、
43
ページの「
SSL（
Secure
Sockets
Layer）を有効にする」を参照してください。

手順 
10：（オプション）
Webサイトのエイリアスとリダイレクトを作成する
「サイト」パネルの「エイリアス」パネルを使用して、
Webサイトのエイリアスとリダイレクト
を構成します。詳しくは、
45
ページの「エイリアスを使用してサイトへのアクセスを管理する」
を参照してください。

手順 
11：（オプション）リバースプロキシを設定する
「サイト」パネルの「プロキシ」パネルを使用して、
Web サイトのリバースプロキシを構成しま
す。詳しくは、
47
ページの「リバースプロキシを設定する」を参照してください。

手順 
12：（オプション）
Web サイトのオプション機能を有効にする
「サイト」パネルの「
Web サービス」パネルを使用して、オプションの
Web サービスを有効に
します。詳しくは、
48
ページの「オプションの
Webサービスを有効にする」を参照してください。

手順 
13：
Web サイトに接続する

Web サイトが正しく動作していることを確認するために、ブラウザを開き、インターネット経
由で
Web サイトに接続してみます。サイトが正しく動作していない場合は、
107
ページの第 
8
章
「
Webサービスの問題を解決する」を参照してください。


Webサイトを設定する
次のセクションでは、
Webサイトを設定する手順について説明します。


Web フォルダを設定する

Webサイトを通じてファイルを使用できるようにするときは、サイトの
Webフォルダにファイ
ルを保存します。情報を整理するときは、
Web フォルダの中にサブフォルダを作成できます。こ
のフォルダは「
/ ライブラリ
/WebServer/Documents」にあります。

また、登録ユーザのホームフォルダにはそれぞれ、「サイト」フォルダが作成されます。

このフォルダに保管されたグラフィックスまたは
HTMLページは、

http://server.example.com/~username/から提供されます。


Webサイトの 
Webフォルダを設定するには：

1



Webサーバの
Webフォルダを開きます。

デフォルトで、「
Documents」フォルダは「
/ライブラリ
/WebServer/Documents」にあります。
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2 「
index.html」ファイルを、
Webサイトのメインページに置き換えます。

メインページの名前は、「サイト」の「一般」パネルで設定したデフォルトの書類名と一致させ

る必要があります。詳しくは、
39
ページの「デフォルトの
Webページを設定する」を参照して
ください。


3




Webサイトで使用できるようにしたいファイルを
Webフォルダにコピーします。


Web サイトを作成する
「サーバ管理」を使用して、
Webサイトのフレームワークを作成します。これにより、
Webフォ
ルダの内容が
Webサーバで運用できるようになります。
Webサイトを作成する前に、サイトの
コンテンツを作成し、サイトフォルダを設定する必要があります。 


Webサイトを作成するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックし、「追加」（＋）ボタンをクリックして、新しいサイトを追加します。


5 「サイト」の「一般」パネルの「ドメイン名」フィールドに、
Webサイトの完全修飾
DNS 名を入力
します。

参考：ドメイン名を空白のままにし、
IP アドレスを「任意」に設定しても、サイトは運用できます。


6 サイトの
IP アドレスとポート番号を入力します。

デフォルトのポート番号は
80 です。
SSLを使用する場合は、ポートは
443です。サーバ上のほ
かのサービスが使用していない番号を選ぶ必要があります。

サーバで
Webサイトを有効にするには、
Webサイトに、名前、
IP アドレス、およびポート番号
の一意の組み合わせを割り当てる必要があります。詳しくは、
18
ページの「複数の
Webサイト
を運用する」を参照してください。


7




Webサイトを設定するフォルダのパスを入力します。

「選択」ボタンをクリックして、使用したいフォルダを参照することもできます。


8 「エラーの書類」フィールドで、
Web ページのエラーが発生したときに表示したいページを入力
します。


9 （オプション）「管理者のメールアドレス」フィールドで、管理者のメールアドレスを入力します。

サーバはこのメールアドレスに
Webサイトのエラーメッセージを送信します。

警告：直接ポートを介してサーバにアクセスしないでください。代わりに
Apache のデフォ
ルト設定のように、アクセスが
Apacheをプロキシとして使用できるようにしてください。
たとえば「サーバ管理」では、
Wiki を構成する決まった方法はなく、
xmlrpcエラーが返され
ます。また、
Wikiサーバにポート
8086 または
8087でアクセスしないでください。
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10 「保存」をクリックします。

デフォルトの
Webページを設定する
デフォルトのページとは、ユーザが、ファイル名ではなくフォルダまたはホスト名を指定して

Webサイトに接続したときに表示されるページのことです。

サイトには、
Web サイトに複数のデフォルトのページ（「サーバ管理」ではデフォルトの索引
ファイルと呼ばれます）を設定できます。複数の索引ファイルが
Webサイトに設定されている
場合は、その
Webサイトの
Webフォルダにある最初の索引ファイルが使用されます。

デフォルトの
Webページを設定するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


5




Webサイトのリストの下にある「一般」をクリックします。


6 「デフォルトの索引ファイル」リストの右側にある「追加」（＋）ボタンをクリックし、名前を入
力します（名前に空白を含めないでください。）


Webフォルダに、この名前のファイルを置く必要があります。


7 このファイルをサーバが表示するデフォルトページに設定するために、リストの先頭にドラッグ

します。


8 「保存」をクリックします。

参考：サイトに使用する索引ページを
1ファイルだけにする場合は、「
/ライブラリ
/WebServer/
Documents/」の「
index.html」をそのままデフォルトの索引ファイルとして使用し、その既存
のファイルの内容を変更します。


Web サイトの
Apacheオプションを構成する
デフォルトのページとは、ユーザが、ファイル名ではなくフォルダまたはホスト名を指定して

Webサイトに接続したときに表示されるページのことです。


Webサイトの 
Apache オプションを構成するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


5




Webサイトのリストの下にある「オプション」をクリックします。


6




Webサイトで必要な
Apacheオプションを次のいずれかから選択します：
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「フォルダのリスト表示」：ユーザが
URL を指定し、デフォルトの
Web ページ（「
index.html」
など）が存在しない場合は、フォルダのリストが表示されます。デフォルトの
Web ページが表
示されるのではなく、
Web フォルダの内容のリストが表示されます。フォルダのリストは、デ
フォルトの書類が見つからない場合のみ表示されます。

「
WebDAV」：
WebDAV（
Web-based
Distributed
Authoring
and
Versioning）を有効にします。

WebDAV を使用すると、動作中のサイトを含めて、
Webサイトに変更を加えることができます。

WebDAV を許可する場合は、サイトおよび
Webフォルダにアクセス権を割り当てる必要があり
ます。

「
CGI
の実行」：
CGI（
Common
Gateway
Interface）プログラムまたはスクリプトを
Web サー
バで実行することを許可します。
CGIプログラムまたはスクリプトは、
Webサーバが外部のコン
テンツ生成プログラムと対話する方法を定義します。詳しくは、
51
ページの「
CGI（
Common
Gateway
Interface）スクリプトを許可する」を参照してください。

「
SSI（
Server
Side
Includes）」：
Web サイトがアクティブなときに、
Web ページに配置された

SSI ディレクティブをサーバで評価することを許可します。ファイルをユーザが表示していると
きに、動的に生成されたコンテンツを
Webページに追加できます。詳しくは、
52
ページの「
SSI
（
Server
Side
Includes）を許可する」を参照してください。

「すべての無効化を許可」：要求ごとに
Webフォルダ内の追加構成ファイルを検索するよう、
Web
サービスに指示します。

「
Spotlight
検索」：
Webブラウザで、
Webサイトのコンテンツの検索を許可します。
Webサイ
トの索引作成の構成について詳しくは、
52
ページの「
Webサイトのコンテンツの検索に使用す
る索引を作成する」を参照してください。


7 「保存」をクリックします。

保護領域を使用してアクセスを制御する

Webサイト内の場所やフォルダへのアクセスを制御したりセキュリティ保護したりするために、
保護領域を使用できます。保護領域とは、ユーザが表示できる
URL またはフォルダ内のファイ
ルのことです。


WebDAV を有効にしている場合には、オーサリングのアクセス権を持つユーザであれば、保護
領域内のコンテンツを変更することもできます。保護領域を設定し、保護領域にアクセスできる

ユーザとグループを指定します。

割り当てられたユーザまたはグループに設定されたアクセス権が、ユーザ「すべて」に割り当て
られているアクセス権よりも少ない場合、リフレッシュ時にそのユーザまたはグループが削除さ

れます。これは、特定のユーザまたはグループに割り当てられたアクセスが「すべて」に設定さ

れているよりもアクセス権が少ない場合は、そのアクセスよりも「すべて」に割り当てられてい

るアクセスが優先されるためです。アクセス権は、より高い方が常に優先されます。

つまり、割り当てられたユーザおよびグループのアクセス権よりも「すべて」に割り当てられた

アクセス権が優先すると判断される場合、アクセス権が少ないユーザおよびグループのリスト

は、リフレッシュ時に「保護領域」パネルに保存されません。リフレッシュすると、それらの名

前が「保護領域」パネルの右側のリストに表示されなくなります。また短時間ですが、ユーザ

「すべて」の表示がユーザがいないことを示す表示に変わります。
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保護領域を使用して
Webサイトへのアクセスを制御するには： 

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


5




Webサイトのリストの下にある「保護領域」をクリックします。


6 「追加」（＋）ボタンをクリックして、保護領域を作成します。

保護領域とは、ユーザがアクセスできる
Webサイト内の場所のことです。


7 「保護領域名」フィールドに、保護領域名を入力します。

これは、ユーザが
Web サイトにログインしたときに表示される名前です。


8 「認証」ポップアップメニューから認証方法を選びます。

基本認証はデフォルトで有効になっています。基本認証では、パスワードがサーバに送信される

ときに暗号化されないため、機密性のあるデータを扱う場合は基本認証を使用しないでください。

ダイジェスト認証は、パスワードの暗号化ハッシュが使用されるため、基本認証よりもセキュリ

ティの高い方法です。


Kerberos 認証は、最もセキュリティの高い方法であり、認証にはサーバ証明書を実装します。

Kerberos認証を保護領域で使用したい場合は、サーバを
Kerberosドメインに参加させる必要が
あります。


9 アクセスを制限する保護領域の場所またはフォルダを入力します。

ポップアップメニューから「場所」を選択して、アクセスを制限したい
Webサイト内の場所へ
の
URLを入力します。

ポップアップメニューから「フォルダ」を選択して、アクセスを制限したいフォルダへのパスを

入力します。

「ブラウズ」ボタンをクリックして、使用したいフォルダを探すこともできます。


10 「
OK」をクリックします。


11 新しい保護領域を選択し、「追加」（＋）をクリックして「ユーザとグループ」パネルを開きます。

「ユーザ」リストと「グループ」リストを切り替えるには、パネルで「ユーザ」または「グルー

プ」をクリックします。


12 ユーザやグループを保護領域に追加するには、「保護領域」パネルの右にあるリストにユーザを
ドラッグします。

保護領域に追加したユーザまたはグループのメンバーは、サイトに接続するときにユーザ名とパ

スワードを入力する必要があります。


13 保護領域へのアクセスを特定のユーザおよびグループに制限するには、「アクセス権」列で上下

の矢印を使用して次のアクセス権を設定します。

「ブラウズのみ」：ユーザまたはグループが
Webサイトをブラウズすることを許可します。
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「ブラウズして
 WebDAV を読み出す」：ユーザまたはグループが
Web サイトをブラウズし、

WebDAV を使用した
Webサイトのファイルの読み出しも許可します。

「ブラウズして
WebDAV を読み出す／書き込む」：ユーザまたはグループが
Web サイトをブラ
ウズし、
WebDAVを使用した
Webサイトのファイルの読み出しと書き込みも許可します。

「なし」：ユーザまたはグループがどのアクセス権も使用できないようにします。 


14 「保存」をクリックします。

「保護領域」パネルを使ってユーザまたはグループを削除するときは、名前を選択して「削除」

（－）ボタンをクリックします。


Web サイトのアクセスログとエラーログを有効にする
有効にすると、
Webサービスは、
Webサイトのアクセスログとエラーログを保持します。サー
バで運用している
Web サイトごとに、エラーログとアクセスログを許可できます。ただし、ロ
グを許可すると、サーバのパフォーマンスが低下することがあります。

アクセスログには、
Webサイトへのアクセスごとのエントリーがあり、アクセスしたページ、ア
クセスしたユーザ、アクセスに成功したかどうか、などの詳細が記録されます。

エラーログには、失敗したアクセスなど、管理者にとって重要なさまざまな状況に関する情報が

含まれます。エラーログでは、「デバッグ」から「重大」までの重要度レベルを使用してメッセー

ジに優先順位を付けます。「サーバ管理」を使用して、重要度のレベルに応じてログに記録され

るメッセージを制限することができます。デフォルトでは、「警告」レベルのしきい値でメッセー

ジがログに記録されます。

サイト単位のログだけでなく、
wikid プロセスのアクセスログとエラーログもあり、
Wikiのログ
を記録します。

また、
Mac

OS

X
Server
v10.3または
Mac

OS

X
Server
v10.4から
Mac

OS

X
Server
v10.5にアッ
プグレードしていて、
Apache モードを
Apache
1から
Apache
2に変更した場合は、
Webサー
ビスの移行ログもあります。移行ログには、
Apache
1.3から
2.2 への変換スクリプトで実行され
たアクションの詳細が記録されます。


Webサイトでエラーログとアクセスログを許可するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


5




Webサイトのリストの下にある「ログ」をクリックします。


6 アクセスログを有効にするには、「アクセスログを許可する」を選択します。


7 アクセスログをアーカイブする頻度を設定する場合は、「
__日ごとにアーカイブする」チェック
ボックスを選択して日数を入力します。
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8 「場所」フィールドに、アクセスログを保存したいフォルダのパスを入力します。

複数の
Webサイトを操作する場合は、
Web サイトごとに別々のログを用意して、それぞれに名
前を付けることができます。ログ名にサイトドメイン名を含めておくと、ログの確認時に簡単に

区別できます。
Webサイトが
2つしかない場合は、
1つのログを使用してもかまいません（サー
バが使用するデフォルト名のもの）。

「ブラウズ」ボタンをクリックして、使用したいフォルダを探すこともできます。

リモートサーバを管理している場合、「ブラウズ」ボタンを使うには、ファイルサービスがリモー

トサーバで実行中である必要があります。


9 「フォーマット」ポップアップメニューから、ログのフォーマットを選択します。


10 必要に応じて、フォーマット文字列を編集します。

参考：フォーマット文字列の横にある「ヘルプ」ボタンをクリックすると、
Apacheのドキュメ
ントの
 Web ページ（
http://httpd.apache.org/docs/mod/mod_log_config.html）が開き、
フォーマット文字列のパラメータの説明を参照できます。


11 エラーログをアーカイブする頻度を設定する場合は、エラーログの「
__ 日ごとにアーカイブす
る」チェックボックスを選択して日数を入力します。


12 「エラーログ」の「場所」フィールドに、エラーログを保存したいフォルダのパスを入力します。

「ブラウズ」ボタンをクリックして、使用したいフォルダを探すこともできます。


13 ログに記録するエラーメッセージの優先順位を設定するには、「レベル」ポップアップメニュー

でエラーのレベルを選択します。


14 「保存」をクリックします。


SSL（
Secure
Sockets
Layer）を有効にする

SSL（
Secure
Sockets
Layer）では、サイトとユーザをセキュリティ保護するために、サーバを
認証し、情報を暗号化し、メッセージの整合性を管理します。


SSLは、暗号化された認証済みの情報をインターネットで送信するためにサイトごとに設定され
ます。たとえば、
Web サイトでクレジットカードのトランザクションを実行可能にしたい場合
に、サイトで送受信される情報を保護することができます。


SSLのレイヤーは、アプリケーションプロトコル（
HTTP など）と
TCP/IP の間にあります。つま
り、
SSLがサーバコンピュータとクライアントコンピュータで動作しているときは、すべての情
報が送信前に暗号化されます。


Mac
OS
X
Server の
Apache
Web サーバは、公開鍵と秘密鍵の組み合わせを使って情報を保護
します。ブラウザは、サーバが提供する公開鍵を使って情報を暗号化します。その情報の暗号を

解除できる秘密鍵は、サーバだけが持っています。


Webサーバは、
SSLv2、
SSLv3、および
TLSv1に対応しています。これらのバージョンのプロト
コルについて詳しくは、
www.modssl.org を参照してください。

http://httpd.apache.org/docs/mod/mod_log_config.html
http://www.modssl.org
http://www.modssl.org
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SSLがサーバに実装されている場合、ブラウザはサーバに接続するときに
URLの先頭に
http で
はなく
https を使用します。「
s」は、そのサーバが安全であることを示しています。

ブラウザが
SSLで保護されているサーバへの接続を開始すると、まず指定されたポート（
443）に
接続し、ブラウザが認識している暗号化方式を記述したメッセージを送信します。サーバは、最

も強力な暗号化方式を使って応答します。ブラウザとサーバの間では、双方が認識可能な暗号化

方式の中で最も強力な暗号化方式をサーバが判断するまで、メッセージの交換が継続されます。

その後サーバは、その方式で暗号化された証明書（
ISO
X.509証明書）をブラウザに送信します。
この証明書によってサーバが識別されます。サーバは、この証明書を使ってブラウザが使用する

暗号化キーを生成します。この時点で保護された接続が確立され、ブラウザとサーバは暗号化さ

れた情報を交換できるようになります。


Web サイトで
SSL 保護を使用するときは、適切な証明書を入手する必要があります。証明書と
それらの管理について詳しくは、「サーバ管理」を参照してください。


Webサイトに 
SSLを設定するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


5




Webサイトのリストの下にある「セキュリティ」をクリックします。


6 「セキュリティ」パネルで、「
SSL（
Secure
Sockets
Layer）を使用する」を選択します。


SSLを有効にすると、ポートが
443に変更されることを示すメッセージが表示されます。


7 「証明書」ポップアップメニューで、必要な証明書を選択します。

証明書がパスフレーズで保護されている場合は、証明書の名前がバーチャルホスト名と一致して

いる必要があります。名前が一致していないと、
Webサービスが再起動しません。


8 「カスタム構成」を選択するか、証明書を編集する場合は、次の操作を行う必要があります：


a「編集」（
/）ボタンをクリックし、証明書に関する各フィールドに適切な情報を入力します。

b 認証局から「
ca.crt」ファイルを受け取った場合は、「編集」ボタンをクリックし、「
ca.crt」
ファイルのテキストを「認証局ファイル」フィールドにペーストします。

参考：「
ca.crt」ファイルが必要な場合でも、直接送信されないことがあります。このファイル
は通常、認証局の
Web サイトで入手できます。


c「秘密鍵のパスフレーズ」フィールドにパスフレーズを入力し、「
OK」をクリックします。


9 「保存」をクリックします。
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10




Webサービスを再起動することを確認します。

「サーバ管理」では、
SSL パスフレーズを保存しなくても、
SSL を有効にできます。パスフレー
ズを
SSL 証明書データと一緒に保存しなかった場合は、サーバを再起動したときにパスフレーズ
の入力を求められます。しかし、手作業で入力したパスフレーズは受理されません。「サーバ管

理」を開き、そのサイトの「セキュリティ」パネルを使って、パスフレーズを
SSL証明書データ
と一緒に保存してください。詳しくは、
53
ページの「
SSL 証明書でパスフレーズを使用する」を
参照してください。

エイリアスを使用してサイトへのアクセスを管理する
エイリアスとリダイレクトコマンドを使用して、
Web サイトへのアクセスを管理できます。エ
イリアスとは
Web サイトの別名のことで、ユーザがそのサイトに接続するときに入力する名前
を分かりやすくするために使用できます。
1つのサイトに複数のエイリアスを設定できます。

たとえば「
example.com」という名前のホストの場合は、「
www.example.com」という名前の
サーバエイリアスを使用できます。

「サーバ管理」の「サイト」の「エイリアス」パネルには、
2種類のエイリアスが表示されます。
Â パネルの上半分には、
Webサイトまたはバーチャルホストにエイリアスを設定している
Web
サーバのエイリアスが表示されます。

Â パネルの下半分には、
URLのエイリアスおよびリダイレクトが詳細に表示されます。

デフォルトで「サイト」の「エイリアス」パネルには、「
Web
サーバのエイリアス

*」（ワイルド
カード）ディレクティブが表示されています。名前に基づいたバーチャルホスティングを実行す

る場合は、ワイルドカードを取り除いてください。ワイルドカードを取り除かない場合、バー

チャルホストにアクセスしようとするブラウザは、デフォルトのホストにアクセスします。

参考：サーバエイリアスとバーチャルホストは、
DNS 名でなければならず、
Webサイトの
IP ア
ドレスに解決する必要があります。

リダイレクトコマンドには、サイト上の特定のフォルダまたはファイルをユーザが要求したとき

に、ブラウザを指定した別の場所に送信することを指定します。

たとえば、ユーザが「
www.example.com/images/boats.jpg」という
URL を入力したときに、
そのサイトに「
boats.jpg」ファイルが含まれる「
images」フォルダがある場合には、そのブラ
ウザは
www.apple.comにリダイレクトされるように、リダイレクトを設定できます。

デフォルトでは、「サイト」の「エイリアス」パネルに次のリダイレクトが表示されます：

Â「
/collaboration」－
CSSファイルを提供するために使用されます。この
CSSファイルは、アッ
プルの
Wikiおよびブログのページやデフォルトの「
index.html」、および
Spotlight 表示で必
要です。

Â「
/icons/」－
Apacheに付属するアイコンの標準コレクションをブラウザに指示するために使
用されます。

Â「
/error/」－
Apacheに付属するエラーページの標準コレクションをブラウザに指示するために
使用されます。
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エイリアスとリダイレクトの例を示します。

エイリアスとリダイレクトの詳しい情報とその他の例については、 

http://httpd.apache.org/docs/mod/mod_alias.htmlを参照してください。

サイトが応答するエイリアスを作成または編集するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


5




Webサイトのリストの下にある「エイリアス」をクリックします。


6 エイリアスを作成するには、「
Webサーバのエイリアス」リストの下にある「追加」（＋）ボタン
をクリックするか、エイリアスを選択して「編集」ボタンをクリックします。


7 「サーバのエイリアス」フィールドにエイリアスを入力し、「
OK」をクリックします。


8 リダイレクトを作成するには、「
URLのエイリアスとリダイレクト」リストの下にある「追加」
（＋）ボタンをクリックするか、リダイレクトを選択して「編集」（
/）ボタンをクリックします。


9 「タイプ」ポップアップメニューから次のいずれかのオプションを選択します。

エイリアス：
URL 項目を使用してファイルシステム内の特定の場所に関連付けます。

エイリアスマッチ：


パスの正規表現パターンを使用してファイルシステムの場所に関連付けし
ます。

型 パターン パス 説明

エイリアス
 /images /Volumes/Data/imgs ファイルシステムに変更を加えたけれども、

HTMLファイルに含まれるすべてのイメー
ジの
URLをアップデートしたくない場合
は、この指定によって
「
www.example.com/images/boat.jpg」
の代わりに「
/Volumes/Data/boat.jpg」か
らファイルが取得できます。

エイリアスマッチ
 ^/(.*)\.gif / ライブラリ
/
WebServer/
Documents/gifs$1.jpg

すべての
gifを特定のフォルダに保管して
おき、
Webサーバのルートから参照する必
要がある場合は、この指定によってエイリ
アス「
www.example.com/logo.gif」の代
わりに「
/ ライブラリ
/WebServer/
Documents/gifs/logo.gif」にあるファイル
が使用されます。

リダイレクト
 /webstore https://
secure.example.com/
webstore

この指定によって、「
webstore」へのすべ
ての要求が「
secure」サーバにリダイレク
トされます。

リダイレクトマッチ
 (.*)\.jpg http://
imageserver.example.
com$1.jpg

イメージなどの静的なコンテンツを新しい
サーバで運用する場合は、この指定によっ

て、末尾に
.jpgが付いたファイルへの
要求がすべて別のサーバにリダイレクトさ

れます。

http://httpd.apache.org/docs/mod/mod_alias.html
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リダイレクト：



URL項目を使用して別のサーバにリダイレクトします。

リダイレクトマッチ：


パスの正規表現パターンを使用して別のサーバにリダイレクトします。


10 「パターン」フィールドに、エイリアスまたはリダイレクトのパターンを入力します。

受け取る
URLのパターン入力です。


11 「パス」フィールドに、エイリアスまたはリダイレクトのパスを入力し、「
OK」をクリックします。

ファイルシステム内のパス、または要求元に返信されるリダイレクトのパスにします。


12 「保存」をクリックします。

リバースプロキシを設定する
「サーバ管理」の「サイト」パネルにある「プロキシ」パネルを使用して、リバースプロキシを

設定します。リバースプロキシは、フォワードプロキシと異なり、クライアントコンピュータか

らは通常の
Web サーバのように見えます。クライアントコンピュータは、
Web サーバに要求を
出します。するとリバースプロキシが要求を送信する場所を判断し、 
Web サーバの代わりに
Web
コンテンツを返します。クライアントコンピュータは、構成を変更せずにリバースプロキシを使

用できます。

リバースプロキシを使用して、ファイアウォールの内側にあるサーバにインターネットユーザが

アクセスできるようにすることが可能です。リバースプロキシを使用すると、複数のバックエン

ドサーバにネットワークトラフィックを分散させたり、処理速度の遅いバックエンドサーバに対

してキャッシュ処理を提供したりすることもできます。また、管理者はリバースプロキシを使用

して、複数のサーバを同じ
URL 空間内に配置することもできます。


Mac

OS

X

Server
v10.5 では、フォワードプロキシとリバースプロキシの両方が用意されていま
す。フォワードプロキシは、「
Webサービス」の「設定」パネルで構成します。フォワードプロ
キシの設定について詳しくは、
27
ページの「プロキシの設定を行う」を参照してください。

リバースプロキシを有効にするには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


5




Webサイトのリストの下にある「プロキシ」をクリックします。


6 「リバースプロキシを許可」チェックボックスを選択します。


7 「プロキシのパス」フィールドに、プロキシのパス名を入力します。


8 「スティッキーセッション
ID」フィールドで、スティッキーセッション
IDを入力するか、ポップ
アップメニューから選択します。
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スティッキーセッション
IDは、サイトをブラウズしているユーザと、セッションが開始したサー
バとを関連付けるときに使用されます。これにより、複数の
Webサーバで構成される
Webサイ
トをブラウズしているユーザは、セッションを開始したサーバに接続されたままになります。


9 バランサメンバーを追加するには、「バランサメンバー」リストの下にある「追加」（＋）ボタン

をクリックし、「サーバ
URL」（「ワーカ
URL」）を入力します。次にそのルートと負荷要素を定義
して、「
OK」をクリックします。

バランサメンバーは、
Web サイトのセッションで生成されるネットワークトラフィックを共有
するサーバのことで、ワーカ
URL で指定します。複数のバランサは、各サーバに事前に定義さ
れた負荷を関連付けてルーティングすることにより
Web サイトのトラフィックを共有します。
これにより、
1 台のサーバに
Web トラフィックが集中することを防ぎ、パフォーマンスを向上
させます。

ワーカ
URLのルートは、スティッキーセッション
IDの末尾に付加された値です。

負荷要素は、
1～
100の数値で、ワーカが処理する負荷の量を定義します。


10 ネットワークの要件に従い、必要に応じてほかのバランサメンバーを追加します。


11 「保存」をクリックします。

オプションの
Webサービスを有効にする

Wiki、ブログ、
WebMailなど、追加の
Webサービスを有効にできます。

オプションの
Webサービスを有効にするには： 

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


5




Webサイトのリストの下にある「
Webサービス」をクリックします。


6 「
Webメール」チェックボックスを選択して、
Web サイトで
WebMail を有効にします。


WebMailは、
Webサイトの各ユーザにメール機能を追加します。
WebMailの設定について詳し
くは、
79
ページの「
WebMailを構成する」を参照してください。


7 「ブログ」チェックボックスを選択して、
Webサイトでブログを有効にします。

ブログとは、
Web サイトで日付順に並んだ日記で、ユーザが追加したコンテンツでアップデー
トされます。詳しくは、
75
ページの「ユーザとグループのブログを設定する」を参照してくだ
さい。


8 「
Wikiとブログ」チェックボックスを選択して、グループ
Web サイトの機能を有効にします。

この
Web サイト機能を使用すると、グループは、独自の共有
Webサイトで情報を簡単に作成お
よび配布できます。詳しくは、
64
ページの「
Wikiを設定する」を参照してください。


9




Webサイトでカレンダー機能を使用したい場合は、「
Web カレンダー」チェックボックスを選択
します。

ユーザはグループカレンダーにアクセスして、会議や締め切りを確認することができます。
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詳しくは、
72
ページの「
Webカレンダーを設定する」を参照してください。


10




Webサイトでメーリングリスト機能を使用したい場合は、「メーリングリストの
Webアーカイブ」
チェックボックスを選択します。

メーリングリストは、コミュニケーションを容易にするために多くのメールを使用するディス

カッショングループです。詳しくは、
80
ページの「メーリングリストの
Webアーカイブを設定
する」を参照してください。


11 「ユーザ／グループ」リストの下にある「追加」（＋）ボタンをクリックして、サイトで
Wikiを作
成するユーザやグループを追加します。

モデレータとして指定したいユーザまたはグループごとに「モデレータ」チェックボックスを選

択します。

リストが空の場合は、すべてのユーザが
Wikiを作成できます。


12 「保存」をクリックします。


Web サイトに接続する

Webサイトを構成し終えたら、
Web ブラウザでサイトにアクセスして、すべての項目が期待通
りに表示されることを確認します。


Webサイトに接続するには：

1



Webブラウザを開き、サーバの
Webアドレスを入力します。

サーバの
IP アドレスまたは
DNSを使用できます。
SSLが有効な場合は、
URLに「
http」ではな
く「
https」を使用します。


2 デフォルト以外のポートを使用している場合は、ポート番号を入力します。


3 アクセスできるユーザを制限している場合は、有効なユーザ名とパスワードを入力します。


4




Webサイトのデフォルトの索引ページが表示されることを確認します。


Webサイトの管理
このセクションでは、サーバで
Web サイトを作成した後で行う日常の作業について説明します。

Webサイトの初期設定については、
37
ページの「
Web サイトを設定する」を参照してください。


Web サイト設定を表示する
「サーバ管理」の「サイト」パネルを使って、
Webサイトのリストを表示できます。「サイト」パ
ネルには、次のような各サイトの構成情報が表示されます。

Â サイトが有効であるかどうか

警告：直接ポートを介してサーバにアクセスしないでください。代わりに
Apache のデフォ
ルト設定のように、アクセスが
Apacheをプロキシとして使用できるようにしてください。
たとえば「サーバ管理」では、
Wiki を構成する決まった方法はなく、
xmlrpcエラーが返され
ます。
Wikiサーバにポート
8086または
8087でアクセスしないでください。
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Â サイトの
DNS 名と
IP アドレス
Â サイトに使用されているポート


Webサイト設定を表示するには： 

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。

「サイト」パネルリストでサイトを選択し、設定パネルをクリックすると、そのサイトの設定を

表示または変更できます。

サイトの
Webフォルダを変更する

Webフォルダは、そのサイトのルート（
Apache ではドキュメントルートと呼ばれます）として
使用されます。つまり、デフォルトのフォルダは、サイトのファイルシステム構造の最上位レベ

ルのフォルダになります。

サーバで運用しているサイトの
Webフォルダを変更するには：

1 管理用のサーバにログインします。

サーバのファイルシステムへのアクセス権が必要です。


2 既存の
Webフォルダの内容を新しい
Webフォルダにドラッグします。 


3 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


4 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


5 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


6 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


7




Webサイトの「一般」パネルで、「
Webフォルダ」フィールドに
Webフォルダへのパスを入力す
るか、「ブラウズ」ボタンをクリックして新しい
Webフォルダの場所を選択します。


8 「保存」をクリックします。


Web サイトのアクセスポートを変更する
デフォルトでは、サーバの
Webサイトへの接続にはポート
80が使用されます。個別の
Web サ
イトで使用されるポートの変更が必要な場合があります（たとえばポート
80でストリーミング
サーバを設定したい場合など）。

選択した番号が、サーバ（
FTP、
Appleファイルサービス、
SMTP など）で使用中のポートと競
合しないようにしてください。
Webサイトのポート番号を変更した場合は、
Webサーバにアク
セスするためのすべての
URLに、新しいポート番号を含める必要があります。
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参考：サイトで
SSL を有効にすると、そのサイトのポートは
443 に変更されます。
SSL を無効
にすると、以前の設定に関係なく、
80 に変更されます。
SSL を使用不可にすると、ポートが変
更されることを示すメッセージが表示されます。


Webサイトのポートを設定するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


5 「一般」パネルの「ポート」フィールドに、ポート番号を入力します。


6 「保存」をクリックします。


CGI（
Common
Gateway
Interface）スクリプトを許可する

CGI（
Common
Gateway
Interface）スクリプト（または
CGI プログラム）では、
Web サイト
にさまざまなサービスを提供するアプリケーションと
Web サイトとの間で、情報をやり取りで
きます。


1 つのサイトのみで
CGI スクリプトを使用する場合は、そのサイトの「
Documents」フォルダ
に
CGI スクリプトをインストールします。
CGI の名前の末尾には、ファイル拡張子「
.cgi」を付
ける必要があります。

サーバ上のすべてのサイトで
CGIスクリプトを使用する場合は、「
/ライブラリ
/WebServer/CGI-
Executables」フォルダに
CGIスクリプトをインストールします。この場合は、サイトの
URL に
「
/cgi-bin/」を含める必要があります（たとえば
http://www.example.com/cgi-bin/test.cgi）。


CGI スクリプトのファイルアクセス権で、「
www」というユーザに
CGIスクリプトの実行が許可
されていることを確認します。スクリプトは通常、
wwwには所有されないため、「すべて」がス
クリプトを実行できます。


Webサイトに 
CGIを許可するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


5 「オプション」パネルで、「
CGIの実行」を選択します。


6 「保存」をクリックします。

警告：直接ポートを介してサーバにアクセスしないでください。代わりに
Apache のデフォ
ルト設定のように、アクセスが
Apacheをプロキシとして使用できるようにしてください。
たとえば「サーバ管理」では、
Wiki を構成する決まった方法はなく、
xmlrpcエラーが返され
ます。
Wikiサーバにポート
8086または
8087でアクセスしないでください。
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参考：あるサイトの
CGI を無効にしても、「
CGI-Executables」フォルダ内の
CGI は無効になり
ません。


SSI（
Server
Side
Includes）を許可する

SSI（
Server
Side
Includes）を許可すると、
HTML コードの一部またはその他の情報をサイト内
の複数の
Web ページで共有できます。また、
CGI と同じように、サーバでコマンドやスクリプ
トを実行することもできます。

「サーバ管理」で
SSIを使用可能にするには：

1 「サーバ管理」で、設定したいサーバのリストで「
Web」をクリックします。


2 ボタンバーで「サイト」をクリックします。


3 「サイト」パネルのリストで、目的のサイトをクリックします。


4 「オプション」パネルで、「
SSI（
Server
Side
Includes）」を選択します。


5 「保存」をクリックします。


Web サイトのコンテンツの検索に使用する索引を作成する
「サーバ管理」にある「サイト」の「オプション」パネルを使って、
Web サイトの
Spotlight 検
索を有効にします。これにより、
Apache の
mod_spotlight_apple が有効になります。このモ
ジュールは、ブラウザ上で
Webサイトのコンテンツを検索できるようにします。


Mac

OS

X
Server
v10.5 では、
Spotlight索引機能がデフォルトで無効になっています。
Spotlight
検索は有効なままですが、
Webサービスで
Spotlightに基づく検索機能を提供するには、索引作
成を有効にする必要があります。


Webサイトの索引を作成するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


5 「オプション」パネルで、「
Spotlight検索」チェックボックスを選択します。

これにより、
mod_spotlight が有効になり、
Spotlight プロセスで
Web サイトのドキュメント
ルートの索引が作成されます。最初に索引が有効になってから数分経過すると、索引を使用でき

るようになり、検索が可能になります。


6 「保存」をクリックします。


7




Spotlight検索を有効にしたい各バーチャルホストのドキュメントルートに、
「
/ ライブラリ
/WebServer/Documents」から「
template.spotlight」ファイルをコピーします。

このファイルのコピーを変更して、タイトル、最大ヒット数、およびその他の表示項目をカスタ

マイズできます。


8




Webサイトの
URLに「
.spotlight」を付加することをクライアントに知らせます。
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たとえば、
httpd://vhost1.example.com/.spotlightのようになります。
Webサイトのドキュメ
ントルートの内容を検索するための、簡単な検索ページが表示されます。検索結果は、関連性の

高いものから降順に並べて表示されます。ただし、関連性のスコアは表示されません。


Web サイトの動作を監視する

Web サイトログを使用して、
Web サイトの動作とサーバイベントを監視します。特定の
Web
サイトの動作に対するメッセージとしてイベントを記録するようにログを構成できます。 
Webサ
イトログは、
Webサイトにアクセスするユーザや、
Web サイトで発生したエラーの内容を監視
するために使用されます。この情報は、問題を解決したり悪意のある動作を監視したりするとき

に便利です。

ログの設定について詳しくは、
42
ページの「
Web サイトのアクセスログとエラーログを有効に
する」を参照してください。


Webサイトログを表示するには： 

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「ログ」をクリックし、リストで
Web サイトのログを選択します。

ログメッセージがログリストの下に表示されます。

ログを切り替えるには、リストでログを選択します。


5 ログの内容を検索するには、ログの右下にある「フィルタ」フィールドに検索する語を入力します。


SSL証明書でパスフレーズを使用する
「サーバ管理」を使用して
SSL 証明書を管理するときに、証明書でパスフレーズを使用する場合
は、パスフレーズはシステムキーチェーンに保管されます。

証明書を使用するように
Web サイトが構成されていて、
Web サーバが開始されているときは、
証明書の名前がバーチャルホストの名前と一致することが確認されると、
getsslpassphrase(8)
ユーティリティによってパスフレーズがシステムキーチェーンから取り出され、そのパスフレー

ズが
Web サーバに渡されます。

（この方法を利用したくない場合は、
Apache
Web サーバを起動または再起動するときにパスフ
レーズをプロンプトに入力する方法も利用できます。このように構成するときは、

「 serveradmin」コマンドラインツールを使用します。）


Apacheを起動するときにパスフレーズをプロンプトに入力するように構成するには：

1 「ターミナル」を開き、次のコマンドを入力します： 

$ sudo serveradmin settings web:IfModule:_array_id:mod_ssl.c:SSL 

PassPhraseDialog=builtin




2 次のコマンドを入力して
Apache を起動します：
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$ sudo serveradmin start web




3 プロンプトが表示されたら、証明書のパスフレーズを入力します。


WebDAVを使用して
Webサイトのコンテンツを管理する

WebDAV を使用すると、
Web サイトが稼動しているときにユーザが
Web サイトに変更を加え
ることができます。
WebDAVでは、ユーザやグループが共同で
Webサイトのファイルやフォルダ
を管理できます。
WebDAVの動作について詳しくは、
19
ページの「
WebDAVを理解する」を参
照してください。

次のセクションで説明するように
WebDAVを操作します：

Â




54
ページの「
Web サイト上で
WebDAVを有効にする」

Â




55
ページの「
WevDAVを使用してファイルを共有する」

Â




55
ページの「
Webコンテンツファイルおよび
Webコンテンツフォルダのアクセス権を構成する」


Web サイト上で
WebDAVを有効にする

WebDAV を許可する場合は、サイトおよび
Webフォルダにアクセス権を割り当てる必要があり
ます。

サイトの
WebDAVを使用可能にするには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


5




Webサイトのリストの下にある「オプション」をクリックします。


6 「
WebDAV」チェックボックスを選択します。

このオプションにより
WebDAVが有効になり、
Webサイトが稼動しているときにユーザが
Web
サイトに変更を加えることができるようになります。
WebDAV を許可する場合は、サイトおよ
び
Webフォルダにアクセス権を割り当てる必要があります。

参考：「サーバ管理」の「モジュール」パネルで
WebDAV モジュールを無効にしている場合は、
このパネルで有効にしないと、サイトの
WebDAVを有効にすることができません。サイトの「オ
プション」パネルの「
WebDAV」オプションを選択している場合でも、このパネルで有効にする
必要があります。モジュールを有効にする方法について詳しくは、
99
ページの「
Apache
Web
モジュールの概要」を参照してください。


7 「保存」をクリックします。


WebDAV を有効にしたら、保護領域を使用して
Webサイトへのアクセスを制御できます。保護
領域の構成方法について詳しくは、
40
ページの「保護領域を使用してアクセスを制御する」を
参照してください。
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WevDAVを使用してファイルを共有する

WebDAVを使用して、認証されたユーザが
Webサイトに接続してそのサイト上のファイルを共有
することを許可できます。以下の手順は、
WebDAV を使用してファイルを設定して共有する手
順の簡単な例です。

Â「サーバ管理」で、そのサイトの
WebDAVを使用可能にします。
54
ページの「
Web サイト上
で
WebDAVを有効にする」を参照してください。

Â「サーバ管理」で、そのサイトへのアクセスを制御するために、サイトの保護領域を設定します。

40
ページの「保護領域を使用してアクセスを制御する」を参照してください。
たとえば、
Web サイトのフォルダに共有書類用のフォルダを作成し、そのフォルダのブラウ
ズおよび読み書きのアクセス権を特定のユーザに与えます。

Â 認証されたユーザに、
Mac

OS

X（または
Mac

OS

X
Server）に内蔵されている
WebDAVクラ
イアントを使用してそのサイトにアクセスする方法を伝えます。

ユーザは、
Mac

OS

X の「
Finder」、「
Adobe
GoLive」、「
Adobe
Dreamweaver」、「
Microsoft
Internet
Explorer」などの
WebDAV対応のアプリケーションを使用して、
Web サイトに接続で
きます。

通常、ブラウザは
WebDAVに対応していませんが、ブラウザから
WebDAV対応のサイトにアク
セスして、読み取りの操作を行うことはできます（
Web サーバに構成された保護領域のアクセ
ス権には制限されます）。これは、
WebDAVが
HTTPの拡張であるためです。


Webブラウザから、書き込みの操作を行うことはできません。「
Goliath」などの
WebDAVクラ
イアントや、
Mac

OS

X ファイルシステムに内蔵されていて通常は「
Finder」から使用できるク
ライアントが必要になります。「
Goliath」について詳しくは、
www.webdav.org/goliathを参照
してください。

「
Finder」を使用して
WebDAVを利用する
Webサイトに接続するには：

1 「
Finder」を開きます。


2 「移動」＞「サーバへ接続」と選択します。


3 「サーバアドレス」フィールドに、
HTTP
URLを入力します。

接続するための
URLは、
http://<サーバの
URL>:<サーバのポート
>/< 共有ファイルが保管さ
れているフォルダ
> です。


4 「接続」をクリックします。

参考：別のプラットフォームから接続するための 
WebDAVクライアントについては、そのプラッ
トフォームのドキュメントを参照してください。
Microsoft プラットフォームの場合は、そこで
使用されている認証機能によって、
Mac

OS

X に接続して
WebDAV ボリュームをマウントする
ことが困難であったり、不可能な場合があります。


Webコンテンツファイルおよび
Webコンテンツフォルダのアクセス権を構成する
ファイルおよびフォルダのアクセス権を使用して、
Webサイトのコンテンツへの
WebDAVアク
セスを制御することができます。
Web サイトのコンテンツは、デフォルトで「
/ライブラリ
/
WebServer/Documents/」フォルダにあります。


Mac

OS

X
Serverには、
Webコンテンツのファイルやフォルダに次のような制約があります：

Â セキュリティ上の理由から、
Webコンテンツファイルと 
Web コンテンツフォルダへの書き込
み権限を「すべて」に与えることはできません。

http://www.webdav.org/goliath
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Â




Webコンテンツファイルと
Webコンテンツフォルダは、デフォルトでルートユーザと
admin
グループが所有しています。つまり、管理者はこれらのファイルとフォルダを変更できます

が、
wwwユーザと
wwwグループは変更できません。
Â



WebDAVを使用するときは、
wwwユーザまたは
wwwグループに対して、
Webコンテンツファ
イルへの読み出し権限と書き込み権限と、
Web コンテンツフォルダへの読み出し権限、書き
込み権限、および実行権限を与える必要があります。

Â 管理者としてログインしているときに、
Webコンテンツファイルと
Webコンテンツフォルダ
の変更が必要になる場合は、それらのファイルとフォルダへの変更権限を管理者に与える必要

があります。


WebDAV を使用するには、「サーバ管理」で
WebDAV を有効にする必要があります。有効にす
ると、「サーバ管理」によって
WebDAVフォルダのグループの所有権が
www に変更されます。


WebDAV を使用している環境に管理者としてログインしているときに、
Webコンテンツファイ
ルまたは
Webコンテンツフォルダに変更を加えたい場合は、それらのファイルとフォルダのア
クセス権を
 admin に変更し、必要な編集を適用した後にファイルとフォルダのアクセス権を

wwwに戻します。


WebDAVを使用しているときにサイトを
Web サーバに追加するには：

1



Webサイトが含まれるフォルダのグループアクセス権を
admin に変更します。

デフォルトのフォルダの場所は「
/ライブラリ
/WebServer/Documents」です。


2 新しいサイトフォルダを追加します。


3




Webサイトが含まれるフォルダのグループアクセス権を
wwwに戻します。


1台のサーバで複数のサイトを管理する
同じ
Web サーバ上で同じ
IPアドレスで複数のサイトを作成したり（バーチャルホストとも呼ば
れる）、別のセカンダリー
IP アドレスで複数のサイトを作成したりできます（マルチホーミング
と呼ばれる）。

バーチャルホストとは、同じサーバ上にある複数のサイトのことです。これらのサイトは、名前

ベース（
www.example.com など）または
 IP アドレスベース（
10.201.42.73 など）で使用でき
ます。「サーバ管理」を使用して、名前ベースと
IPベースの
Web サイトを管理できます。

「サーバ管理」の「サイト」パネルを使用してサーバに複数のサイトを構成すると、各サイトは

バーチャルホストであるとみなされます。サイトの設定について詳しくは、
38
ページの「
Web
サイトを作成する」を参照してください。

マルチホーム化したサイトとは、インターネットに対して複数の接続経路を持つサイトのことで

す。マルチホーミングは通常、信頼性とパフォーマンスを向上するために行います。これらの複

数の接続を確立するために、同じインターネット・サービス・プロバイダ（
ISP）に接続する方
法と、複数の
ISPに接続する方法があります。さらに、複数の
IPアドレスを使用する場合と、
1
つのアドレスを使用する場合があります。

エイリアスを使用して
1つのサイトを複数の名前に応答させる

1 つの
Web サイトが複数の名前に応答できるようにしたい場合は、一方の名前をプライマリと
して選択し、もう一方の名前をエイリアスとして追加します。
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Webサイトをこのように設定するには、「サーバ管理」でプライマリ名をサイトの名前として使
用するように設定します（サイトをクリックし、「一般」パネルでプライマリ名を入力してから、

「エイリアス」パネルでもう一方の名前を追加します）。手順については、
45
ページの「エイリ
アスを使用してサイトへのアクセスを管理する」を参照してください。

たとえば、
Web サイトが
 example.com、
www.example.com、および
widget.example.com
に応答できるようにしたい場合は、次のように設定します（名前と
IPアドレスは例です）：

プライマリ名：  
www.example.com（サイトの「一般」パネルに入力します）

セカンダリー名：
example.com および
widget.example.com（サイトの「
Web サーバのエイリ
アス」リストに入力します）


DNS サーバでも、
Webサーバのアドレスのエイリアスとして、
3 つのドメイン名を設定する必
要があります。


Web サイトと複数のネットワークインターフェイス
デフォルトでは、
Webサーバは、
1 つのワイルドカード
Webサイト、つまりバーチャルホスト
と一緒に構成されます。このような
Webサイトは、次の点で便利です：

Â すべてのネットワークインターフェイスおよびそれらのインターフェイスに割り当てられる

すべての
IP アドレスに応答します。
Â それらのいずれかのアドレスに割り当てられた
DNS名に応答します。

「サーバ管理」の「サイト」パネルを使用して、ほかの
Web サイトを追加できます。
Web サイ
トを追加するときは、特定の
IP アドレスまたはワイルドカードアドレスを各
Webサイトに関連
付けることができます。


Webサーバに複数のインターフェイスと複数のアドレスがある場合でも、
Apacheがそれらを使
用するために必要な構成は、目的のアドレスを使用するように
Webサイトを構成することです。
より簡単なのは、ワイルドカードの
Web サイトがすべてのアドレスに応答するように設定する
ことですが、これはデフォルトの動作です。


Webサイトのユーザコンテンツ

Mac

OS

Xクライアントには、
Web共有機能があります。この機能を使って自分のホームフォル
ダの「サイト」フォルダにコンテンツを配置すると、
Web 上にそのコンテンツが表示されます。

Mac

OS

X
Server には、パーソナル
Web 共有の形式を含めて、さまざまな
Web サービス機能
も用意されています。ただし、
Mac

OS

X クライアントと
Mac

OS

X
Serverとの間には、重要な
相違点があります。


Web サービスの構成
デフォルトで、
Mac

OS

X
Serverの
Webサービスは「
/etc/httpd/users/」フォルダ内のファイ
ルを無視するため、ユーザはフォルダのリスト表示を使用できません。
Web サービスが提供し
ているすべてのフォルダのリスト表示では、フォルダリストを見やすくするために、
Apache の

FancyIndexingディレクティブが使用されます。
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「サーバ管理」の各サイトの「サイト」パネルにある「オプション」パネルに、「フォルダのリス

ト表示」チェックボックスがあります。特定のバーチャルホストでこの設定を選択すると、その

バーチャルホストに適用される
Apacheの
Optionsディレクティブに「
+Indexes」フラグが追加
されて、フォルダのリスト表示が使用可能になります。各サイト（バーチャルホスト）のフォル

ダのリスト表示が明示的に使用可能になっていない場合は、ファイルの索引が表示されません。

サイト固有の設定は、そのサイトの外部には適用されません。つまり、ホームディレクトリには

適用されません。ホームディレクトリに含まれるフォルダの索引をユーザが作成できるようにし

たい場合は、
Apacheの構成ファイルに適切なディレクティブを追加する必要があります。

たとえば、特定のユーザについて、「
httpd.conf」ファイルの
<IfModule
mod_userdir.c>ブロッ
クに次のディレクティブを追加します： 

<Directory "/Users/refuser/Sites">   

    Options Indexes MultiViews

    AllowOverride None

    Order allow,deny 

    Allow from all 

</Directory>

デフォルトのコンテンツ
ユーザの「サイト」フォルダに含まれるデフォルトのコンテンツは、「
index.html」ファイルと
複数のイメージです。この「
index.html」ファイルには、
Mac
OS
Xクライアントのパーソナル

Web共有機能を記述したテキストが含まれています。「サイト」フォルダの内容に適した記述に
なるように、ユーザはこのファイルを書き換える必要があります。


Web コンテンツにアクセスする
ホームフォルダが作成されると、その「サイト」フォルダの内容は、
Webサービスが動作してい
るときに見ることができます。サーバの名前が
 example.com でユーザ名（ショートネーム）が

refuserの場合、「サイト」フォルダの内容は
http://example.com/~refuserでアクセスできます。

ユーザが複数のショートネームを持っている場合は、ティルダ（
~）の後にどのショートネーム
を使用しても、同じ内容にアクセスできます。

ユーザが自分の「サイト」フォルダに「
foo.html」という名前のコンテンツファイルを置いてい
る場合、このファイルには
http://example.com/~refuser/foo.htmlでアクセスできます。

ユーザが自分の「サイト」フォルダに複数のコンテンツファイルを置いているときに、

「
index.html」を変更してこれらのファイルへのリンクを追加する方法が分からない場合は、す
でに説明した方法を利用して、フォルダの索引を自動的に作成することもできます。「フォルダ

のリスト表示を使用する」設定が有効になっている場合、ファイル名の索引のリストは、

http://example.com/~refuser でブラウザに表示されます。

索引作成の設定は、ユーザの「サイト」フォルダに置かれたサブフォルダにも適用されます。ユー

ザが「サイト」フォルダに「
Example」という名前のコンテンツサブフォルダを追加し、「
Example」
フォルダ内に「
index.html」ファイルがあるか、またはフォルダの索引作成がユーザのサイトで
有効になっている場合、このフォルダは
http://example.com/~refuser/Example でブラウザに
表示されます。



第
3章    
Webサイトを作成する／管理する
 59





大文字／小文字が区別されないファイルシステム上の
Webコンテンツを
セキュリティ保護する
保護領域を使用してアクセスが制御される
Web コンテンツを提供するには、大文字／小文字が
区別されるボリューム（
UFSや
HFSXなど）で
Web コンテンツを提供することをお勧めします。
このようなボリュームでは、「
Protected」というフォルダと「
PrOtECted」というフォルダは異
なる
2 つのフォルダになります。

アクセス制御された
Web コンテンツを提供するために、大文字／小文字を区別しないデフォル
トの
HFS ファイルシステムを使用する場合は、フォルダに基づく保護領域ではなく、場所に基
づく保護領域を使用することを検討してください。ただし、大文字／小文字を区別しないファイ

ルシステムでフォルダに基づく保護領域を使用する必要がある場合に備えて、そのような状況に

対応した保護層が用意されています。
Apache
1.3と
Apache
2.2 の両方に対応し、
「
mod_hfs_apple」が使用されます。


Mac
OS
X
Serverで一般的に使われている
HFS
Extendedボリュームフォーマットは、ファイル
名の大文字／小文字は保持しますが、ファイルまたはフォルダ名が「
Example」と「
eXaMpLe」
の場合、これらを区別しません。「
mod_hfs_apple」がない環境では、
Web コンテンツが大文
字／小文字を区別しないボリュームに保管されている場合に、セキュリティ保護領域を使ってす

べてまたは一部の
Web コンテンツに対するアクセス権を制限しようとすると、大文字／小文字
を区別しないことで問題が起こる可能性があります。

セキュリティ保護領域を作成して、「
Protected」フォルダのコンテンツに対して読み出し専用ア
クセスを行うときに、ブラウザが名前とパスワードを使用するように設定した場合、ブラウザは

次の
URLにアクセスするときに認証を行う必要があります。

Â




http://example.com/Protected

Â




http://example.com/Protected/secret

Â




http://example.com/Protected/sECreT

ただし、次のような
URL を使用すると、セキュリティ保護領域を迂回する可能性があります。

Â




http://example.com/PrOtECted

Â




http://example.com/PrOtECted/secret

Â




http://example.com/PrOtECted/sECreT

「
mod_hfs_apple」がある環境では、セキュリティ保護領域を迂回しようとするこのようなアク
セスを防ぐことができます。このモジュールは、デフォルトで使用可能になっています。

参考：「
mod_hfs_apple」は、フォルダに対して機能します。個別のファイルへのアクセスを保
護するようには設計されていません。たとえば、「
secret」という名前のファイルには、「
seCREt」
としてアクセスできます。この動作は正しい動作ですが、セキュリティ保護領域の迂回は許可し

ません。
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Wikiおよびブログを作成する／管理
する

この章では、「サーバ管理」を使用して、
Webサイトで
Wiki やブロ
グを作成したり管理したりする方法について説明します。


Mac

OS

X

v10.5では、専用の
Wikiを活用し、グループカレンダー、ブログ、メーリングリスト
のアーカイブ機能などを備えたイントラネット
Web サイトを通じて、グループの共同作業やコ
ミュニケーションを簡単にすることができます。

ユーザは、
Wiki ページ、タグ、および相互参照マテリアルの作成および編集、ファイルおよびイ
メージのアップロード、コメントの追加、コンテンツの検索などをドラッグ＆ドロップで簡単に

実行できます。


Wikiの概要

Wikiでは、グループ向けにプロジェクト専用の
Web サイトを作成できます。グループは、
Wiki
を活用し、グループカレンダー、ブログ、およびメーリングリストを備えたイントラネット
Web
サイトを通じて共同作業やコミュニケーションを実現できます。

さまざまな色、フォント、およびレイアウトスタイルが設定された
20以上の組み込みテーマか
ら選択できます。これらのテンプレートは、独自のバナーイメージやカスタムのサイドバータイ

トルでカスタマイズできます。サイドバータイトルは、最初のログイン時にユーザ定義のタグを

使用してページを表示します。


Wikiを設定したら、コンテンツを簡単に追加、削除、および編集できます。構文やマークアップ
の知識は必要ありません。
Wikiでは、ドラッグ＆ドロップですべて操作できます。

ハイパーリンク（ページ間のリンク）の挿入、イメージの追加、ファイルの添付、および
Web
ページのフォーマット変更などが可能です。
Wiki では
RSS をサポートしているため、コンテン
ツの追加または編集時にグループメンバーに自動的に通知できます。
Wikiでは、変更履歴をすべ
て保持しているため、常に書類を前のバージョンに戻すことができます。 


Webサイトに
Wikiを作成し、グループメンバーにアクセス権を与えれば、だれでもサイトを編
集できます。グループオーナーと管理者は、表示および編集のアクセス制御を付与できます。

ユーザはグループカレンダーにアクセスして、会議や締め切りを確認したり、ほかのユーザに連

絡するためにメーリングリストにメッセージを送信したりすることができます。ブログ機能は、

作業のブレインストーミングやコメント発言に向いています。
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Wikiページについて

Wikiページとその説明のリストを次に示します：
Â グループのページ：
Wiki
Webサイトで運用されているすべてのグループにリンクしている
ページです。

Â



Wikiホームページ：グループの
Wikiのホームページです。グループカレンダー、グループブロ
グ、および検索などのページへのリンクや、デフォルトのサイドバー（「新着記事」や「最新

の更新」など）へのリンクが含まれます。

Â 書類のページ：グループメンバーが作成するページです。ほかの
Webページとの間で動的にリ
ンクが作成されます。ページを探すには、検索やタグを使います。

Â カレンダーのページ：グループメンバーに共有カレンダーを提供するために
iCalサービスを使
用するグループカレンダーを表示するページです。
iCalサービスについて詳しくは、「iCal サー
ビスの管理」を参照してください。

Â メーリングリストのページ：グループのメーリングリストのトラフィックに対する
Webアーカ
イブを提供するページです。
WebMailについて詳しくは、第 
5
章「
WebMail を構成する／管
理する」を参照してください。

Â ブログのページ：  ユーザまたはグループのブログを表示するページです。グループのブログ
に読み出し／書き込みアクセス権を持つユーザやグループのメンバーがコメントをブログに

追加すると、ブログが作成およびアップデートされます。ブログについて詳しくは、
75
ペー
ジの「ユーザとグループのブログを設定する」を参照してください。


Wikiのセキュリティについて

Webサイトのセキュリティのレベルによって、
Wikiのセキュリティのレベルが決まります。
Wiki
のセキュリティは、
Wikiが構成されている
Webサイトがセキュリティ保護されるときに設定さ
れます。


Wikiとの間でデータの移動をセキュリティ保護するには、次の方法があります：

Â



Wikiを実行している
Webサイトに
SSLを設定します。
SSLでは、サイトとユーザを保護するた
めに、サーバを認証し、情報を暗号化し、メッセージの整合性を管理します。詳しくは、
43
ペー
ジの「
SSL（
Secure
Sockets
Layer）を有効にする」を参照してください。

Â



Webサービスのリストにユーザやグループを追加することにより、
Webサイトで
Wikiページ
を作成できるユーザおよびグループを制限します。詳しくは、
72
ページの「
Web サイトで

Webカレンダーサービスを有効にする」を参照してください。


Wikiファイルおよびフォルダの階層について
デフォルトでは、
Wikiのコンテンツは、「
/ライブラリ
/Collaboration/」フォルダに保管されます。
このフォルダは、
Webサービスの「サーバ管理」にある「設定」の「
Webサービス」パネルで
変更できます。


Wiki のデフォルトのファイルおよびフォルダの階層について次のリストに示します。すべての

Wiki ファイルが保管されている場所と、
Wiki コンテンツのフォルダ構造も示します。このリス
トで、groupnameはグループの名前、pagenameは
Wiki ページの名前、および pageは
Web
ページの名前です。

Â「
/ ライブラリ
/Collaboration/」には、
Wikiのすべてのファイルが保管されます。
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Â「
/ ライブラリ
/Collaboration/Groups/groupname
/」には、あるグループのサービスに関する
すべてのファイルが含まれます。

Â「
/ライブラリ
/Collaboration/Groups/groupname
/wiki/pagename
.page/」には、
Wikiページ
のコンポーネントファイルが含まれます。

Â「
/ ライブラリ
/Collaboration/Groups/groupname
/wiki/pagename
.page/page
.html」には、

Wikiのメインテキスト（
HTMLコンテンツ）が含まれます。

Â「
/ ライブラリ
/Collaboration/Groups/groupname
/wiki/pagename
.page/page
.plist」には、

Wikiページのメタデータが含まれます。

Â「
/ ライブラリ
 /Collaboration/Groups/groupname
/wiki/pagename
.page/revisions.db」に
は、その
Wikiページのバージョン履歴データベースが含まれます。

Â「
/ライブラリ
/Collaboration/Groups/groupname
/pagename
.page/images/」には、その
Wiki
ページのイメージが含まれます。

Â「
/ ライブラリ
/Collaboration/Groups/groupname
/pagename
.page/attachments/」には、そ
の
Wikiページのすべての添付ファイルが含まれます。


Wikiの設定の概要
ここでは、
Wiki を設定するための基本的な手順の概要について説明します。

手順 
1：
Web サーバを構成する
デフォルトの構成は、
1つの
Webサイトを運用するほとんどの 
Web サーバで、そのまま使用す
ることができます。
Webサービスと
Webサイトの基本的な機能はすべて、「サーバ管理」で構
成できます。詳しくは、第 
2
章「
Webサービスを操作する」を参照してください。


Wikiやブログを作成および構成する前に、 
Webサービスのデフォルトの設定を行います。詳し
くは、
29
ページの「
Web サービスの設定を行う」を参照してください。

手順 
2：
Web サイトを設定する

Webサービスを構成して実行したら、
Webサイトを作成できます。
Web サイトを作成すると、

Wikiやブログなど、 
Web で提供されるさまざまな形式のコンテンツを提供するために使用する
フレームワークが確立されます。詳しくは、第 
3
章「
Web サイトを作成する／管理する」を参
照してください。

手順 
3：
Web サイトで
Wiki
Webサービスを有効にする

Wikiを作成するには、
Webサイトで
Wiki
Webサービスを有効にする必要があります。詳しく
は、
72
ページの「
Webサイトで
Webカレンダーサービスを有効にする」を参照してください。

手順 
4：
Wikiのグループを作成する 

Webサイトで
Wiki
Webサービスを有効にしたら、「ワークグループマネージャ」または「ディ
レクトリ」でグループを作成し、そのグループに
Wiki サイトの
Wiki
Web サービスへのアクセ
ス権を与える必要があります。「ディレクトリ」の使用について詳しくは、ディレクトリヘルプ

を参照してください。


Wikiはグループ向けに作成されており、「ワークグループマネージャ」を使用して、
Webサービ
スに対応できるようにします。グループ内のユーザに対して、
Wikiページの書き込みおよび表示
のアクセス権を設定するように変更できます。詳しくは、「ユーザの管理」を参照してください。
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手順 
5：
Wikiに接続する

Wikiが正しく動作していることを確認するために、ブラウザを開き、インターネット経由で
Wiki
に接続してみます。詳しくは、
65
ページの「
Wikiに接続する」を参照してください。


Wikiを設定する
次のセクションでは、
Webサイトで
Wikiを設定する手順について説明します。


Web サイトで
Wiki
Webサービスを有効にする

Webサイトで
Wiki
Webサービスを有効にすることができます。また、ブログ、カレンダー、お
よびメーリングリストの各
Webサービスもサイトで利用できます。


Wikiが動作するには、ローカルの
Open
Directoryマスターが必要です。お使いのサーバは、別
のディレクトリサーバにも同時に接続できますが、
Wiki が動作するには、サーバが
Open
Directory マスターである必要があります。詳しくは、「Open Directory の管理」を参照してく
ださい。


Webサイトで 
Wiki サービスを有効にするには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


5




Webサイトのリストの下にある「
Webサービス」をクリックします。


6 「ブログ」チェックボックスを選択して、
Webサイトのユーザブログを有効にします。

これにより、ユーザは個人のブログページを作成および保守できるようになります。ブログとは、

Webサイトで日付順に並んだ日記で、ユーザが追加したコンテンツでアップデートされます。詳
しくは、
75
ページの「ユーザとグループのブログを設定する」を参照してください。


7 「
Wikiとブログ」チェックボックスを選択して、グループ
Web サイトの機能を有効にします。

この
Web サイト機能を使用すると、グループは、独自の共有
Webサイトで情報を簡単に作成お
よび配布できます。また、
Wikiページでグループのブログを有効にすることもできます。


8




Webサイトでカレンダー機能を使用したい場合は、「
Web カレンダー」チェックボックスを選択
します。

ユーザはグループカレンダーにアクセスして、会議や締め切りを確認することができます。詳し

くは、
72
ページの「
Webカレンダーを設定する」を参照してください。


9




Webサイトでメーリングリスト機能を使用したい場合は、「メーリングリストの
Webアーカイブ」
チェックボックスを選択します。

メーリングリストは、コミュニケーションを容易にするために多くのメールを使用するディス

カッショングループです。詳しくは、
80
ページの「メーリングリストの
Webアーカイブを設定
する」を参照してください。
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10 「ユーザ／グループ」リストの下にある「追加」（＋）ボタンをクリックして、サイトで
Wikiを作
成するユーザやグループを追加します。次に、リストでモデレータとして指定したいそれぞれの

ユーザやグループの「モデレータ」チェックボックスを選択します。

リストを空のままにすると、すべてのユーザが
Wikiを作成できます。


11 「保存」をクリックします。


Wikiに接続する

Webサイトで
Wiki
Webサービスを有効にすると、
Wikiに接続できるようになります。


Wikiに接続するには：

1



Webブラウザを開き、
Webサイトに移動します。 


2




Wikiにアクセスするには、
Webページの上部にある「グループ」をクリックします。

有効なグループ
Wikiがページに表示されます。グループが作成されて有効になると、そのグルー
プの
Wikiがこのページに表示されます。


3 接続したい
Wikiを選択します。

グループの
Wikiページが開きます。


Wikiの設定を変更する
グループオーナーまたはサーバ管理者は、
Wikiページの外観や、読者がコメントをページに追加
できるかどうかなど、
Wikiの設定を変更できます。特定のコンテンツを表示するために、サイド
バーをホームページに追加することもできます。


Wikiの設定を変更するには：

1



Wikiのホームページを開きます。

グループオーナーまたは管理者としてログインします。


2 「管理機能」サイドバーで「設定」をクリックします。


3 ツールバーの「編集」（
/）ボタンをクリックし、次のオプションを変更します。

「タイトル」： サイトの名前です。

「テーマ」： サイトのテーマです。サイトのアピアランスを変更するには、「選択」をクリックし
ます。テーマは、ページがユーザに提供されるときに動的に適用されます。テーマでバナーイ

メージを使用する場合は、
JPEGまたは
PNG イメージをアップロードできます。

「カスタムサイドバー」：ホームページのカスタムサイドバーのタイトルと、サイドバーリストに
この項目を表示させるためのタグです。

「コメント」： 
Wikiページにコメントを投稿できるユーザです（必要に応じて）。モデレータが承
認するまでコメントを表示させないように、コメントの抑制を有効にすることもできます。

「
Podcast」：ブログで
Podcast のエントリーを許可するかどうか、およびユーザが
iTunes
Store
を使用して
Podcast を登録するときに表示されるカテゴリです。
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4 「保存」をクリックします。


Wikiページを管理する
このセクションでは、
Web サイトで
Wiki を設定した後で行う日常の作業について説明します。

Wikiの初期設定については、
64
ページの「
Wikiを設定する」を参照してください。

書類のページを追加する
インターネットブラウザを使って、
Wikiに書類のページを追加できます。


Wikiページを作成するには：

1



Wikiページをまだ表示していない場合は「
Wiki」をクリックするか、新しいページを追加したい

Wikiページに移動します。


2 ツールバーの「新規ページ」（＋）ボタンをクリックします。


3 表示される「新規ページ」ダイアログで、ページのタイトルを入力し、「作成」をクリックします。

編集ツールバーが表示され、新しいページが作成されます。


4 サンプルのテキストを削除し、自分のコンテンツを入力します。


5 完了したら、編集ツールバーの「保存」をクリックします。

コメントのフィールドには、加えた変更に関するメモを入力できます。このメモは、ページの履

歴で表示されます。

書類のページを編集する
インターネットブラウザを使って、
Wikiページを編集できます。


Wikiページを編集するには：

1 編集したいページに移動します。


2 ツールバーの「編集」（
/）ボタンをクリックします。


3 コンテンツが表示されたら、編集ツールバーのツールを使用して編集します。


4 編集ツールバーの「保存」をクリックし、変更を保存します。


Wikiページに変更を保存するときは、ページの履歴に表示されるコメントも入力できます。

新しいコンテンツで以前のページのコンテンツが置き換えられます。

書類のページを削除する
インターネットブラウザを使って、
Wikiページを削除できます。


Wikiページを削除するには：

1 削除したいページに移動します。


2 ツールバーの「ページを削除」（－）ボタンをクリックします。
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3 「削除」をクリックして確認します。

ページは非表示になりますが、コンテンツは保持されているため、必要に応じてページを元に戻

すことができます。管理者とグループオーナーは、ページを完全に削除できます。

リンクを
Wikiページに追加する
ほかの
Wikiページやほかの
Webサイトにリンクするハイパーリンクを追加できます。

リンクを
Wikiページに追加するには：

1 リンクを追加したいページに移動します。


2 ツールバーの「編集」（
/）ボタンをクリックします。


3 リンクのテキストとして使用したいテキストを選択します。 


4 編集ツールバーの「リンク」ボタンをクリックし、表示されるポップアップメニューからオプ

ションを選択します：

「新規ページ」：存在しない
Wikiページにリンクします（ページを作成するかどうか確認され
ます）。

「検索」：選択したリンクテキストが含まれる
Wiki ページを検索します。検索する別のテキスト
を入力することもできます。

「
URLを入力」：別の
Web サイト上のページにリンクします。完全な
URLを入力してください。

「リンク解除」： 選択したテキストにすでにリンクが設定されている場合は、リンクを解除します。 


5 リンクでメールメッセージを作成するようにするには、「リンク」ポップアップメニューから

「
URLを入力」を選択し、次の形式でリンクを入力します：  
mailto:annejohnson@example.com


6 完了したら、編集ツールバーの「保存」をクリックします。

表を
Wikiページに挿入する

Wikiページで表を挿入または削除するには、表エディタを使用します。表の列、行、ヘッダ列、
およびヘッダ行を追加または削除したり、表のセルにデータを入力したりすることができます。

表を
Wiki ページに挿入するには：

1 表を挿入したいページに移動します。


2 ツールバーの「編集」（
/）ボタンをクリックし、編集モードに入ります。


3 表を挿入する場所に挿入ポイントを置き、ツールバーの「表を挿入」をクリックして表エディタ

を表示します。


4 「
OK」をクリックして、ページに表を追加します。


Tabキーを押すと、セル間を移動できます。


5 完了したら、編集ツールバーの「保存」をクリックします。
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タグを
Wikiページに追加する
タグを使用すると、関連する
Wiki やブログのページを識別、分類、およびすばやく検索するこ
とができます。タグを使用して、関連項目をグループ分けしたり、使いやすく整理されたシステ

ムを提供して、
Wikiに参加する全員が最新の変更内容や新着情報を得られるようにします。

たとえば、部署やプロジェクトを表すタグを各ページに追加できます。サイトのコンテンツを編

集できるすべてのユーザがタグを追加したり取り除いたりすることができます。検索対象をすば

やく見つけるために、タグが設定された項目を検索できます。

タグをページに追加するには：

1 タグを設定したいページに移動します。


2 タグを追加（＋）ボタンをクリックします。

テキストフィールドが表示されます。


3 追加したいタグを入力し、
Returnキーを押します。

そのタグがすでに存在する場合は、表示されたときに選択し、
Return キーを押します。


4 タグの追加を必要に応じて繰り返します。

ページの編集時にタグを追加したり、該当しなくなったタグを削除したりすることもできます。

タグを
Wikiページから取り除く
誤って、または不適切にページにタグが設定されている場合は、個別にタグを取り除くことがで

きます。

タグをページから取り除くには：

1 ページを表示します。

検索結果、タグ表示、または履歴リストからタグを取り除くことはできません。


2 削除したいタグをタグバーからドラッグして、マウスボタンを離します。

タグは煙のように消えます。

ページの編集時にタグを取り除くには、ポインタをタグの近くに移動したときに表示される小さ

い「×」をクリックします。

ファイルを
Wikiページに添付する
ダウンロードできるようにファイルを添付するには、ファイルのアーカイブ（
zip）を作成して
からサーバにアップロードする方法が最適です。複数ファイルを含むフォルダや、
Keynoteプレ
ゼンテーションのように複雑な種類のファイルを添付する場合は、この方法が基本です。

ほかのユーザがダウンロードできるようにファイルを添付するには：

1 ファイルを添付したいページに移動します。


2 ツールバーの「編集」（
/）ボタンをクリックします。


3 添付ファイルをページで表示したい位置に挿入ポイントを置きます。


4 編集ツールバーで「ファイルを添付」（紙クリップのアイコン）をクリックします。


5 「選択」をクリックして、添付するファイルを選択します。
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6 「添付」をクリックして、ファイルをアップロードします。

アップロードが完了したら、ファイルのダウンロード用ボタンがページに表示されます。ボタン

の名前はファイル名です。


7 ページの編集が完了したら、編集ツールバーの「保存」をクリックします。

ユーザは名前をクリックするとファイルをダウンロードできます。

イメージなどのメディアファイルを添付していて、ほかのユーザにダウンロードよりもまず表示

させたい場合は、「ファイルを添付」ボタンではなく「メディアを挿入」ボタンを使用します。

「メディアを挿入」ボタンをクリックすると、
QuickTime イメージやオーディオファイルをアッ
プロードできます。

タグが設定された
Wikiページを探す
タグが設定されたページをすばやく探すには、
2 つの方法があります：
Â 表示しているページに探したいタグが設定されている場合は、そのタグをクリックすると、ほ

かのページが検索されます。

Â 表示しているページに探したいタグが設定されていない場合は、「検索」（虫眼鏡）をクリック

し、次にポップアップメニューからタグを選択するか、または「すべてのタグ」を選択してそ

の他の選択項目を表示します。


Wikiページを検索する

Wiki上の項目を探すには、検索機能を使用します。


Wiki内の項目を検索するには：

1 「検索」（虫眼鏡）ボタンをクリックします。


2 表示されるテキストフィールドに単語や語句を入力します。

クイック検索（入力中に自動検索）機能では、検索フィールドでの入力中に、タイトルとして入

力した単語や語句がタイトルに含まれるページのリストが表示されます。 


3 クイック検索リストで検索対象が見つからない場合は、
Returnキーを押してタイトルとコンテン
ツを検索します。

入力した語句が含まれるページとカレンダーイベントのリストが表示されます。

結果が表示された後、選択したタグを含む
Wiki またはブログのページだけを表示するように選
択して検索をさらに絞り込むことができます。ページの右側にあるタグのチェックボックスを使

用します。

検索結果を異なる順序で表示するには、ポップアップメニューを使用して新しい並べ替え順序を
選択します。すべてのページを検索することも、ブログ、
Wiki、カレンダーイベント（名前と場
所だけが検索対象）、またはメールメッセージに限定して検索することもできます。

古いまたは削除された
Wikiページを表示する／置換する

Wiki ページがアップデートされるたびに前のバージョンは保持されるため、変更を取り消した
り、ページの古いバージョンを再び有効にしたりすることができます。
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Wikiページの前のバージョンを表示するには：

1 古いバージョンを表示したいページに移動します。


2 「書類の履歴を表示します」（
>）ボタンをクリックします。

このボタンは、ページの表示時のみ表示され、編集時には表示されません。


3 リストでバージョンを選択すると、その内容が表示されます。


4 選択したバージョンを前のバージョンと比較する場合は、「比較」ボタンをクリックします。


5 バージョンの比較を中止する場合は、「単独表示」をクリックします。


6 ページの現在のバージョンを古いバージョンで置き換えるには、バージョンを選択し、「復元」を

クリックします。

ページの新しいリビジョンが作成されます。古いバージョンに関連付けられた添付ファイルとメ

ディアも復元されます。


7 ページの現在のバージョンを変更せずに終了する場合は、「書類の履歴を隠します」（
V）ボタン
をクリックします。

削除された
Wikiページを復元する

Wikiファイルは、ファイルシステム内に保管されるため、バックアップは通常のファイルをバッ
クアップする場合と同様です。デフォルトのファイルは、「
/ ライブラリ
/Collaboration/Groups/
<groupname>/」フォルダにあります。

各
Wikiは、自身の履歴を保持します。
Wiki 履歴機能を使用して、ページを個別に復元すること
ができます。

削除した
Wikiページを復元するには：

1 検索を実行して、結果のページの「検索の概略」領域で「削除されたエントリー」を選択します。


2 削除したページのタイトルをクリックします。


3 「ページの削除を取り消す」をクリックして、削除したページを復元します。


Wikiをカスタマイズする

Wikiページをカスタマイズして自分の好みに合わせた外観にすることができます。たとえば、組
織のロゴや従業員のイメージを
Wiki に含めることもできます。

フォントのスタイルとフォーマットを選択する
ページの編集中にテキストのスタイルやフォーマットを設定するには、編集ツールバーを使用し

ます。

次のツールを使用できます：

Â 段落スタイル：  現在の段落または選択した段落のスタイルを変更するには、段落スタイルの
ボタンをクリックし、ポップアップメニューから新しいスタイルを選択します。

Â テキストスタイル：単語や数文字のスタイルを変更するには、テキストを選択し、テキストの
テキストスタイルのメニューからインラインスタイルを選択します。
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Â 一覧スタイル：現在の段落または選択した段落の左余白を増減したり、番号付きや箇条書きの
リストスタイルを適用したりするには、ポップアップメニューからオプションを選択します。

複数の行や段落に順番に番号を付ける場合は、「順序付きリスト」を選択する前にそれらすべ

てを選択しておきます。

テキストスタイルを変更するには：

1 変更したいページに移動します。


2 ツールバーの「編集」（
/）ボタンをクリックし、編集モードに入ります。


3 変更したいテキストを選択します。


4 編集ツールバーのテキストスタイルツールを使用してテキストを変更します。


5 編集ツールバーの「保存」をクリックします。


Wikiのテーマおよびレイアウトをカスタマイズする

Wiki 管理者は、
CSS（カスケーディング・スタイル・シート）を使用してテーマを作成したり、
カスタム
XSLテンプレートを追加してページの内容を変更したりすることができます。デフォル
トのテンプレートは変更しないでください。デフォルトのテンプレートは、ソフトウェア・アッ

プデート時に変更または置換される可能性があります。デフォルトのテンプレートを例として使

用できます。

作業の開始点として、ワイヤフレームテーマを使用してください。ワイヤフレームテーマは、

「
/ ライブラリ
/Application_Support/Apple/WikiServer/Themes/wireframe.wikitheme/」
フォルダにあります。


plist ファイルは、テーマフォルダごとに用意されています。サイドバーやバナーイメージなどの
テーマの特性は、
plistファイルで変更できます。
JavaScript を含めて
Wikiページ上で実行する
こともできます。


CSSファイルでは、フォントの定義やリンクの色などの表示変数を指定できます。


Wikiを使用してヘルプを参照する

Wikiには、オンライン・ヘルプ・コンテンツへのポインタがあります。


Wikiからオンラインヘルプを参照するには：

1 任意の
Wikiページを開きます。


2 ページの下部にある「ヘルプ」をクリックします。


3 クイック検索のトピックのリストがある
Webサービスのトピックを選択します。


4 より具体的なヘルプを表示する場合は、「検索」（虫眼鏡）ボタンをクリックしてトピックを入力
し、
Returnキーを押します。

トピックのリストが表示されます。
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Webカレンダーを設定する
次のセクションでは、
Webサイトで
Webカレンダーを設定する手順について説明します。


Webカレンダーは、ユーザがグループカレンダーにアクセスして、会議や締め切りを
Webから
確認できる、グループ向けの
Webサービスです。


Webカレンダーでは
Mac

OS

X
Server
v10.5 の
iCal サービスを使用します。
Wikiでグループカ
レンダーを使用するには
iCalサービスを構成して実行する必要があります。詳しくは、「iCal サー
ビスの管理」を参照してください。


Web サイトで
Webカレンダーサービスを有効にする

Web サイトで
Web カレンダーサービスを有効にすることができます。 
Web カレンダーサービ
スを有効にする前に、
Wikiおよびブログのグループ
Webサービスを有効にする必要があります。


Webサイトで 
Webカレンダーを有効にするには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックします。


5 「サイト」リストで、
Webカレンダーサービスを有効にしたいサイトをクリックします。


6 「
Webサービス」をクリックします。


7 「グループのサービス」セクションで、「
Web カレンダー」チェックボックスを選択します。


8 「保存」をクリックします。


Web カレンダー内を移動する
カレンダーには、簡単に月や週を移動したり今日の日付に戻ったりすることができるナビゲー

ションボタンがいくつかあります。

カレンダーには、週と月という
2種類の表示があります。

Â 週表示では、その週にスケジュールされたすべてのイベント（終日イベントと時限イベントを

含む）が表示されます。終日イベントや時限イベントを簡単に作成することもできます。

Â 月表示では、終日イベントだけが表示され、デフォルトで終日イベントが作成されます。

週表示と月表示を切り替えるには、カレンダーで「週」または「月」をクリックします。

カレンダー内を移動するには：

1



Webカレンダーを開きます。


2 月表示に切り替えるには「月」、週表示に切り替えるには「週」をクリックします。


3 月表示で「前へ」（＜）をクリックすると前の月が表示され、「次へ」（＞）をクリックすると次

の月が表示されます。
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月表示で別の月を表示するには、月の名前（「前へ」ボタンと「次へ」ボタンの間）をクリック

し、表示したい月を選択します。


4 週表示で「前へ」（＜）をクリックすると前の週が表示され、「次へ」（＞）をクリックすると次

の週が表示されます。


5 週表示でミニカレンダーを表示するには、週の名前をクリックし、特定の週または月に移動し

ます：

ミニカレンダーで前の月に移動するには、「前へ」（上矢印）をクリックします。

ミニカレンダーで次の月に移動するには、「次へ」（下矢印）をクリックします。


6 今日の日付を含む週を表示するには、「今日」（ひし形）をクリックします。


7 特定の週を表示するには、その週のいずれかの日をクリックします。


8 特定の月を表示するには、月の名前をクリックします。

時限カレンダーイベントを作成する
時限イベントとは、会議や約束などのイベントです。週表示でも月表示でも時限イベントを作成

できますが、週表示のほうが簡単に作成できます。


Webカレンダーで時限イベントを作成するには： 

1



Webカレンダーに移動します。


2 週表示で、イベントの開始時刻から終了時刻までドラッグします。


3 「概要」フィールドにイベントの名前、「場所」フィールドにイベントの場所を入力します。

イベントの開始日を変更するには、日付をクリックして表示されるカレンダーで、日付をクリッ

クします。開始日を今日の日付に変更するには、「今日」（ひし形）をクリックします。前の月を

表示するには「前へ」（上矢印）、次の月を表示するには「次へ」（下矢印）をクリックします。

開始時刻を変更するには、「開始時刻」ポップアップメニューを使用します。


4 「終日（バナー）イベント」を選択解除します。


5 イベントの期間を変更するには、「期間」ポップアップメニューを使用します。

期間が
24 時間以上である場合は、「日」フィールドに数値を入力します。


6 「
OK」をクリックします。

カレンダーイベントを編集する
カレンダー内のイベントを編集するときは、そのイベントに関連するすべての情報（名前、場所、

日付、期間など）を変更できます。終日イベントから時限イベントに、または時限イベントから

終日イベントに変更することもできます。


Webカレンダーイベントを編集するには： 

1



Webカレンダーに移動します。


2 週表示または月表示で、イベントをクリックします。






74 第
4章    
Wikiおよびブログを作成する／管理する










3 イベントの名前を変更するには、「概要」フィールドに名前を入力します。


4 イベントの場所を変更するには、「場所」フィールドに新しい場所を入力します。


5 イベントの開始日を変更するには、日付をクリックして表示されるカレンダーで、イベントの日

付をクリックします。

開始日を今日の日付に変更するには、「今日」（ひし形）をクリックします。前の月を表示するに

は「前へ」（上矢印）、次の月を表示するには「次へ」（下矢印）をクリックします。


6 イベントの開始時刻を変更するには、日付の横にあるポップアップメニューを使用します。

ポップアップメニューの形式は
HH:MMです。


7 終日イベントから時限イベントに、または時限イベントから終日イベントに変更するには、

「終日（バナー）イベント」を選択または選択解除します。


8 イベントの期間を変更するには、「期間」ポップアップメニューを使用します。

終日イベントであるか、期間が
24時間以上である場合は、「日」フィールドに数値を入力します。


9 「
OK」をクリックして設定を保存します。


Web カレンダーイベントを削除する
カレンダーでイベントを削除すると、完全に削除されてしまい、元に戻せません。ただし、その

イベントをもう一度作成することはできます。


Webカレンダーでイベントを削除するには：

1



Webカレンダーに移動します。


2 週表示または月表示で、イベントをクリックします。


3 「削除」をクリックします。


4 「
OK」をクリックします。


iCalで
Webカレンダーを使用する
「
iCal」で
Web カレンダーを照会したり、
Web カレンダーからアップデートを取得するように

iCalカレンダーを構成したりすることができます。「
iCal」では
Webカレンダーは読み出し専用
であり、編集することはできません。


Webサーバのファイアウォールでは、ポート
8008 を介したトラフィックを許可する必要があり
ます。

「
iCal」で
Webカレンダーを照会するには：

1 「
iCal」で、「カレンダー」＞「照会」と選択します。


2 「
http://serverurl
:8008/calendars/groups/groupname
/calendar/」と入力します。

「serverurl」は、お使いの
Web サーバの
URL（
www.example.com など）で置き換えます。
「groupname」は、グループの名前で置き換えます。


3 「入会を申し込む」をクリックします。


4




Webの名前とパスワードを使って認証を行い、「
OK」をクリックします。
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5 「タイトル」フィールドに、カレンダーの名前を入力します。


6




iCalカレンダーの自動アップデートを有効にするには、「更新」を選択してアップデートの頻度を
選択します。


7 「
OK」をクリックします。

ユーザとグループのブログを設定する
ブログとは、日記やジャーナルに似ていて、作成順に並んだエントリーで構成されます。一方、

Wikiは、日付順に表示されない共有コンテンツが含まれます。サイトに配置したい情報の種類に
よって、
Wikiとブログのどちらに表示するかを決めることができます。

次のセクションでは、
Web サイトでユーザとグループのブログを設定する手順について説明し
ます。


Web サイトでブログサービスを有効にする

Web サイトでユーザとグループのブログサービスを有効にすることができます。
Mac
OS
X
Serverには、グループ
Wikiとグループブログが用意されています。これらは同時に有効にでき
ます。グループブログを使用すると、グループ内のユーザは同じブログにアクセスおよび投稿で

きます。

ユーザは、サーバアカウントに関連付けられた
Web サービスを使用して個人のブログを公開す
ることもできます。これにより、ユーザは自分のユーザページ上の個人のブログを保守できるよ

うになります。

詳しくは、
72
ページの「
Web サイトで
Web カレンダーサービスを有効にする」を参照してく
ださい。

ブログページを追加する
エントリーは、作成順に最新のエントリーから順に表示されます。ブログのメインページには、

最新のエントリーだけが表示されます。古いエントリーにもアクセスでき、検索するか日付コン

トロールでナビゲートすることで、探して表示できます。

ブログページを追加するには：

1 ブログページをまだ表示していない場合は、「ブログ」をクリックします。


2 ツールバーの「新規ページ」（＋）ボタンをクリックします。


3 表示される「新規エントリー」ダイアログで、タイトルを入力します。


4 ブログがポッドキャスティング向けに構成されていて、このエントリー用のオーディオまたはビ
デオファイルが用意されている場合は、「
Podcast」を選択し、次にファイルを選択します。


5 「作成」をクリックします。

編集ツールバーが表示され、新しいページが作成されます。


6 サンプルのテキストを削除し、自分のコンテンツを入力します。


7 完了したら、編集ツールバーの「保存」をクリックします。
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ユーザにブログの
SACLアクセス権を設定する

Webサービス管理者は、サービスアクセス制御リスト（
SACL）を使用して、ブログへのアクセ
ス権を持つユーザを指定できます。「サーバ管理」を使用して、
SACLアクセス権を設定します。

重要：ブログの
SACL 設定を変更するには、
Web インターフェイスではなく、サーバインター
フェイスを使用する必要があります。

ブログにユーザの
SACL アクセス権を設定するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバを選択します。

サービスのリストが表示されます。


3 「設定」をクリックします。


4 「アクセス」をクリックします。


5 「サービス」が表示されていない場合は、「サービス」をクリックします。


6 サービスに設定する制限のレベルを選択します。

すべてのサービスへのアクセスを制限するには、「すべてのサービスが対象」を選択します。

ブログにアクセス権を設定するには、「選択した以下のサービスが対象」を選択し、「サービス」

リストからブログを選択します。


7 ユーザおよびグループに設定する制限のレベルを選択します。

「すべてのユーザとグループを許可する」をクリックして、サービスに対する無制限のアクセス

を指定します。

特定のユーザやグループのアクセスを制限したい場合は、「以下のユーザとグループのみを許可

する」を選択して、「追加」（＋）ボタンをクリックして「ユーザとグループ」パネルを開きます。

次にユーザやグループをリストにドラッグします。


8 「保存」をクリックします。
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WebMailを構成する／管理する

この章では、サーバ上にある
Webサイトの
WebMailを有効にして、

Web 接続を使った基本的なメール操作を利用できるようにする方法
について説明します。


WebMail を使用すると、基本的なメール機能を 
Web サイトに追加できます。
Web サービスで
複数の
Webサイトを運用する場合は、
WebMailを使ってそれらすべてのサイトのメールサービ
スにアクセスできます。メールサービスの画面は、どのサイトでも同じです。


WebMailの概要

WebMail ソフトウェアは
MacOS
X
Server に含まれていますが、デフォルトでは無効になって
います。


WebMailソフトウェアのベースには、「
SquirrelMail」（
v1.4.9a）が使用されています。
「
SquirrelMail」は、
Apacheサーバによって実行されるオープンソースのスクリプトの集まりで
す。「
SquirrelMail」について詳しくは、
www.squirrelmail.jpを参照してください。


WebMailのユーザサービス

WebMailを有効にすると、ユーザは次の操作を実行できます。

Â メッセージの作成と送信

Â メッセージの受信

Â 受信したメッセージの転送または返信

Â 送信メッセージに付加される署名の管理

Â フォルダの作成、削除、名前変更、およびフォルダ間でのメッセージの移動

Â 送信メッセージへのファイルの添付

Â 受信メッセージの添付ファイルの取得

Â 個人用アドレス帳の管理

Â



WebMailの環境設定（
Webブラウザで表示されるときの配色など）

ユーザが
Web サイトの
WebMailのページにアクセスするには、サイトの
URL に「
/webmail」
を追加します（たとえば「
http://mysite.example.com/webmail/」）。

http://www.squirrelmail.jp
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WebMail サービスを使用するには、ユーザは、メールサーバにアカウントを持っている必要が
あります。そのため、
Webサイトで
WebMail を提供したい場合は、メールサービスを設定する
必要があります。

ユーザは、通常のメールサービスにログインするときに使用する名前とパスワードを使って、

WebMailにログインします。
WebMailには独自の認証機能はありません。メールサービスのユー
ザについて詳しくは、「メールサービスの管理」を参照してください。


Webサイトで
SSLを使用するように構成しない場合は、ユーザが
WebMailにログインするとき
に、ユーザのパスワードがクリアテキスト（暗号化されていないテキスト）でインターネットに

送信されます。
Webサイトで
SSLを構成する手順については、
43
ページの「
SSL（
Secure
Sockets
Layer）を有効にする」を参照してください。


WebMailについて詳しくは、「
SquirrelMail」のユーザマニュアル
（
http://squirelmail.org/wiki/DocumentationHome）を参照してください。


WebMailとメールサーバ

WebMailがメールサービスを提供するときには、メールサーバを利用します。
WebMailは単に、

Web ブラウザからメールサービスにアクセスできるようにするだけです。メールサーバとは独
立してメールサービスを提供することはできません。


WebMailでは、デフォルトでは
Mac

OS

X
Serverのメールサービスが使用されます。「ターミナ
ル」と
UNIX コマンドラインツールを使用して、別のメールサーバを指定することもできます。
手順については、
79
ページの「
WebMailを構成する」を参照してください。


WebMailのプロトコル

WebMailでは以下の標準のメールプロトコルが使用されるので、それらに対応するメールサーバ
を必要とします。

Â



IMAP（
Internet
Message
Access
Protocol）。受信メールを受信するために使用されます

Â



SMTP（
Simple
Mail
Transfer
Protocol）。ほかのメールサーバとメールを交換する（送信メー
ルを送信し、受信メールを受信する）ために使用されます

「
SquirrelMail」の構成スクリプトを使用して、
IMAP サーバの種類を設定できます：

Â「 macosx = Mac  OS  X MailServer」と指定した場合は、
Mac

OS

X
Serverバージョン
v10.2の
古い
Apple
MailServerが設定されます。

Â



Mac

OS

Xバージョン
v10.3、
v10.4、および
v10.5の正しい設定（デフォルトの設定）は、
「 cyrus = Cyrus IMAP Server」です。


WebMail は、
POP（
Post
Office
Protocol）を使った受信メールの取得には対応していません。
メールサーバが
POPに対応している場合でも、
WebMailでは使用できません。


WebMailを有効にする
「サーバ管理」を使って、
Web サーバで運用されている
Web サイトの
WebMail を有効にしま
す。変更内容を有効にするには、
Web サービスを再起動する必要があります。

http://www.squirrelmail.org/wiki/DocumentationHome
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重要：
WebMail は、メールプロトコルおよびメールサービスが構成および開始されていないサ
イトでは機能しません。

サイトで
WebMailを有効にするには：

1 メールサービスが開始されていて、
IMAPおよび
SMTPサービスを提供するよう構成されているこ
とを確認します。


2




WebMailにアクセスできるようにしたいユーザのユーザアカウントで、
IMAPメールサービスが
有効になっていることを確認します。

ユーザアカウントのメール設定について詳しくは、「ユーザの管理」を参照してください。


3 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


4 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


5 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


6 「サイト」をクリックします。


7 「サイト」リストで、
WebMail を有効にしたいサイトをクリックします。


8 「
Webサービス」をクリックします。


9 「ユーザのサービス」セクションで、「
Webメール」チェックボックスを選択します。


10 「保存」をクリックします。


WebMail を有効にすると、
PHP モジュールが有効になります（まだ有効になっていない場合）。

WebMail を無効にしても、
PHP は手動で無効にするまで動作し続けます。詳しくは、
104
ペー
ジの「
PHP」を参照してください。


WebMailを構成する

Webサイトで基本的なメール機能を利用できるように
WebMail を設定した後で、設定を変更し
て
WebMailとサイトを統合することができます。設定を変更するには、「
SquirrelMail」の構成
ファイル「
/etc/squirrelmail/config/config.php」を編集するか、ルート権限を使って「ターミ
ナル」から対話方式の構成スクリプトを実行します。この
 Perl スクリプトでは、「
config.php」
から元の値を読み込み、新しい値を「
config.php」に戻します。


WebMailとサイトを統合するために「 
SquirrelMail」の以下のオプションを構成できます。

Â「
Organization
Name」：  ユーザのログイン時に、
WebMailのメインページに表示される名前
です。デフォルトは「
Mac

OS

X
Server
Webmail」です。

Â「
Organization
Logo」：画像ファイルの相対または絶対パスです。

Â「
Organization
Title」：
WebMailのページを表示するときの
Webブラウザウインドウのタイト
ルです。デフォルトは「
Mac

OS

X
Server
Webmail」です。

Â「
Trash
Folder」：ユーザが削除したメッセージを入れる 
IMAP フォルダの名前です。デフォル
トは「
Deleted
Messages」です。
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Â「
Sent
Folder」：送信済みのメッセージを入れる
IMAPフォルダの名前です。デフォルトは
「
Sent
Messages」です。

Â「
Draft
Folder」：ユーザの下書きメッセージを入れる 
IMAPフォルダの名前です。デフォルトは
「
Drafts」です。

重要：対話方式の構成スクリプトを使って「
SquirrelMail」の設定を変更する場合は、同じスク
リプトを使ってサーバのドメイン名を入力する必要もあります。入力していない場合、
Webmail
ではメッセージを送信できません。


WebMailの構成は、
Webサービスで運用しているすべての
Webサイトに適用されます。


Perl 構成スクリプトを使って
WebMailのオプションを構成するには：

1 「ターミナル」を開き、次のコマンドを入力します： 

$ sudo /etc/squirrelmail/config/conf.pl




2 対話的なメニューオプションを使い、必要に応じて「
SquirrelMail」の設定にアクセスして変更
します。


3 ドメイン名をサーバの実際のドメイン名（
example.comなど）に変更します。

ドメイン名は、「
SquirrelMail」スクリプトの「
Server
Settings」メニューの最初にある項目です。

サーバのドメイン名を正しく入力しなかった場合は、元の値の
getenv(SERVER_NAME) に戻り
ますが、一重引用符で囲まれた状態になります。引用符で囲まれた値は、ドメイン名を取得する

関数呼び出しとして機能しなくなります。つまり、
WebMail からメッセージを送信できなくな
ります。


4 構成を変更したらデータを保存します。


5 対話的スクリプトを終了します。

ユーザが
WebMail にログインしていない場合は、
Web サービスを再起動しなくても
WebMail
の構成の変更は有効になります。

外観をさらにカスタマイズするときは（各
Web サイトに固有の外観を提供するなど）、
PHP ス
クリプトを記述する必要があります。また、「
SquirrelMail」プラグインのアーキテクチャを理解
した上で、独自の「
SquirrelMail」プラグインを記述する必要もあります。

メーリングリストの
Webアーカイブを設定する
メーリングリストとは、ユーザ間で簡単にコミュニケーションできるようにメールの配信を利用

したディスカッショングループです。メーリングリストは、
1つのメールメッセージを複数の宛
先に配信します。管理は、ワークグループ管理者またはサーバ管理者以外のユーザが行ってもか

まいません。さらに重要な点として、メーリングリストの登録ユーザは、メーリングリストの

サーバ上にアカウント（メールまたはファイルアクセス）を持つ必要がありません。メーリング

リストには、どのようなメールアドレスでも追加できます。
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メーリングリストは、ユーザが
Web ベースのインターフェイスを使って作成および管理できま
す。また、メーリングリストのアーカイブ、コンテンツのフィルタ機能、メーリングリストのダ

イジェスト配信のオプションも構成できます。メーリングリストについて詳しくは、「メールサー
ビスの管理」を参照してください。

メーリングリストに送信されたメッセージをアーカイブして、後で
Web サイトからブラウズす
ることができます。メッセージは、日時に基づいてアーカイブボリュームに分類されます。
Web
サーバを介してメーリングリストアーカイブにアクセスするには、
Web サイトでメーリングリ
ストの
Webアーカイブサービスを有効にする必要があります。


Webサイトでメーリングリストアーカイブを有効にするには： 

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「サイト」をクリックします。


5 「サイト」リストで、メーリングリストの
Webアーカイブサービスを有効にしたいサイトをクリッ
クします。


6 「
Webサービス」をクリックします。


7 「グループのサービス」セクションで、「メーリングリストの
Webアーカイブ」チェックボックス
を選択します。


8 「保存」をクリックします。
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WebObjectsおよびオープン・ソー
ス・アプリケーションを操作する

この章では、
WebObjects、および
Mac
OS
X
Serverが
Webサービス
を管理および提供するために使用するオープン・ソース・アプリケー
ションについて説明します。


WebObjects サービスは、
Mac

OS

X

Server のアプリケーション・サーバ・コンポーネントで
す。
WebObjectsでは、用途の広い
Web開発ツールが用意されていて、さまざまな方法で
Web
サーバを拡張できます。

また、
Web サービスの基本的な機能は、いくつかのオープン・ソース・アプリケーションによっ
て提供されています。利用しているアプリケーションは次の通りです：

Â



Apache
Webサーバ

Â



Tomcatサーブレットコンテナ

Â



MySQLデータベース

Â



Ruby
on
Rails




WebObjectsサービスを操作する

WebObjectsは、電子商取引などのインターネットアプリケーションを効率的に開発および展開
するために、アップルが提供している開発環境です。
WebObjectsアプリケーションでは、複数
のデータベースに接続し、
HTMLコンテンツを動的に生成できます。

次のトピックでは、
WebObjectsの管理について説明します：

Â



84
ページの「
WebObjects の概要」

Â



84
ページの「
WebObjects サービスを有効にする」

Â



84
ページの「
WebObjects サービスを設定する」

Â



85
ページの「
WebObjectsサービスを開始する」

Â



85
ページの「
WebObjectsサービスの状況を確認する」

Â



86
ページの「
WebObjects サービスを停止する」

Â



86
ページの「「
Monitor」を開く」
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WebObjectsの概要

Mac

OS

X
Serverは、
WebObjects
のランタイムライブラリを使用できる上、アプリケーション
を無制限に展開できるライセンスを提供しており、標準に基づく
Webサービスおよび
Javaサー
バアプリケーションを簡単に開発できるようになっています。必要に応じて、オンラインの

Apple
Store（
www.apple.com/japanstore）、
Apple
Retail
Store（
Apple
Store直営店）、およ
びアップル製品取扱店から
WebObjects開発ツールを購入できます。

サーバの起動時に
WebObjects が開始するように設定できます。これによって、停電など、サー
バがシステム終了した場合でも、再起動後に
WebObjectsモジュールを確実に開始できます。 


WebObjectsに関する詳しい情報とドキュメントについては、
www.apple.com/jp/webobjects/
または
developer.apple.com/documentation/WebObjects/ を参照してください。


WebObjectsサービスを有効にする
アプリケーションサーバを構成するには、「サーバ管理」で
WebObjects サービスを有効にする
必要があります。


WebObjectsサービスを有効にするには、以下を実行します：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 「設定」をクリックしてから、「サービス」をクリックします。


3 「
WebObjects」チェックボックスを選択します。


4 「保存」をクリックします。


WebObjectsサービスを設定する

WebObjects
Task
Daemon（
wotaskd）のポートを指定したり、
Java の監視を有効にしたり、

Monitor ポートを設定したりするには、「サーバ管理」の
WebObjectsサービス設定を使用しま
す。
WebObjectsの展開では、
wotaskdを使用して、アプリケーションサーバで実行しているア
プリケーションインスタンスを管理します。


wotaskd の主な作業は、サーバの再起動時にアプリケーションインスタンスを開始することで
す。これを行うため、コンピュータの起動時に開始するサービスとして
wotaskd を構成するこ
とにより、サーバの起動時に
wotaskd を再起動させる必要があります。デフォルトで、ポート

1085で実行する
wotaskdプロセスは、サポートされるすべてのプラットフォームでサービスと
して構成されています。


WebObjectsサービスの設定を行うには： 

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 「
WebObjects」をクリックします。

警告：セキュリティの問題を回避するために、
JavaMonitorおよび
wotaskdを実行するすべ
てのコンピュータは、常にファイアウォールの内側に設置する必要があります。また、

JavaMonitorを実行するサーバは、常にサブネットごとに
1台だけにする必要があります。

http://www.apple.com/japanstore
http://www.apple.com/jp/webobjects/
http://www.apple.com/jp/webobjects/
http://developer.apple.com/documentation/WebObjects/
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4 「設定」をクリックします。


5




wotaskdポートまたは
Monitorポートを必要に応じて指定します。

「
Monitor」および
wotaskdは、
WebObjectsの展開方式に含まれています。
WebObjectsアプ
リケーションを実行している各マシンでは、
wotaskd が実行されている必要があります。展開で
これらのアプリケーションを構成する場合は、「
Monitor」アプリケーションを実行します。

WebObjectsの構成後、
wotaskdだけが実行されている必要があります。

各
wotaskdインスタンスは、同じホストで実行している
WebObjectsアプリケーションだけを処
理します。
Webサーバアダプタ（または
WebObjects
HTTPアダプタ）は、使用可能な
WebObjects
アプリケーションを検出するために各ホストの
wotaskdインスタンスと通信します。


WebObjects のインスタンスは、
TCP
lifebeat を使用して自身の状態について
wotaskd と通信
します。一方
wotaskdは、特殊な
DirectActions呼び出しを使用してインスタンスを制御します。


6 必要に応じて、「
Monitorを有効にする」チェックボックスを選択して「
Monitor」を有効にします。

「
Monitor」は、
wotaskd を実行していて管理対象のサーバであるマシンから実行する必要があ
ります。一連のサーバに対して複数の
Monitorインスタンスを実行しないでください。「
Monitor」
と
wotaskd は、常にファイアウォールの内側で実行します。


7 「保存」をクリックします。


WebObjectsサービスを開始する
「サーバ管理」から
WebObjectsサービスを開始します。


WebObjectsサービスを開始するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
WebObjects」を選択します。


4 「
WebObjectsを開始」（「サーバ」リストの下にあります）をクリックします。

サービスは、停止するまで稼動し続け、サーバが再起動されるたびに再開されます。

コマンドラインから

WebObjectsは、「ターミナル」で次のように serveradminコマンドを入力して開始または停止
することもできます。 

$ serveradmin start webobjects

$ serveradmin stop webobjects




WebObjectsサービスの状況を確認する
「サーバ管理」を使って、
WebObjects サービスを監視できます。


WebObjectsサービスの状況を確認するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。
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2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
WebObjects」を選択します。


4




WebObjectsサービスが稼動中かどうか（稼動中であれば開始時刻）、および「
Monitor」が稼動
中であるかどうかを確認するときは、「概要」タブをクリックします。


WebObjectsサービスを停止する
「サーバ管理」を使って、
WebObjects サービスを停止できます。


WebObjectsサービスを停止するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
WebObjects」を選択します。


4 「
WebObjectsを停止」（「サーバ」リストの下にあります）をクリックします。

「
Monitor」を開く
「
Monitor」は、
Web ベースのツールで、
WebObjectsサービス上で実行するアプリケーション
を管理および監視できます。このツールを使用して、
Web サーバを使用して展開するようにア
プリケーションを設定したり、複数の
Webサーバへの負荷分散を制御したりします。

詳しくは、「
Monitor」を開いて「ヘルプ」を選択してください。

「
Monitor」を表示するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
WebObjects」を選択します。


4 「設定」をクリックし、「
Monitorを有効にする」チェックボックスを選択します。


5 「保存」をクリックします。


6




Webブラウザを開き、「
Monitor」のアドレスを入力します。


http://localhost:<Monitorポート
>


Apacheを操作する

Apacheは、オープンソースの
HTTP
Webサーバで、
Mac

OS

X
Serverに付属しています。「サー
バ管理」では、
Web サーバのほとんどの動作を管理できますが、サーバのインスタンスによっ
ては、
Apache サーバの一部の機能を追加または変更しなければならないことがあります。その
ような場合は、
Apache 構成ファイルを変更して、
Apache モジュールを変更または追加する必
要があります。
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Mac

OS

X
Server
v10.5 では、
Apache
1.3 と
Apache
2.2 という
2 つのバージョンの
Apache
Webサーバをサポートしています。
Apache
1.3と
Apache
2.2が、「サーバ管理」でサポートさ
れています。
Apache
2.2は該当するハードウェア上では
64ビットのプロセスとして実行されま
すが、
Apache
1.3は
32 ビットのみになります。


2つのバージョンは、並列に実行するように手動で構成できますが、その場合は同じ
IP アドレス
とサービスポートの組み合わせで待機しないようにする必要があります。「サーバ管理」では、管

理できるのは一方のバージョンだけであり、両方のバージョンを同時に実行することはサポート

されていません。

「サーバ管理」で管理できる
Apache は、一度に
1 つのバージョンだけです。新規インストール
した場合は、常に
Apache
2.2 です。アップグレードした場合、
Apache
2.2 に変換しなければ

Apache
1.3です。

Apacheの重要なファイルの場所を以下の表に示します。

ハードまたはソフト（グレースフル）リスタートを実行すると、「
/etc/httpd/sites/」（
Apache
1.3 の場合）または「
/etc/apache2/sites/」（
Apache
2.2の場合）のすべてのファイルが
Apache
によって読み込まれて処理されます。変更を保存するたびに、サーバのグレースフルリスタート

が行われます。

テキストエディタを使ってファイルを編集すると、一時コピーまたはバックアップコピーが作成

され、サーバのリスタートが失敗することがあります。元のファイルとコピーファイルの名前が、

ほとんど同じ名前であるためです。この問題を回避するには、ファイルの編集時に作成された一

時ファイルまたはバックアップファイルをこのフォルダから削除してください。 


Apache 構成ファイルを編集する

Apache
Web サーバの機能のうち、「サーバ管理」にない機能を操作したい場合は、
Apache 構
成ファイルを編集できます。構成ファイルを編集する管理者は、
Apache とテキスト編集ツール
に精通している必要があります。構成ファイルを編集する前に、元のファイルのコピーを作成し

てください。

「
httpd.conf」構成ファイルには、「サーバ管理」が制御しているすべてのディレクティブが記述
されています。このファイルを編集するときにも、そのファイルのテキスト表記方法とコメント

に準拠する必要があります。

ファイルの説明
 Apache
1.3での場所
 Apache
2.2での場所

Webサービスの構成ファイル 「
/etc/httpd/」フォルダ 「
/etc/apache2/」フォルダ

サイト構成ファイル 「
/etc/httpd/sites/」フォルダ 「
/etc/apache2/sites/」フォルダ

実行可能ファイル
 /usr/sbin/httpd-1.3 /usr/sbin/httpd

Webモジュール 「
/usr/libexec/httpd/」フォルダ 「
/usr/libexec/apache2/」フォルダ

エラーログ 「
/var/log/httpd/」フォルダ 「
/var/log/apache2/」フォルダ（こ
のフォルダを「
/ ライブラリ
/Logs/
WebServer/」として認識できるよ
うな
symlinkを使用）

一時的に無効なバーチャルホスト 「
/etc/httpd/sites_disabled/」
フォルダ

「
/etc/apache2/sites_disabled/」
フォルダ

両方の
Apache バージョンで静的なコンテンツのデフォルトは「
/ライブラリ
/WebServer/Documents/」

両方の
Apache バージョンで
CGI のデフォルトは「
/ライブラリ
/WebServer/CGI-Executables/」
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この構成ファイルには、「
.../sites/」フォルダを取り込むディレクティブも記述されています。
このフォルダには、そのサーバのすべてのバーチャルホストが保管されています。この構成ファ

イル名には、バーチャルホストの一意識別子が付いています

（
0000_17.221.43.127_80_www.example.com.conf など）。特定のサイトを無効にするには、そ
れらのサイトを「
sites_disabled」フォルダに移動して、
Webサービスを再起動します。サイト
のファイルを編集するときにも、そのファイルの表記方法に準拠する必要があります。

「
sites_disabled」フォルダには、「
default_default.conf」という名前の隠しファイルがありま
す。このファイルは、「サーバ管理」で新しく作成するバーチャルホストのテンプレートとして

使用されます。管理者は、このテンプレートファイルを編集してカスタマイズするときに、記述

されている表記方法にできるだけ準拠する必要があります。 


Apacheおよび
Apache モジュールについて詳しくは、
99
ページの「
Apache
Webモジュール
の概要」を参照してください。

デフォルトの構成を復元する

Mac

OS

X
Serverを再インストールしなくても、
Apacheを出荷時の設定、つまりデフォルトの
構成に復元することができます。
Apache構成ディレクトリ内にあるさまざまな「
.default」ファ
イルは、このために保管されていて、管理者が変更できないように読み出し専用ファイルとして

インストールされています。

デフォルトの構成を復元するには：

1 「ターミナル」を開きます。


2 次のコマンドを入力します： 

$ sudo serveradmin web:command=writeSettings \web:variant=withDefaults




Apacheの構成を記述する
ReadMe.txtファイルを使用できます：

Â




Apache
2.2の
readme.txtファイルは、「
/etc/apache2/」フォルダにインストールされています。

Â




Apache
1.3の「
readme.txt」ファイルは、「
/etc/httpd/」フォルダにインストールされています。
このファイルには、
Apache
2.2 から
1.3への移行が必要になった場合に手動で移行するための手
順が記載されています。


apachectlスクリプトを使用する

Mac
OS
X
Server上で
Apache を開始または停止するときには、デフォルトでは「サーバ管理」
を使用します。


2種類の apachectl コマンドがあります：

Â

 

apachectlは
Apache
2.2を制御します。 
Apache
2.2は適切なハードウェア上で
64ビットのプ
ロセスとして実行されます。

Â

 

apachectl-1.3は
Apache
1.3を制御します。 
Apache
1.3は
32ビットのみです。
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「サーバ管理」を使用する代わりに、 apachectlスクリプトを使用して
Webサービスを開始また
は停止したい場合は、次の動作に注意してください：

Â



Mac

OS

X
Server
v10.5 では、
Web パフォーマンスキャッシュがデフォルトで有効になってい
ます。
Apache
1.3 を使用している場合のアップグレードインストールでは、アップグレード
前に有効であった場合に限り、
Web パフォーマンスキャッシュが
v10.5 でも有効です。
Web
サービスが開始すると、
Web サービスのメインプロセス（
httpd）と
webperfcache プロセ
スが開始されます。（
webperfcache プロセスは、静的なコンテンツをメモリキャッシュから
提供し、必要に応じて
httpdに要求を転送します。）

Mac
OS
X
Server に付属の apachectlス
クリプトは、
webperfcacheを認識しません。そのため、パフォーマンスキャッシュを無効に
していない場合には、 webperfcachectl スクリプトを使って、
webperfcache を開始または
停止する必要があります。

Â

 

apachectlスクリプトを使って
Apacheを開始したときには、ソフトプロセス制限はデフォル
トの
100のままです。
CGIスクリプトを使用するときには、この制限値では低いことがありま
す。その場合は、「サーバ管理」を使って
Webサービスを開始すると、ソフトプロセス制限が

2048に設定されます。 apachectlを使用する前に、「 ulimit -u 2048」と入力してもかまい

ません。

Â

 

apachectlスクリプトを使用した場合は、サーバが再起動したときに、
Apacheが開始されま
せん。

上記の点が問題になるが、
Apacheをスクリプトから制御する必要がある場合は、 serveradmin

コマンドラインツールを使用することをお勧めします。

スクリプトから
Apacheを開始するには：

1 スクリプトを開きます。


2 次のコマンドを入力します： 

serveradmin start web




Apache とパフォーマンスキャッシュ（必要に応じて）が開始され、再起動時に
Web サービス
を開始するように「
/etc/hostconfig」に記録されます。


3 スクリプトを保存して実行します。

コマンドラインから
Apacheを停止するには：

1 スクリプトを開きます。


2 次のコマンドを入力します： 

serveradmin stop web




Apache とパフォーマンスキャッシュ（必要に応じて）が停止され、再起動時に
Web サービス
を開始しないように「
/etc/hostconfig」に記録されます。


3 スクリプトを保存して実行します。


Apache のマルチキャスト
DNS登録について

Apacheのマルチキャスト
DNS登録は、サーバで使用しないでください。

重要：サーバで
Apache のマルチキャスト
DNS（
mdns）登録を有効にしないでください。この
機能はバーチャルホストに対応していません。サーバではバーチャルホストが使用されます。
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Apache
Axisを使用する

Apache
Axis（
Extensible
Interaction
System）は、
SOAP（
Simple
Object
Access
Protocol）の
実装です。
SOAPについて詳しくは、
www.w3.org/TR/SOAPを参照してください。
Axisについ
て詳しくは、
ws.apache.org/axis を参照してください。


Apache
Axisを使用したい場合は、 
Apache
Axisライブラリを使用する
Webアプリケーション
を作成してから、
Tomcat にそれらのアプリケーションを展開します。
Tomcat と異なり、通常
は
Apache
Axis をアプリケーションサーバとして使用しません。


Mac

OS

X
Server
v10.5 には、
Apache
Axis（
v1.1）と
Tomcat（
v4.1.x）があらかじめインストー
ルされており、これらは連携して動作します。


Axisのライブラリは、「
/ システム
/ ライブラリ
/Axis/」フォルダにあります。デフォルトでは、

Axisの
Webアプリケーションのサンプルは
Tomcatにインストールされます。「
axis」という名
前の
Web アプリケーションは、「
/ライブラリ
/Tomcat/webapps/axis/」にあります。

「サーバ管理」の
Web サービスの「設定」パネルを使って
Tomcat を有効にした後で、次の場所
にアクセスすれば、あらかじめインストールされている
Apache
Axisを検証できます：


http://example.com:9006/axis/

「
example.com」の部分は、お使いのホスト名で置き換えてください。標準ではない
Tomcat の
ポートに注意してください。

あらかじめインストールされている
Axisをはじめて検証するときに、

http://example.com:9006/axis/にアクセスし、「
Validate
the
local
installation's
configuration」
というリンクを選択すると、次のエラーメッセージが表示されます：

Â



Warning:could
not
find
class
javax.mail.internet.MimeMessage
from
file
mail.jar

Attachments
will
not
work.

java.sun.com/products/javamailを参照してください。
Â



Warning:could
not
find
class
org.apache.xml.security.Init
from
file
xmlsec.jar
XML

Security
is
not
supported

xml.apache.org/security を参照してください。

これらのオプションコンポーネントが必要な場合は、警告メッセージに続いて表示される指示に

従ってください。

独自の
Web アプリケーションで
Axis を使用する方法について詳しくは、Axis のユーザーズガ
イドを参照してください。このガイドは、
ws.apache.org/axis/java/user-guide.html から入手
できます。


Tomcatを操作する

Tomcat を使用すると、
Mac
OS
X
Server で、
Java
Servlet や
JavaServer
Pages（
JSP）機能を
利用できます。
Java
Servletは、
Javaベースのアプリケーションです。
Javaアプレットがユーザ
のコンピュータで実行されるのに対し、
Java
Servletはサーバで実行されます。
JavaServer
Pages
を使用することによって、
Java
Servletを
HTML の
Webページに埋め込むことができます。

http://www.w3.org/TR/SOAP/
http://www.w3.org/TR/SOAP/
http://ws.apache.org/axis/
http://java.sun.com/products/javamail/
http://xml.apache.org/security/
http://ws.apache.org/axis/java/user-guide.html
http://ws.apache.org/axis/java/user-guide.html
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Java
Servlet および
JavaServer
Pages の仕様は、
Sun
Microsystems 社によって開発され、
Java
Community
Process から承認されています。最新の製品シリーズは
 Tomcat
4.1.x シリーズで、

Java
Servlet
2.3および
JavaServer
Pages
1.2仕様を実装しています。


Tomcat についての詳しい情報とドキュメントについては、
http://tomcat.apache.org/ を参照
してください。

サーバで使用できる
Java
Servletについては、次の
Webサイトを参照してください：
Â



java.sun.com/products/servlet

Â




java.sun.com/products/jsp

Tomcat 管理コンソールおよび状況サービスは、デフォルトで切になっています。展開する環境
でこれらのサービスを正しく有効にし、セキュリティで保護する方法については、
Apache
Tomcatのドキュメント（
http://tomcat.apache.org/tomcat-6.0-doc/index.html）を参照して
ください。
Web サービスはファイアウォールの内側で保護することをお勧めします。

さらに詳しい情報については、
O’Reillyの書籍「Tomcat the Definitive Guide」
（
www.oreilly.com）を参照してください。


Tomcatをアプリケーションコンテナとして設定する
「サーバ管理」を使って、
Tomcatを操作します。サーバの起動時に
Tomcatが開始するように設定
できます。これによって、停電や、サーバがシステム終了した場合でも、再起動後に
Tomcat モ
ジュールを確実に開始できます。

「サーバ管理」または「ターミナル」を使って、
Tomcatを有効にできます。

サーバ管理を使用して
Tomcatを開始するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「設定」をクリックしてから、「一般」をクリックします。


5 「
Tomcatを許可」チェックボックスを選択します。


6 「保存」をクリックします。

コマンドラインから

Tomcatは、「ターミナル」で次のコマンドを入力して開始することもできます。 

$ cd /Library/Tomcat/bin

$ ./startup.sh start




Tomcat が実行中であることを確認するには、ブラウザを使ってポート
9006 の
Web サイトの
サーバにアクセスします。サイトの
URL の後に「
:9006」と入力してください。
Tomcat が動作
している場合は、この
URLに
Tomcatのホームページが表示されます。

http://tomcat.apache.org/
http://java.sun.com/products/servlet/
http://java.sun.com/products/jsp/
(http://tomcat.apache.org/tomcat-6.0-doc/index.html
http://www.oreilly.com/catalog/tomcat/chapter/ch06.pdf
http://www.oreilly.com/catalog/tomcat/chapter/ch06.pdf
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MySQLを操作する

MySQL は、
Web サーバのリレーショナルデータベース管理機能を提供します。このオープン
ソース・ソフトウェアを使用すると、異なるテーブルまたはデータベース内のデータを連結し、

Webサイトに情報として提供することができます。

「
MySQLマネージャ」アプリケーションは、「サーバ管理」の
MySQLサービスに置き換わりました。


MySQLサービスを有効にする
データベースマネージャを構成するには、「サーバ管理」で
MySQL サービスを有効にする必要
があります。


MySQLサービスを有効にするには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 「設定」をクリックしてから、「サービス」をクリックします。


3 「
MySQL」チェックボックスを選択します。


4 「保存」をクリックします。


MySQLサービスを設定する
データベースの場所を指定したり、ネットワーク接続を有効にしたり、
MySQLのルートパスワー
ドを設定したりするには、「サーバ管理」の
MySQLサービスの設定を使用します。


MySQLサービスの設定を行うには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 「
MySQL」をクリックします。


4 「設定」をクリックします。


5 ユーザが
 MySQL サービスにアクセスすることを許可する場合は、「ネットワーク接続を許可」
チェックボックスを選択します。

これにより、
Webサーバを介したデータベースの情報へのアクセスがユーザに付与されます。


6 「データベースの場所」フィールドにデータベースの場所へのパスを入力します。

「選択」ボタンをクリックして、使用したいフォルダを参照することもできます。


7 「保存」をクリックします。


MySQLサービスを開始する
「サーバ管理」から
MySQL サービスを開始します。


MySQLサービスを開始するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。
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サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
MySQL」を選択します。


4 「
MySQLを開始」（「サーバ」リストの下にあります）をクリックします。

サービスは、停止するまで稼動し続け、サーバが再起動されるたびに再開されます。


MySQLサービスの状況を確認する
「サーバ管理」を使って、
MySQLサービスを監視できます。


MySQLサービスの状況を確認するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
MySQL」を選択します。


4




MySQLサービスが稼動中かどうか（稼動中であれば開始時刻）、およびネットワーク接続が許可
されているかどうかを確認するときは、「概要」タブをクリックします。


MySQLサービスおよび管理ログを表示する

MySQLサービスでは、
MySQL サービスログと
MySQL 管理ログの
2種類のログを記録します：
Â



MySQLサービスログには、
MySQL サービスの開始または停止などのイベントの時刻が記録さ
れます。

Â



MySQL管理ログには、クライアントを接続または接続解除したり各
SQL文をクライアントから
受信したりしたときの情報が記録されます。このログは「
/ライブラリ
/Logs/MySQL.log」に
あります。


MySQLサービスログは「サーバ管理」を使って表示できます。


MySQLサービスログを表示するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 「
MySQL」をクリックします。


4 「ログ」をクリックします。

「フィルタ」フィールドを使用して、特定のエントリーを探します。


MySQLサービスを停止する
「サーバ管理」を使って、
MySQLサービスを停止できます。


MySQLサービスを停止するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。
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サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
MySQL」を選択します。


4 「
MySQLを停止」（「サーバ」リストの下にあります）をクリックします。


MySQLをアップグレードする

Mac

OS

X
Server
v10.5 には、最新バージョンの
MySQL（バージョン
5.0）があらかじめインス
トールされています。このインストール済みの
MySQL は、「
/usr/local/mysql」にはありません。
代わりにその構成要素は、
UNIX の標準ファイルレイアウトに基づいて、次のようにファイルシ
ステム内に分散されています：

Â



MySQLの実行可能ファイルは、「
/usr/sbin/」および「
/usr/bin/」フォルダにあります。

Â



MySQLのマニュアルページは、「
/usr/share/man/」フォルダにあります。

Â その他の
MySQLのファイルは、「
/usr/share/mysql/」フォルダにあります。

インストールすると、
MySQLデータベースは「
/var/mysql/」フォルダに作成されます。

新しいバージョンの
MySQL は、
www.mysql.comに公開されます。新しいバージョンが公開さ
れたら、ソースをダウンロードして構築することも（開発者パッケージをインストールしている

場合）、適切なバイナリディストリビューションをダウンロードしてインストールすることもで

きます。どちらの場合も、
Webサイトに掲載されている指示に従ってください。

デフォルトでは、新しいバージョンをインストールすると、「
/usr/local/mysql/」フォルダに保
管されます。新しいバージョン以外の
MySQL がすでにインストールされている場合は、
2つの
バージョンの
MySQLがシステム上に存在することになります。 
2 つのバージョンを同時に実行
しようとしない限り、問題が発生することはありません。

新しいバージョンを使用したい場合は、コマンドをフルパスで指定するか（「
/usr/local/mysql/」
から開始します）、シェルのパス変数がローカルフォルダを最初に検索するように設定してくだ

さい。


Ruby
on
Railsを操作する

Ruby
on
Rails は、
Web アプリケーションフレームワークです。開発しやすく、拡張性に優れ、

Model-View-Controllerアーキテクチャをサポートしているほか、 
Prototype および

Script.aculo.us ライブラリ経由で
Ajax を使用するため、広く使われるようになりました。詳し
くは、
www.rubyonrails.orgを参照してください。


Mac

OS

X
Server
v10.5 では、
Ruby
on
Rails がプリインストールされていて、
Mongrel
Web
サーバを含む便利なジェム（コンポーネントパッケージ）がいくつか付属しています。


Mongrel
Web サーバには、自身を管理するための mongrel_rails ツールが付属しています。

Mac

OS

X
Server
v10.5では、次のような方法で
Ruby
on
Railsアプリケーションの展開をサポー
トしています。

Â

 

mongrel_rails_persistと呼ばれる mongrel_railsツールの強化版が含まれています。この

ツールは、
Mongrelがリブートしても動作し続けるようにする launchd
 
plist ファイルを作成
して、
Bonjourに登録します。

http://www.mysql.com
http://www.rubyonrails.org
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「サーバ管理」の「
Webサイト」の「プロキシ」パネルを使用して、同じマシンで稼動してい
る
Mongrelのインスタンスを探すことができ、その
URLを「バランサメンバー」ポップアッ
プで表示することができるため、このツールは便利です。 mongrel_rails_persist について

詳しくは、ツールのメインページを参照してください。

Â「サーバ管理」の
Webサービスの「サイト」の「プロキシ」パネルで、
Apache
2.2の

mod_proxy_balancer を管理することができます。これにより、
Mongrel（または別のバッ
クエンド
HTTP サーバ）の複数のインスタンスに単一の
URL でアクセスしたり、構成した割
合で
Apache の負荷をこれらのサービスに分散させたりすることができます。

Â 構成の問題を解決するために
mod_fastcgiを使用していて、
mod_proxy_balancer ではなく

mod_fastcgi を使用したい顧客向けに、
mod_fastcgi が用意されています。このモジュール
はデフォルトでは無効になっています。


Ruby
on
Railsアプリケーションの展開を管理する
「サーバ管理」を使用して、
Apache
2.2 の
mod_proxy_balancer モジュールを使用する
Ruby
on
Rails アプリケーションの展開を管理することができます。


Webサイト（バーチャルホスト）を
Ruby
on
Rails専用にすることも、
Webサイトを
Ruby
on
Railsと共用にすることもできます。次のシナリオでは、その方法を説明します：

Â 最初のシナリオでは、
Webサイトを
Ruby
on
Rails
Webアプリケーション専用にします。

Â



2番目のシナリオでは、
Webサイトを
Ruby
on
Rails
Webアプリケーションと共用にします。

これらのシナリオでは、ワイルドカードを使用したデフォルトの
Webサイト（例に示すように、

Webサイトのリストのアドレス列にアスタリスクが含まれる
Webサイト）を使用します。
Web
サイトの構造や
Ruby
on
Railsアプリケーションの構造によってはこのほかのシナリオもありま
すが、これら
2つのシナリオで一般的なメカニズムを示すことができます。その他の手法につい
ては、サポート情報で確認できます。

シナリオ
1－
Web サイト（バーチャルホスト）をプロキシを使用する
Webアプリケーション
専用にする


1 「ターミナル」を開いて次のコマンドを入力し、既存の
Webバーチャルホストのドキュメントルー
トの外部に
Ruby
on
Rails アプリケーションを作成します（たとえば「
/ライブラリ
/WebServer/
MyWebApp」。MyWebAppは
Railsアプリケーションの名前）。 
$ cd /Library/WebServer

$ rails 

 

MyWebApp

 

$ ...




2

 

mongrel_rails_persistコマンドを使用して
Mongrel
Web サーバを起動します： 

$ sudo mongrel_rails_persist start -p 3001 -c /Library/WebServer/

 

MyWebApp

 

mongrel_railsコマンドのこのラッパーは、
Mongrelのインスタンスを
Bonjourに登録し、サー
バの起動時に
Mongrel のインスタンスを再起動するように「
launchd
plist」ファイルを設定し
ます。


3 「
Safari」を使用してローカルにある
Railsの
URLをブラウズし、
Webアプリケーションが応答して
いることを確認します：

http://127.0.0.1:3001
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Railsアプリケーションでモデルまたはスカッフォールドを指定した場合の
URL は次のようにな
ります：

http://127.0.0.1:3001/ModelName

「
Welcome
Aboard
/
You’re
riding
the
rails」ページが表示されます。


4 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


5 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


6 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


7 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


8




Webサイトのリストの下にある「プロキシ」をクリックします。


9 「リバースプロキシを許可」チェックボックスを選択します。


10 「プロキシのパス」フィールドが「
/」に設定されていることを確認します。

この設定では、
Webサイト内のすべての
URLがバランサグループにプロキシされることが要求
されます。


11 「スティッキーセッション
ID」フィールドは、値を指定する理由がない限り、空のままにします。


12 バランサのメンバーを追加するには、「バランサメンバー」リストの下にある「追加」（＋）ボタ

ンをクリックします。


13 「サーバ
URL」ポップアップメニューで、ロードバランサメンバーの
URL を指定します。

ローカルで稼動している
Mongrelの各インスタンスについて、その
URLがポップアップメニュー
で示されるため、
URLを選択することができます。

このホスト、またはその他のアクセス可能なホスト上で、
Web アプリケーションを提供する

Mongrelのインスタンスが複数ある場合は、追加のバランサメンバーを作成します。各バランサ
メンバーは、ローカルホストまたはその他のホスト上で稼動している
Mongrel のインスタンス

1つに対応します。


14 バランサメンバーが
1つだけの場合は、「負荷要素」を
100に設定します。

「負荷要素」フィールドを使用して、バランサメンバー間で負荷を分散します。


15 値を指定する理由が特にない限り、「ルート」フィールドを空のままにします。


16 「
OK」をクリックします。


17 「保存」をクリックします。


18




Webサービスが稼動していない場合は、開始します。


19 「
Safari」を使用してプロキシの
URLにアクセスし、
Webアプリケーションが応答していることを
確認します：


http://127.0.0.1

Railsアプリケーションでモデルまたはスカッフォールドを指定した場合の
URL は次のようにな
ります：


http://127.0.0.1/ModelName

末尾にスラッシュを入力する必要はありません。
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シナリオ
2－
Web サイト（バーチャルホスト）をプロキシを使用する
Webアプリケーション
と共有する


1 「ターミナル」を開いて次のコマンドを入力し、既存の
Webバーチャルホストのドキュメントルー
トの外部に
Ruby
on
Rails アプリケーションを作成します（たとえば「
/ライブラリ
/WebServer/
MyWebApp」。MyWebAppは
Railsアプリケーションの名前）。 
$ cd /Library/WebServer

$ rails 

 

MyWebApp

 

$ ...




2

 

mongrel_rails_persistコマンドと-- prefix引数を使用して
Mongrel
Webサーバを開始し
ます： 

$ sudo mongrel_rails_persist start -p 3001 --prefix /rails -c /Library/

WebServer/

 

MyWebApp




3 「
Safari」を使用してローカルにある
Railsの
URLにアクセスし、
Webアプリケーションが応答して
いることを確認します：


http://127.0.0.1:3001/rails/

Railsアプリケーションでモデルまたはスカッフォールドを指定した場合の
URL は次のようにな
ります：


http://127.0.0.1/rails/ModelName

「
Welcome
Aboard
/
You’re
riding
the
rails」ページが表示されます。


4 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


5 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


6 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


7 「サイト」をクリックし、リストで
Webサイトを選択します。


8




Webサイトのリストの下にある「プロキシ」をクリックします。


9 「リバースプロキシを許可」チェックボックスを選択します。


10 「プロキシのパス」フィールドに、
mongrel_rails_persist に指定したプレフィックスを入力しま
す。先頭と末尾のバックスラッシュを両方とも付けてください。この例では、「
/rails/」のように
なります。


11 「スティッキーセッション
ID」フィールドは、値を指定する理由がない限り、空のままにします。


12 バランサのメンバーを追加するには、「バランサメンバー」リストの下にある「追加」（＋）ボタ

ンをクリックします。


13 「サーバ
URL」ポップアップメニューで、ロードバランサメンバーの
URL を指定します。

ローカルで稼動している
Mongrelの各インスタンスについて、その
URLがポップアップメニュー
で示されるため、
URLを選択することができます（たとえば「
http://127.0.0.1:3001/rails」）。


14 バランサメンバーが
1つだけの場合は、「負荷要素」を
100に設定します。

「負荷要素」フィールドを使用して、バランサメンバー間で負荷を分散します。
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15 値を指定する理由が特にない限り、「ルート」フィールドを空のままにします。


16 「
OK」をクリックします。


17 「保存」をクリックします。


18




Webサービスが稼動していない場合は、開始します。


19 「
Safari」を使用してプロキシの
URLにアクセスし、
Webアプリケーションが応答していることを
確認します：


http://127.0.0.1/rails/

Railsアプリケーションでモデルまたはスカッフォールドを指定した場合の
URL は次のようにな
ります：


http://127.0.0.1/rail/ModelName

末尾のスラッシュが必要であることが判明した場合は、「サーバ管理」でサイトの「エイリアス」

パネルを使用して、「
/rails」を「
/rails/」にマッピングするような
RedirectMatchエントリーを
追加することができます。


20 「
Safari」を使用してローカルの
URLにアクセスし、ほかのコンテンツが
Webサイト内のほかの

URLでアクセスできることを確認します：


http://127.0.0.1
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Webモジュールを管理する

この章では、
Web サービスの主要な機能と制御を提供する
 Apache
Webモジュールについて説明します。


Apache
Web サーバには、サーバの動作を制御する一連のモジュールが用意されています。

Mac

OS

X
Serverには、
Macintosh向けの機能を備えたモジュールが用意されています。


Apache
Webモジュールの概要
モジュールとは、
Apache
Web サーバソフトウェア用のプラグインのことです。モジュールを使
うと、
Webサイトに機能を追加できます。
Apache には標準的なモジュールが付属しています。
その他のモジュールは、ソフトウェアメーカーから購入したり、インターネットからダウンロー

ドしたりすることができます。
Apache モジュールについて詳しくは、
Apache モジュールの

Webサイト
www.apache.org/docs/mod/を参照してください。

参考：
Rails は、個別の
Web モジュールに基づいていません。
Rails に関する説明では、常に

mod_proxy_balancer のことを指します。
mod_proxy_balancer は、標準の
 Apache
2.2 モ
ジュールです。


Webモジュールを操作する

Apache
Webサーバは、モジュール設計を採用しているため、ほかのモジュールを有効にするこ
とで
Web サーバの主要な機能を拡張することができます。モジュールは「サーバ管理」を使っ
て有効または無効にできます。

「サーバ管理」を使って
Apache
Webモジュールを有効または無効にすることは簡単ですが、一
般的に、機能を使用する場合は明確な目的を持ち、モジュールを有効または無効にするとどうな

るかを十分に理解しておく必要があります。

一部の
Webモジュールは相互に排他的であったり依存していたりします。以下に例を示します。

Â



auth_digest_module と
digest_moduleは、同時に有効にしてはいけません。

Â



proxy_connect_module、
proxy_ftp_module、
proxy_http_module、
proxy_ajp_module、
または
proxy_balancer_module が有効な場合は、
proxy_module も有効である必要があり
ます。

Â



dav_moduleと
dav_fs_moduleは、同じ状態にする必要があります。

http://www.apache.org/docs/mod
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Â




encoding_moduleでは、
headers_module、
dav_module、および
dav_fs_module が有効に
なっている必要があります。

Â



cache_module は、
mem_cache_moduleと
disk_cache_module が必要です。

重要：
Apache
1.3で使用される
Webモジュールは、
Apache
2.2で使用される
Webモジュール
と異なります。


Web モジュールを表示する
サーバで使用中または使用可能なモジュールのリストを表示できます。


Webモジュールを表示するには： 

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「設定」をクリックしてから、「モジュール」をクリックします。


5 モジュールリストをスクロールすると、
Webサーバで使用中または使用可能な
Webモジュールを
確認できます。


Web モジュールを追加する
「サーバ管理」を使って、
Web サーバに
Webモジュールを追加できます。


Web モジュールをサーバに追加する前に、モジュールがインストールされている必要がありま
す。モジュールをインストールするときは、モジュールソフトウェアに付属のマニュアルの指示

に従って操作します。
Webサーバは、「
/usr/libexec/httpd/」フォルダからモジュールを読み込
みます。

サーバに
Webモジュールを追加するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「設定」をクリックしてから、「モジュール」をクリックします。


5 「追加」（＋）ボタンをクリックして、モジュールを利用可能なモジュールのリストに追加します。


6 「モジュール名」フィールドに、モジュール名を入力します。


7 モジュールを有効にする場合は、「使用可能」チェックボックスを選択します。


8 「モジュールのパス」フィールドに、インストールしたモジュールのパスを入力するか、参照ボ
タンをクリックしてフォルダを選択します。


9 「
OK」をクリックします。


10 「保存」をクリックします。
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Web モジュールを有効にする
「サーバ管理」を使って、
Web サーバでモジュールを有効にできます。


Webサービスのモジュールを有効にするには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「設定」をクリックしてから、「モジュール」をクリックします。


5 モジュールリストをスクロールすると、
Webサーバで使用中または使用可能な一連のモジュール
を確認できます。


6 有効にしたいモジュールの横にある「使用可能」チェックボックスをクリックします。


7 「保存」をクリックします。


Web モジュールを変更する
「サーバ管理」を使って、サーバの
Webモジュールを変更できます。


Webモジュールの設定を変更するには：

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「設定」をクリックしてから、「モジュール」をクリックします。


5 モジュールリストをスクロールすると、
Webサーバで使用中または使用可能な一連のモジュール
を確認できます。


6 変更するモジュールを選択し、「編集」（
/）ボタンをクリックします。

モジュールを選択して「複製」ボタンをクリックし、複製したモジュールの設定を変更すること

で、既存のモジュールを複製してその設定を変更することもできます。


7 「モジュール名」フィールドに、モジュール名を入力します。


8




Webサーバでモジュールを有効または無効にしたい場合は、「使用可能」チェックボックスを選
択または選択解除します。


9 「モジュールのパス」フィールドに、インストールしたモジュールのパスを入力するか、参照ボ
タンをクリックしてフォルダを選択します。


10 「
OK」をクリックします。


11 「保存」をクリックします。
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Web モジュールを削除する
「サーバ管理」を使って、サーバから
Webモジュールを取り除くことができます。


Webモジュールを削除するには： 

1 「サーバ管理」を開き、サーバに接続します。


2 サーバの左の三角形をクリックします。

サービスのリストが表示されます。


3 展開された「サーバ」リストで「
Web」を選択します。


4 「設定」をクリックしてから、「モジュール」をクリックします。


5 モジュールリストをスクロールすると、
Webサーバで使用中または使用可能な一連のモジュール
を確認できます。


6 取り除きたいモジュールを選択し、「削除」（－）ボタンをクリックします。


7 「保存」をクリックします。


Macintosh固有のモジュール

Mac

OS

X
Serverの
Webサービスでは、 
Macintoshに固有のモジュールがインストールされま
す。このセクションでは、これらのモジュールについて説明します。


mod_macbinary_apple
このモジュールを使用すると、
MacBinaryフォーマットでファイルをパッケージ化できます。こ
のフォーマットを使うと、
Macintosh ファイルを
Webサイトから直接ダウンロードすることが
できます。ユーザは、ファイルのアクセスに使用する
URL に「
.bin」を追加することによって、
通常の
Webブラウザで
MacBinaryファイルをダウンロードできます。

これは
Apache
1.3のみに存在します。


mod_spotlight_apple
このモジュールを使用すると、
Apacheで、
Spotlightを使った関連性のランキングに基づく
Web
サイトの検索を実行できます。サイトの索引を作成すると、
Web サイト内を検索するための検
索フィールドをユーザに提供できます。

サイト検索可能なページにアクセスするには、クライアントは
Webサイトの
URLに「
.spotlight」
を追加する必要があります（たとえば
http://www.example.com/.spotlight）。


mod_auth_apple
このモジュールを使用すると、
Web サイトで、サーバの検索方式に含まれるファイル・システ
ム・サービス・ドメインでユーザを検索してユーザを認証できます。認証を使用している場合、

Web サイト利用者は、サイトに関する情報にアクセスするときにユーザ名とパスワードを要求
されます。
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mod_hfs_apple
このモジュールを使用すると、ユーザは、
HFS ボリュームの
URL を入力するときに大文字と小
文字を正しく区別する必要があります。このモジュールによって、大文字と小文字が区別されな

いボリュームのセキュリティを高めることができます。


mod_digest_apple
このモジュールを使用すると、
WebDAV 保護領域のダイジェスト認証が有効になります。これ
は古い、デフォルトのダイジェスト認証モジュールです。
Apacheの
mod_digestに基づいてい
ますが、
htdigestファイルではなく
Open
Directoryを使うように変更されています。
Mac

OS

X
Server
v10.4を実行している 
Open
Directoryマスターで動作するため、デフォルトのダイジェ
ストモジュールです。

パスワードをクリアテキスト形式で送信しないため、基本認証よりもこの認証形式をお勧めします。


mod_auth_digest_apple
このモジュールを使用すると、
WebDAV 保護領域のダイジェスト認証が有効になります。これ
は新しいダイジェスト認証モジュールです。
Apacheの
mod_auth_digestに基づいていますが、

htdigest ファイルではなく
Open
Directory を使うように変更されています。
Open
Directory
マスターで
Mac

OS

X
Server
v10.5を使用するのに必要であるため、デフォルトで無効になって
います。


mod_spnego
このモジュールは、
SPNEGO/Negotiateプロトコルを介して
Open
Directoryユーザに
Kerberos
認証を提供します。


mod_encoding
このオープン・ソース・モジュールは、アップルによってカスタマイズされています。
WebDAV
モジュールの
mod_dav にも変更を加えたことで、
WebDAV ファイルの名前に日本語の文字を
使用できるようになりました。


mod_bonjour
管理者は、このモジュールを使用して、
Webサイトがマルチキャスト
DNSに登録される方法を
制御できます。

オープンソースのモジュール

Mac
OS
X
Serverには、広く使用されているオープンソースの
Webモジュールがいくつか含ま
れています。
Tomcatや
PHP などです。


Tomcat
このモジュールでは、
Java によく似たスクリプト機能が使用されます。このモジュールは、
Java
Community
Process で開発された
Java
Servlet および
JavaServer
Pages の公式なリファレン
スインプリメンテーションです。


Tomcatは、使用する前に有効にしておく必要があります。


Tomcatの詳しい説明と有効にする方法については、 
90
ページの「
Tomcat を操作する」を参照
してください。
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PHP




PHP（
PHP
Hypertext
Preprocessor）を使用すると、
C によく似た
HTML 埋め込み型のスクリ
プト言語をサーバ側で使用することによって、動的な
Web コンテンツを操作できます。
Web 開
発者は、
PHP コードを
HTML コードに埋め込みます。これによって、プログラマは、
HTML を
生成するプログラムを作成するのではなく、
HTML スクリプトに動的なロジックを直接統合する
ことができます。


PHP の機能は
CGI スクリプトと似ていますが、
PHP では、多くのデータベースフォーマットが
サポートされ、ネットワークで多くのプロトコルを使用して通信ができます。


PHPライブラリは、
MacOS
X
Serverに含まれていますが、デフォルトでは無効になっています。

クライアント側で実行される
 JavaScript とは異なり、
PHP コードはサーバ上で実行されます。

PHPは、
Mac

OS

X
Server で
WebMailを実装するためにも使用されています。このモジュール
について詳しくは、
www.php.netを参照してください。

重要：サーバのアップグレードを実行して、 
Apache
1.3と
PHP
4.4.xの組み合わせを使用してい
る場合は、
2008年
8月
8 日より前に
Apache
2.2 と
PHP
5.xの組み合わせに切り替えてくださ
い。
2008年
8月に
PHP
4.4のサポートが終了します。


mod_perl
このモジュールを使用すると、検証済みの
Perl インタプリタが
Web サーバに統合されるため、
既存の
Perl
CGI スクリプトを変更せずに実行できます。この統合によって、スクリプトを高速に
実行し、システムリソースの使用率を低くすることができます。

このモジュールについて詳しくは、
perl.apache.orgを参照してください。


mod_encoding




ASCII以外のファイル名と
WebDAVの相互運用性を高めるため、
Webサービスにはオープンソー
スの
Apache モジュール（
mod_encoding）が含まれています。


mod_encoding はデフォルトで無効になっています。このモジュールはインストールされてい
て、
Apache構成ファイルには構成ディレクティブが存在しますが、アクティブではありません。

Apacheに
mod_encodingに関して通知する
LoadModuleおよび
AddModuleディレクティブ
が無効になっているためです。


ASCII 以外のファイル名をサポートするには、
mod_encoding を有効にする必要があります。

dav_moduleが有効であることも確認してください。


mod_encoding モジュールは、 
Apache の機能を拡張します。このモジュールは、一連の構成
ディレクティブで制御されます。


Web サービスに付属する
Apache 構成ファイルには、ほとんどの要求を満たせるような固有の
ディレクティブが含まれています。これらのディレクティブを変更する場合は、テキストエディ
タを使用して、「
/etc/httpd/httpd.conf」ファイルを編集する必要があります。

次に
mod_encoding でサポートされるディレクティブについて説明します。

http://www.php.net
http://perl.apache.org
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EncodingEngineディレクティブ：このディレクティブは、
mod_encodingの有効／無効を切
り替えます。
mod_encoding が正しく動作するには、
mod_dav の特殊なバージョンである

mod_dav_encodingも有効である必要があります。


AddClientEncodingディレクティブ：
WebDAVクライアントは、
UTF-8、または正確に検出可
能なその他の形式でデータを送信することが求められますが、一部のクライアントは、自動的に

検出可能ではないプラットフォーム固有のエンコードでデータを送信します。そのため、エン

コード名をクライアントの種類に対応させるこのディレクティブが必要になります。

このディレクティブは、それぞれのクライアントの種類から想定されるエンコードを指定しま

す。クライアントは、エージェント名によって識別されます。エージェント名は、拡張された

regexp を使用したパターンとして指定できます。エージェント名に「
.*」は使用しないでくださ
い。代わりに、
DefaultClientEncodingを使用してください。

このモジュールは、
CoreFoundation の
CFStringを使用し、
CFStringでサポートされるすべて
のエンコードをサポートします。一般に、
IANA に登録されているエンコード名はサポートされ
ています。


DefaultClientEncoding ディレクティブ：このディレクティブは、さまざまなクライアントか
ら通常想定されるエンコードのデフォルトのセットを指定します。 
UTF-8 はデフォルトであるた
め、指定する必要はありません。


NormalizeUsernameディレクティブ：このディレクティブは、
Microsoft
Windows
XPでパス
ワード保護されたリソースにアクセスするときの動作をサポートするために導入されました。

Windows
XPクライアントは、実際のユーザ名の前に「ホスト名
\」を付けます。このオプショ
ンを有効にすると、「ホスト名
 \」の部分が切り離され、「実際の」ユーザ名だけが認証モジュー
ルに渡されます。


mod_encodingについて詳しくは、次の
URLからお使いのバージョンをダウンロードして、ソー
スのディストリビューションに付属しているドキュメントを参照してください： 


www.denpa.org/~go/denpa/200302/mod_encoding+mod_dav-macosx.tar.gz

構文 デフォルト コンテキスト 互換性 
EncodingEngine [ on | off ]



Off Server
Config Apache
1.3.x。
Mac

OS

X


Server専用

構文 デフォルト コンテキスト 互換性 
AddClientEncoding  agent-name 

encoding [ encoding...]
なし
 Server
Config Apache
1.3.x。
Mac

OS

X


Server専用

構文 デフォルト コンテキスト 互換性 
DefaultClientEncoding encoding 

[ encoding...]



UTF-8 Server
Config Apache
1.3.x。
Mac

OS

Xお

よび
Mac

OS

X
Server専用

構文 デフォルト コンテキスト 互換性 
NormalizeUsername  [ on | off ]



Off Server
Config Apache
1.3.x。
Mac

OS

Xお

よび
Mac

OS

X
Server専用

http://www.denpa.org/~go/denpa/200302/mod_encoding+mod_dav-macosx.tar.gz
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Webサービスの問題を解決する


Web サービスやそのコンポーネントで問題が起きた場合は、この章
で説明するヒントや対応策を参照してください。


Webサービスを設定または管理しているときに、問題が起きることがあります。ここでは、
Web
サービスの管理やクライアント接続で問題が起きる原因となる状況について説明します。

ユーザがサーバ上の
Webサイトに接続できない場合
問題を特定するために、次の点を確認してください：

Â




Webサービスが開始し、サイトが有効になっていることを確認します。

Â



Webサービスの「概要」パネルを表示して、サーバが実行中であることを表示します。

Â



Apacheのアクセスログとエラーログを確認します。メッセージの意味については、

Japan
Apache
Users
Groupの
Web サイト（
www.apache.jp）を参照してください。

Â ユーザが正しい
URLを入力して
Web サーバに接続していることを確認します。

Â デフォルトの
Webフォルダとして正しいフォルダが選択されていることを確認します。デフォ
ルトの書類のページとして正しい
HTMLファイルが選択されていることを確認します。

Â



Webサイトにアクセスできるユーザを制限している場合は、ユーザが
Webサイトのアクセス
権を持っていることを確認します。

Â ユーザのコンピュータで
TCP/IPが正しく構成されていることを確認します。 
TCP/IP設定が正し
いと思われる場合は、「
ping」ユーティリティを使ってネットワーク接続を確認します。

Â



DNSに問題がないことを確認します。
DNS名の代わりにサーバの
IPアドレスを使って接続して
みます。

Â



Webサイトの
IP アドレスとドメイン名が
DNSサーバに正しく登録されていることを確認し
ます。


Webモジュールが期待通りに動作しない場合
問題を特定するために、次の点を確認してください：

Â「サーバ管理」のエラーログで、モジュールが動作しない原因と考えられる情報がないかどう

かを確認します。

http://www.apache.jp
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Â




Webサーバに付属のモジュールの場合は、
Apacheのドキュメントでモジュールの説明を参照
して、モジュールの動作仕様が目的に合っていることを確認します。

Â 自分でインストールしたモジュールの場合は、
Webモジュールに付属のドキュメントを参照し
て、モジュールが正しくインストールされており、使用しているサーバソフトウェアとの互換

性があることを確認します。


Mac

OS

X
Serverが対応している
Apacheモジュールについて詳しくは、
99
ページの「
Web モ
ジュールを操作する」および
Apache の
Web サイト（
www.apache.org/docs/mod/）を参照
してください。


CGIスクリプトが動作しない場合
問題を特定するために、次の点を確認してください：


CGI スクリプトのファイルアクセス権で、 
www にスクリプトの実行が許可されていることを確
認します。許可されていないと、「サーバ管理」で
CGI の実行が可能になっていても、サーバで
はスクリプトが実行されません。

http://www.apache.org/docs/mod/
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Apache


Mac
OS
X
Serverに統合されているオープンソースの
HTTPサーバ。
Apache について
の詳細は、
www.apache.or.jpを参照してください。


blojsom


Mac

OS

X
Server
v10.4 のウェブログサービスが基本技術として採用しているオープ
ンソース・プロジェクト。


CGI（
Common
Gateway
Interface）  
Webサイトに動的な機能を追加するスクリプトまたはプ
ログラム。
CGIは、
Webサイトにサービスを提供するアプリケーションと
Web サイトとの間で
情報をやり取りします。


Common
Gateway
Interface

「
CGI」を参照してください。


HTML

（
Hypertext
Markup
Language）

Web ブラウザのページに表示されるファイルに挿入さ
れる記号やコードのセット。マークアップによって、
Webページの文字列や画像をユーザの
Web
ブラウザでどのように表示するかを指定します。


HTTP

（
Hypertext
Transfer
Protocol）

World
Wide
Web 用のクライアント／サーバ型のプロト
コル。
Webブラウザは、
HTTP プロトコルを利用して、
Webサーバにアクセスし、 
HTMLを使っ
て作成されたハイパーメディア書類を要求します。


Internet
Protocol

「
IP」を参照してください。


IP


Internet
Protocolの略語。
IPv4とも呼ばれます。ローカルネットワークまたはインターネッ
トを経由してコンピュータ間でデータを送受信するために、
TCP（
Transmission
 Control
Protocol）と共に使用される方式。
IPはデータパケットを配送し、
TCPはデータパケットを追跡
します。


IPアドレス  インターネット上のコンピュータを識別するために使われる、数字で構成される一
意のアドレス。


JavaScript
 
スクリプト言語の
1つ。
Webページに対話機能を追加するために使用されます。


JBoss
 

Java のすべての機能を実装した
 Java アプリケーションサーバの
 1 つ。
J2EE（
Java
2
Platform,
Enterprise
Edition）アプリケーションをサポートしています。


Kerberos保護領域  同じ
Kerberosサーバに登録されているユーザとサービスから成る認証ドメ
イン。登録されたユーザとサービスは、
Kerberosサーバを信頼して互いの識別情報を検証します。
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MySQL

オープンソースのリレーショナルデータベース管理ツールで、
Web サーバによって頻
繁に使用されます。


PHP

（
PHP
Hypertext
Preprocessor（元は
Personal
Home
Page））

動的な
Web ページを作成
するために
HTML に埋め込むスクリプト言語。


SSL
 

Secure
Sockets
Layer の略語。暗号化された認証済みの情報をインターネットで送信する
ためのインターネットプロトコル。新しいバージョンの
SSLは
TLS（
Transport
Level
Security）
として知られています。


TCP
 

Transmission
Control
Protocol の略語。インターネットを経由してコンピュータ間でメッ
セージ単位の形式のデータを送信するときに、
IP（
Internet
Protocol）と共に使用される方式。

IPがデータを実際に配送する処理を行うのに対して、 
TCP は個々のデータの単位（パケット）を
追跡します。インターネットでは、メッセージがパケットに分割されて効率的にルーティングさ

れます。


Tomcat


Java
Community
Process で開発された、相互に補足的な
2 つのテクノロジー（
Java
Servlet
2.2および
JavaServer
Pages1.1）の公式なリファレンスインプリメンテーション。


URL
 

Uniform
Resource
Locator の略語。ローカルネットワークまたはインターネット上にあ
る、アクセス可能なコンピュータ、ファイル、またはリソースのアドレス。
URLは、リソースに
アクセスするために必要なプロトコルの名前、インターネット上の特定のコンピュータを識別す

るドメイン名、およびコンピュータ上でのファイル位置を表す階層で構成されます。


WebDAV


Web-based
Distributed
Authoring
and
Versioningの略語。サイトが稼働中でも、ク
ライアントユーザが
Web ページをチェックアウトし、変更を加え、そのサイトにチェックイン
して戻すことができるライブオーサリング環境。


WebDAV保護領域  
WebDAV ユーザおよびグループがアクセスできるように定義された、
Web
サイト内の領域。通常は、フォルダまたはディレクトリです。

アプリケーションサーバ  別のアプリケーション（通常は
Web アプリケーション）を実行およ
び管理するソフトウェアで、各アプリケーションは
Web ブラウザを使ってアクセスします。ア
プリケーションサーバが管理するアプリケーションは、アプリケーションサーバが動作している

コンピュータ上に配置します。

ウェブログ  「ブログ」を参照してください。

オープンソース  インターネットコミュニティがソフトウェアを協調開発することを指す用語。
コードを作成してデバッグするときにできるだけ多くの開発者が関わることが、基本方針となっ

ています。そのために、ソースコードを公開し、修正や拡張を提出する開発者のコミュニティが

できるだけ大きくなるように運営されます。

証明書  「
ID 証明書」または「公開鍵証明書」と呼ばれることもあります。特定のフォーマット
（
Mac

OS

X
Server では
x.509 フォーマットが使用されます）のファイルで、鍵ペア（公開鍵と
秘密鍵）のうちの公開鍵、ユーザの識別情報（ユーザ名、コンタクト情報など）、および認証局
（
CA）または鍵使用者のデジタル署名が入っています。
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全員  ファイルサーバにログインできるすべてのユーザ。登録ユーザまたはゲスト、
anonymous
（匿名）
FTPユーザ、
Web サイト利用者が含まれます。

プロキシサーバ  
Web ブラウザなどのクライアントアプリケーションと実際のサーバのと間に
配置されるサーバ。プロキシサーバは、実際のサーバへの要求を仲介し、プロキシサーバで要求

に対応できるかどうかを確認します。プロキシサーバで対応できない場合は、実際のサーバに転

送します。

ブログ  古い日時から順番に並んだエントリーを表示する 
Web ページ。しばしば電子日記また
はニュースレターとして利用されます。

プロトコル  
2 つのアプリケーションの間でどのようにデータを送受信するかを定義した一連の
ルール。

ポート  仮想メールスロットの一種。サーバは、ポート番号を使用して、どのアプリケーション
がデータパケットを受け取るかを判断します。ファイアウォールは、ポート番号を使用して、デー

タパケットがローカルネットワークを通過していいかどうかを判断します。通常は、
TCPポート
または
UDP ポートを指します。

保護領域  多数のアプリケーションで一般的に使用する用語。「
WebDAV保護領域」、「
Kerberos
保護領域」を参照。

マルチキャスト
DNS


IPネットワーク上のコンピュータ、装置、およびサービスを自動的に検出
するための、アップルが開発したプロトコル。このインターネットプロトコルはアップルでは

Bonjour と呼びます（以前は
 Rendezvous と呼んでいました）。標準化が企画されており、

ZeroConf、ゼロコンフ、マルチキャスト
DNS などと呼ばれることもあります。詳しくは、

www.apple.com/jp または
www.zeroconf.org を参照してください。
Mac

OS

X
Server でこの
プロトコルを使用する方法については、「ローカルホスト名」を参照してください。

ユーザ名  ユーザのロングネームまたはショートネーム。「ユーザの名前」とも呼ばれ、画面で
「名前」と表示されるユーザ名は、たいていユーザのロングネームです。ユーザのロングネーム

には、リアルネーム（実名）を使用することがあります。画面で「ユーザ名」と表示されるの

は、たいていショートネームのことです。

ローカルホスト名  ローカルサブネットでコンピュータを指定するための名前。グローバル
DNS
システムなしで使用して名前と
IPアドレスを解決できます。小文字、数値、またはハイフン（最
後の文字としては使用できません）で構成され、最後は「
.local」になります（たとえば、
bills-
computer.local）。このデフォルト名はデフォルトでコンピュータ名から取られますが、ユーザ
は「システム環境設定」の「共有」パネルでこの名前を指定できます。この名前は簡単に変更す

ることができ、
DNS 名または完全修飾ドメイン名を使用しているところであればどこででも使
用できます。この名前は、この名前を使用するコンピュータと同じサブネットでのみ解決でき

ます。
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56,
57


A
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105
Apache
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71
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99
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105
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99
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100
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45,
56,
89
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E
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100
EncodingEngineディレクティブ  
105


H
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100
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Hypertext
Transfer
Protocol）  
43
→「
Apache
Web サーバ」も参照


Hypertext
Transfer
Protocol →「
HTTP」を参照


I




iCalサービス  
72,
73,
74
→「カレンダー
,
Webサイト」も参照


IMAP（
Internet
Message
Access
Protocol）  
78
Internet
Message
Access
Protocol →「
IMAP」を参照

IPアドレス  
45,
56


J




Java


84,
90,
103
JSP（
JavaServer
Pages）  
90,
103


K
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41


L
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Mac
OS
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M
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102
Mac
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55
ユーザコンテンツ  
57
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86
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57
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mod_fastcgi モジュール  
95
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95
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Perl スクリプト  
80,
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71
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